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この自己点検・評価報告書は、一般財団法人大学・短期大学基準協会の認証評価を

受けるために、2022 年度の城西短期大学の自己点検・評価活動の結果を記したもの

である。2022 年度は基準Ⅰ・基準Ⅱ・基準Ⅲについて報告書の作成を行った。 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

城西短期大学学長 

藤野 陽三 
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1．自己点検・評価の基礎資料 

 

（1）学校法人及び短期大学の沿革 

 

＜学校法人の沿革＞ 

昭和 40 年 1 月  学校法人城西大学設置認可  

昭和 40 年 4 月  城西大学  経済学部  経済学科、  

理学部  数学科、化学科開設  

昭和 46 年 4 月  城西大学  経済学部  経営学科開設  

昭和 48 年 4 月  城西大学  薬学部  薬学科、製薬学科開設  

昭和 52 年 4 月  城西大学大学院  薬学研究科  薬学専攻（修士）開設  

昭和 53 年 4 月  城西大学大学院  経済学研究科  経済政策専攻（修士）開設  

昭和 54 年 4 月  城西大学大学院  薬学研究科  薬学専攻（博士後期）開設  

平成 2 年 4 月  城西大学別科  日本文化専修課程、日本語専修課程開設  

平成 4 年 4 月  城西国際大学  経営情報学部  経営情報学科、  

人文学部  国際文化学科開設  

平成 8 年 4 月  城西国際大学  人文学部  福祉文化学科、国際交流学科開設  

城西国際大学大学院  人文科学研究科  国際文化専攻、  

女性学専攻（修士）開設  

平成 10 年 4 月  城西大学大学院  理学研究科  数学専攻（修士）、  

薬学研究科  医療薬学専攻（修士）開設  

城西国際大学大学院  経営情報学研究科  起業マネジメント専攻（修

士）、人文科学研究科  比較文化専攻（博士後

期）開設  

城西国際大学  別科日本文化専修課程、日本語専修課程開設  

平成 11 年 4 月  城西国際大学  経営情報学部  国際経営学科、福祉環境情報学科開設  

平成 12 年 4 月  城西国際大学大学院  経営情報学研究科  起業マネジメント専攻（博士後

期）開設  

平成 13 年 4 月  城西大学  薬学部  医療栄養学科開設  

城西国際大学  経営情報学部  サービス経営システム学科、  

人文学部メディア文化学科開設  

城西国際大学別科  ビジネス・情報専修課程開設  

平成 14 年 4 月  城西国際大学大学院  人文科学研究科  国際アドミニストレーション専攻

（修士）開設  

平成 15 年 4 月  城西大学大学院  経営学研究科  ビジネス・イノベーション専攻（修士）

開設  

平成 16 年 4 月  城西大学  経営学部  マネジメント総合学科開設  

城西大学大学院  理学研究科  物質科学専攻（修士）開設  

城西国際大学  福祉総合学部  福祉文化学科、福祉経営学科、  

薬学部  医療薬学科開設  

平成 17 年 4 月  城西大学大学院  薬学研究科  医療栄養学専攻（修士）開設  

城西国際大学  メディア学部  メディア情報学科、  

経営情報学部  総合経営学科開設  

城西国際大学大学院  ビジネスデザイン研究科ビジネスデザイン専攻

（修士）、福祉総合学研究科福祉社会専攻（修士）開設  

平成 18 年 4 月  城西大学  現代政策学部  社会経済システム学科、  

薬学部  薬学科(6 年制）、薬科学科開設  

城西国際大学  観光学部  ウェルネスツーリズム学科開設  

平成 20 年 4 月  城西国際大学  人文学部を国際人文学部に改称、  

福祉総合学部  福祉総合学科開設  

平成 22 年 4 月  城西国際大学  環境社会学部  環境社会学科開設  

様式 4－自己点検・評価の基礎資料 
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平成 23 年 4 月  城西国際大学  メディア学部  クロスメディアコース、  

映像芸術コース開設  

平成 24 年 4 月  城西国際大学  看護学部  看護学科開設  

城西国際大学大学院  薬学研究科  医療薬学専攻（博士）開設  

平成 25 年 4 月  城西国際大学大学院  国際アドミニストレーション研究科  国際アドミニ

ストレーション専攻（修士）開設、  

人文科学研究科  グローバルコミュニケーション専攻（修士）開設  

平成 28 年 4 月  城西国際大学  福祉総合学部  理学療法学科開設  

平成 31 年 4 月  城西国際大学  観光学部  ウェルネスツーリズム学科を観光学科に改称  

現在に至る  

 

＜短期大学の沿革＞  

昭和 58 年 4 月  城西大学女子短期大学部  経営学科  経営実務専攻、秘書専攻、  

文学科  日本文学専攻、英米文学専攻開設  

昭和 62 年 4 月  城西大学女子短期大学部  専攻科  日本文学専攻、英米文学専攻開設  

平成  元年 4 月  城西大学女子短期大学部  専攻科  経営実務専攻、秘書専攻開設  

平成  5 年 4 月  城西大学女子短期大学部  専攻科  日本文学専攻、英米文学専攻学位授与

機構認定  

平成 13 年 4 月  城西大学女子短期大学部  経営情報実務学科、現代文化学科開設     

経営学科  経営実務専攻、秘書専攻募集停止  

文学科  日本文学専攻、英米文学専攻募集停止  

平成 15 年 3 月  城西大学女子短期大学部  経営学科、文学科、専攻科廃止  

平成 17 年 4 月  城西大学女子短期大学部を城西短期大学に名称変更  

平成 18 年 4 月  城西短期大学  ビジネス総合学科開設  

経営情報実務学科、現代文化学科募集停止  

現在に至る  

 

（2）学校法人の概要 

◼  学校法人が設置する全ての教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員及

び在籍者数 

◼  令和 4（2022）年 5 月 1 日現在 

 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

城西短期大学  埼玉県坂戸市けやき台 1‐1 120 240 182 

城西大学 埼玉県坂戸市けやき台 1‐1 
1,660 7,140 7,139 

別科 70 別科 70 別科  7 

城西大学大学院  埼玉県坂戸市けやき台 1‐1 118 251 161 

城西国際大学  千葉県東金市求名 1 番地 1,510 6,410 5,984 

城西国際大学大学院  千葉県東金市求名 1 番地 196 410 382 
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（3）学校法人・短期大学の組織図  

◼  組織図 

◼  令和 4（2022）年 5 月 1 日現在 
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（4）立地地域の人口動態・学生の入学動向・地域社会のニーズ 

◼  立地地域の人口動態（短期大学の立地する周辺地域の趨勢） （単位：万人） 

 平成 30 年度  令和元年度  令和 2 年度  令和 3 年度  令和 4 年度  

地域  人数  人数  人数  人数  人数  

坂戸市  10.2 10.2 10.1 10.0 10.0 

鶴ヶ島市  7.02 7.03 7.01 7.01 7.03 

毛呂山町  3.64 3.61 3.58 3.53 3.49 

埼玉県  731 733 734 734 734 

 

◼  学生の入学動向：学生の出身地別人数及び割合  

地域  

平成 30

（2018）年度  

令和元

（2019）年度  

令和 2

（2020）年度  

令和 3

（2021）年度  

令和 4 

（2022）年度  

人数  

（人）  

割合  

（％）  

人数  

（人）  

割合  

（％）  

人数  

（人）  

割合  

（％）  

人数  

（人）  

割合  

（％）  

人数  

（人）  

割合  

（％）  

埼玉県  40 26.3 42 26.8 69 48.6 38 40.9 33 36.7 

東京都  13 8.6 17 10.8 23 16.2 11 11.8 12 13.3 

関東  16 10.5 16 10.2 12 8.5 11 11.8 13 14.4 

甲信越  10 6.6 8 5.1 14 9.9 6 6.5 5 5.6 

その他  8 5.3 14 8.9 8 5.6 8 8.6 18 20.0 

外国  65 42.8 60 38.2 16 11.2 19 20.4 9 10.0 

合計  152 100.0 157 100.0 142 100.0 93 100.0 90 100.0 

［注］ 

□  短期大学の実態に即して地域を区分してください。 

□  この事項においては通信による教育を行う学科の学生を除いてください。 

□  認証評価を受ける前年度の令和 4（2022）年度を起点に過去 5 年間につい

て記載してください。 

 

◼  地域社会のニーズ 

 上記の表で示されるように、学生の在籍地が埼玉県を中心に、東京都を含

めた関東地区で 7 割強である。地方出身者もいるが、就職先は、埼玉県と東

京都内が中心となっている。少数ではあるが地元志向もあり、U ターンの学

生もいる。 

埼玉県の東武東上線沿線及び西武線沿線の大学・短期大学、自治体、企業

が連携するプラットフォーム「埼玉東上地域大学教育プラットフォーム」(略

称：TJUP)を形成しており、本学も会員校となっている。TJUP では、教育連

携、地域交流、学生イベント交流、キャリア支援を活動の柱として、地域の

企業・自治体と連携した活動を実施している。本学は共同 IR 実施責任者グル
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ープ、キャリア支援委員会などを担当し、地域社会の企業・自治体と連携し

て各種イベントに企画・実施に参加し、地域社会のニーズに応えられるよう

努力している。 

 

◼  地域社会の産業の状況 

坂戸市は埼玉県のほぼ中央に位置している人口約 10 万人の市。1916 年、

東上鉄道（現・東武鉄道東上本線）が開通し、1970 年代前半から東京のベッ

ドタウンとして発展した。平成元年より「入西（にっさい）地域に総面積約

119h の区画整理事業」を始めて、商業施設や工場の誘致を積極的に展開した。

その結果、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市にまたがる富士見工業団地があり、同

団地内には、パイオニアファインテック株式会社、共同印刷鶴ヶ島工場、タ

ムラ製作所、明治坂戸工場などが入っている。同団地以外にも凸版印刷、サ

ンメリー（パン）本社、ぎょうざの満洲坂戸工場があり、坂戸市全般の産業

の活性化につながっている。 

 

◼  短期大学所在の市区町村の全体図（Yahoo 地図より転載） 

 

坂戸キャンパス所在地の坂戸市は、埼玉県の中央部に位置し、市街地を中心に

田園地帯が取り囲んでいる。江戸時代から日光へ至る街道の宿場町として栄えた

町である。 

坂戸キャンパスの所在地：〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台 1-1 
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坂戸キャンパスへの路線図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最寄り駅から坂戸キャンパスへの順路 

東武越生線「川角（かわかど）」駅下車。踏切を渡って徒歩 10 分（約 1km） 

（池袋駅より東武東上線急行で「坂戸」43 分、東武越生線「川角」8 分） 
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最寄り駅から東京紀尾井町キャンパスへの順路 

東京紀尾井町キャンパスの所在地：〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町 3-26 
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（5）課題等に対する向上・充実の状況 

  以下の①～④は事項ごとに記述してください。 

 

① 前回の評価結果における三つの意見の「向上・充実のための課題」で指摘された

事項への対応について記述してください。（基準別評価票における指摘への対応は

任意） 

(a) 改善を要する事項（向上・充実のための課題） 

（１）設定された専門的学習成果に対する査定方法を明確にし、異なる教育環境に

ある 2 つのキャンパスの学習成果を比較検討する。 

（２）SD に関する規程等が未整備である。 

（３）短期大学全体の収容定員の充足状況が低い。 

（４）情報の公開に関する規程が未整備である。 

(b) 対策 

（１）全ての授業科目に対して、シラバスに学習成果の査定方法を明示した。ま

た、次の 2 点について、2 つのキャンパスの学習成果についての比較検討を

行った。①授業科目の学習成果の獲得状況についてと②GPA の分布につい

て。 

（２）SD 規程を整備した。 

（３）入学者増加に向けた学生募集強化策（入学金半額の導入、総合型選抜入試の

工夫等）を実施した。 

（４）財務情報公開に関する規程は整備されている。 

教育情報公開に関する規程を整備する。 

(c) 成果 

（１）2021 年度と 2022 年度において、①授業科目の学習成果の獲得状況について

と②GPA の分布について、2 つのキャンパスでの比較検討を行った。その結

果、両キャンパスの相違が明確化された。 

（２）SD 規程を整備するとともに、規程整備の重要性が認知された。 

（３）収容定員充足率が 111%（2018 年度）、126%（2019 年度）、124%（2020 年

度）、96%（2021 年度）、76%（2022 年度）と推移し、短期大学の財務状況の

改善に繋がった。 

（４）2022 年度中に規程を整備する予定。 

 

② 上記以外で、改善を図った事項について記述してください。 

該当事項がない場合、(a)欄に「なし」と記述してください。 

(a) 改善を要する事項 

なし 

(b) 対策 

 

(c) 成果 
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③ 前回の評価結果における三つの意見の「早急に改善を要すると判断される事項」

で指摘された事項の改善後の状況等について記述してください。 

該当事項がない場合、(a)欄に「なし」と記述してください。 

(a) 指摘事項及び指摘された時点での対応（「早急に改善を要すると判断される事

項」） 

なし 

(b) 改善後の状況等 

 

④ 評価を受ける前年度に、文部科学省の「設置計画履行状況等調査」及び「大学等

設置に係る寄附行為（変更）認可後の財務状況及び施設等整備状況調査」におい

て指摘事項が付された学校法人及び短期大学は、指摘事項及びその履行状況を記

述してください。 

該当事項がない場合、(a)欄に「なし」と記述してください。 

(a) 指摘事項 

なし 

(b) 履行状況 

 

 

（6）公的資金の適正管理の状況（令和 3（2021）年度） 

◼  公的資金の適正管理の方針及び実施状況を記述してください（公的研究費補

助金取扱いに関する規程、不正防止などの管理体制など）。 

 

本学は「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）平

成 19 年 2 月 15 日（令和 3 年 2 月 1 日改正）文部科学大臣決定」及び「研究活動にお

ける不正行為への対応等に関するガイドライン 平成 26 年 8 月 26 日文部科学大臣決

定」に基づく体制整備等を行っている。具体的には、「研究倫理規程」、「研究活動に

係る行動規範」、「公的研究費の取り扱いに関する規定」を定めている。さらに、「公

的研究費不正防止計画の策定について」、を定めている。不正防止のための「公的研

究費の運営及び管理体制（チャート）」を定めるとともに、不正に関する通報・告

発・相談のための窓口を設置している。公的研究費の管理・監査のガイドラインを本

学ウェブサイト（ https://www.josai.ac.jp/about/activity/guideline.html）

で公表している。 

 

 

https://www.josai.ac.jp/about/activity/guideline.html
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2．自己点検・評価の組織と活動 

 

◼  自己点検・評価委員会（担当者、構成員） 

自己点検・評価の組織として、短期大学学長の下、ビジネス学科長、各種委員

会の委員長から構成される自己点検・評価委員会が統括し、その下部機関として

自己点検委員会が報告書の取り纏めと編集作業を行っている。 

 

【2022 年度 自己点検・評価委員会】 

  委員長：ビジネス総合学科長  野澤 智 

  委員 ：自己点検委員会委員長 野澤 智 

  委員 ：教務委員会委員長   村越 純子 

 委員 ：学生委員会委員長   三國 信夫 

  委員 ：就職委員会委員長   藤本 孝一郎 

  委員 ：ＡＬＯ        野澤 智 

  委員 ：事務長        遠山 明広 

   

【2022 年度 自己点検委員会】 

  委員長：ビジネス総合学科長  野澤 智 

  委員 ：准教授        三國 信夫 

  委員 ：准教授        田渕 敬光 

事務局：事務長        遠山 明広 

 

◼  自己点検・評価の組織図（規程は提出資料） 

 

自己点検・評価委員会（自己点検委員会） 
 

 

 

 

 

各種委員会・短期大学事務室・各部門事務局・法人事務局  

 

 

 

 

 

 

自己点検委員会  

 

 

 

                教授会（自己点検・評価委員会）  

 

 

 

 

 

        理事会  

自己点検・評価の実施と報告書の作成  

各部局に自己点検・評価実施を依頼  

自己点検・評価報告書の取り纏めと校正 

自己点検・評価報告書の承認と理事会への報告  

自己点検・評価報告書の承認  
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◼  組織が機能していることの記述（根拠を基に） 

    本学では、自己点検・評価活動が短期大学の教育の質の向上に向けた重要な

活動であるとの認識を早くから持ち、継続的に実施してきた。平成21年度に第

1評価期間における認証評価（第三者評価）、平成28年度に第2評価期間におけ

る認証評価（第三者評価）を受け、いずれも短期大学基準協会によって適格認

定を受けている。第3評価期間に入り、現在、令和5年度（2023年度）の認証評

価の受審に向けた準備を行っている。当初の予定では、2020年度に自己点検・

評価報告書を作成する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

で計画が大幅に遅れ、2021年度に自己点検・評価報告書を作成することに変更

した。 

2021年度は短期大学基準協会の評価基準の中の基準Ⅰと基準Ⅱについてのみ

自己点検・評価報告書を作成した。2022年度は基準Ⅰ、基準Ⅱに加え、基準Ⅲ

を含めた自己点検・評価報告書の作成を行った。認証評価を受審する2023年度

には全ての基準（基準Ⅰ～基準Ⅳ）に対する自己点検・評価報告書を作成する

予定である。 

 

◼  自己点検・評価報告書完成までの活動記録（自己点検・評価を行った令和4年

度（2022年度）を中心に） 

   自己点検・評価の取り纏め等、活動の中心的な役割を果たしている自己点検委

員会の活動について記述する。 

① 2022 年 5 月 13 日（金） 

2022 年度自己点検・評価報告書作成のための研修会を実施 

     研修内容：認証評価制度、報告書の書き方、作成分担等 

② 7 月 8 日（金） 

自己点検委員会を開催 

内容： 前期末授業アンケートの実施について 

    実施期間：7 月 14 日（木）～7 月 27 日（水） 

    実施科目：全科目 

    実施方法：WebClass を利用 

③ 7 月 15 日（金） 

授業アンケートの実施依頼を教授会で報告 

④ 8 月 31 日（水） 

 報告書原稿の第一回提出締切日であったが、11 月 30 日に締め切りを延期 

⑤ 2023 年 2 月 1 日（水）～3 月 10 日（金） 

 報告書の取り纏めと編集作業の実施 

⑥ 2023 年 3 月 11 日（土）～3 月 16 日（木） 

報告書最終原案を Microsoft Teams にアップし、教授会メンバーの意見

投稿を依頼 

⑦ 2023 年 3 月 16 日（木） 

教授会で 2022 年度自己点検・評価報告書を承認 
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【基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果】 

 

［テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/l

earning_info/binran.html/ 

2   城西大学 大学案内 [GUDE BOOK 2022] 

4   本学ウェブサイト 建学の精神 https://www.josai.ac.jp/about/spirit.html 

5   城西短期大学学則、及び本学ウェブサイト 学則 https://www.josai.ac.jp/ab

out/information/gakusokukitei/index.html 

備付資料 

1   城西大学 40 年史 

2   地域連携協定書関係資料 

3   本学ウェブサイト 地域連携センター https://www.josai.ac.jp/lifelong/lo

cal_cooperation/index.html 

4   2021 年度城西大学公開講座 

5   外部ウェブサイト 埼玉東上地域大学教育プラットフォーム(TJUP) 

  https://www.tjup.taibokudo.jp/ 

6   2021 年度 TJUP 共同 IR 責任者グループ活動報告書 

7   2021 年度 TJUP キャリア支援委員会活動報告書 

8   本学ウェブサイト 城西健康市民大学  https://www.josai.ac.jp/lifelong/l

ive_work/citizen/index.html 

9   本学ウェブサイト 城西大学水田記念図書館 https://libopac.josai.ac.jp/gu

ide/gakugai/index.html 

10  城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要 第 2 号、及び本学ウェブサイト

https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/p

df/JOS-24362336-0207.pdf 

 

［区分 基準Ⅰ-A-1 建学の精神を確立している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 建学の精神は短期大学の教育理念・理想を明確に示している。  

（2） 建学の精神は教育基本法等に基づいた公共性を有している。  

（3） 建学の精神を学内外に表明している。  

（4） 建学の精神を学内において共有している。  

（5） 建学の精神を定期的に確認している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-A-1 の現状＞ 

 

 本学は、城西大学の一つの学部的な位置づけとして設立され、昭和 40 年 4 月に創

様式 5－基準Ⅰ 

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/about/spirit.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/local_cooperation/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/local_cooperation/index.html
https://www.tjup.taibokudo.jp/
https://www.josai.ac.jp/lifelong/live_work/citizen/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/live_work/citizen/index.html
https://libopac.josai.ac.jp/guide/gakugai/index.html
https://libopac.josai.ac.jp/guide/gakugai/index.html
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
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立された城西大学の建学の精神「学問による人間形成」を本学の建学の精神としてい

る。城西大学の創立者である学校法人城西大学初代理事長、水田三喜男は建学の精神

を以下のように述べている（提出資料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学

生 便 覧  https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/ 、 備 付 資 料 1   

城西大学 40 年史）。 

 「学問はそれ自体が目的ではなく、あくまでも人間形成の手段である」とする建学

の精神は、本学において「学問を通したキャリア形成」という現代的な形で捉えられ

ている。 

 本学は、昭和 58 年 4 月に学校法人城西大学第 2 代理事長水田清子によって、城西

大学女子短期大学部として創立された。平成 17 年 4 月に城西短期大学と名称変更し、

男女共学の短期大学として、現在に至っている。 

 創立者水田清子は、建学の精神「学問による人間形成」の下、本学の創立の理念を

以下のように述べている（提出資料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生

便覧 https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/）。 

 

「高いアカデミズムと実学的な二つの面を持った社会人の育成」という本学の創立

の理念は、40 年近く経った現代社会にそのまま通じるものであり、本学の教育理念

「学問による人間形成の建学の精神のもと、豊かな人間性と社会性を兼ね備え、地域

社会に貢献できる人材を育成していきます」の礎となっている。以上のことから、建

創立の理念  

わが国の女性の地位の向上はまことにめざましく、社会的、文化的な役割は、ます

ます重要になっています。それに対する女子教育の殿堂を創設することは、長い間の

念願でしたが、昭和 5 8 年 4 月、城西大学女子短期大学部として実を結ぶこととなり

ました。  

短期大学部の目的は、社会人として、女性として優れた人間を育てることにありま

すが、高いアカデミズムと実学的な二つの面を合わせもつのが大きな特徴です。  

すなわち、深い教養に基盤を持つ専門知識と実務能力、さらに多様で複雑な現代社

会の中で、生き生きと活躍できる行動力を備えた女性を育成する教育の実現でありま

す。（以下省略）  

建学の精神  

われわれが、昭和 4 0 年 4 月に総合大学として城西大学を創設したのは、一つに

は、近来向上しつつある国民の進学要望に応えるためであり、二つには、国家社会の

よりよき形成者としての人材の育成は、既成の大学だけでは充分でないと考えたから

である。  

いうまでもなく、学問はそれ自体が目的ではなく、あくまでも人間形成の手段であ

る。立派な人間によってのみ、立派な社会がつくられるのだから、現世のために、後

世のために、国家社会の重荷にたえられる人材の教育を天職として、挙学その責に任

じたいと考え、この大学を創設したのである。（以下省略）  

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
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学の精神は短期大学の教育理念・理想を明確に示している。 

 また、短期大学の目的は、学則第１章第１条（提出資料 5 城西短期大学学則、及

び本学ウェブサイト 学則 https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusok

ukitei/index.html）に下記のように規定されている。  

 

 建学の精神「学問による人間形成」が、教育基本法及び私立学校法に基づきながら

地域社会及び国際社会にとって有為な人材を輩出するという公共性を有していること

をこの目的規定は示している。以上のことから、建学の精神は教育基本法及び私立学

校法に基づいた公共性を有している。 

 建学の精神及び短期大学部の創立の理念は、上述のように学生便覧に掲載され、本

学学生及び教職員に周知されている。また、これらは大学案内（提出資料 2 城西大

学 大学案内 [GUDE BOOK 2022]）及び本学ウェブサイト（提出資料 4 本学ウェブサ

イト 建学の精神 https://www.josai.ac.jp/about/spirit.html）を通して、学内

外に公表されている。また、オープンキャンパス等でも建学の精神について言及し、

高等学校生やその父母等にも本学の教育理念を説明している。さらに、入学式、大学

祭、卒業式等の学内各種行事において、理事長、学長は建学の精神を表明しており、

建学の精神は教職員及び学生に共有されている。 

 建学の精神は、年間行事に加えて FD 研修会、教員研修会等において、表明されて

おり、学内において定期的に確認が行われている。授業においても、建学の精神とデ

ィプロマ・ポリシーについて、学生に対して掲示・説明し、定期的に教員と学生とで

確認している。 

 

［区分 基準Ⅰ-A-2 高等教育機関として地域・社会に貢献している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 地域・社会に向けた公開講座、生涯学習事業、正課授業の開放（リカレント

教育を含む）等を実施している。  

（2） 地域・社会の地方公共団体、企業（等）、教育機関及び文化団体等と協定を

締結するなど連携している。  

（3） 教職員及び学生がボランティア活動等を通じて地域・社会に貢献している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-A-2 の現状＞ 

 

基準Ⅰ-A-1 で述べたように、本学学則第 1 条で『本学は、建学の精神「学問によ

る人間形成」に基づき、・・・（途中省略）・・・地域社会及び国際社会に寄与するこ

とを目的とする』と明記している。このように、地域社会への貢献が本学の目的の一

つとなっている。 

第 1 条  本学は，建学の精神「学問による人間形成」に基づき，教育基本法並びに

学校教育法の定めるところにしたがい，日本人独特の倫理観と幅広い文化的教養を基

盤とし，より深い専門  知識と能力の涵養をはかり，もって誇り高い人材を育成すると

ともに，地域社会及び国際社会に寄与することを目的とする。  

https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/spirit.html
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 本学及び城西大学は、近隣の自治体（坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、毛呂山町、越生

町）と地域連携協定を結んでおり（備付資料 2 地域連携協定書関係資料）、地域連携

センター（備付資料 3 本学ウェブサイト 地域連携センター https://www.josai.a

c.jp/lifelong/local_cooperation/index.html）が中心となり、様々な地域連携

活動に取り組んでいる。その活動の一つとして、城西大学と共催で「城西大学公開講

座」を毎年開講している。同講座では、城西大学の各学部、語学教育センターととも

に本学教員も公開講座委員会のメンバーとなり、企画・運営・講演等を分担している。

同講座は近隣 8 市町村が後援する大規模な公開講座となっている。2021 年度は「新

型コロナウイルス危機を生きる～正しい知識と対応～」というテーマで開催された

（表 IA2-1 を参照）。例年は 7 回ほどの講座を開講しているが、2021 年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響もあり、2020 年度に引き続き、3 回の講座を開講した

（備付資料 4 2021 年度城西大学公開講座）。 

 

表 IA2-1  城西大学公開講座  「新型コロナウイルス危機を生きる～正しい知識と対応～」 

 月 日 テーマ 

第 1 回 10 月 14 日（木） 「大学のマーケティング ～コロナ禍での再考～」 

第 2 回 10 月 19 日（火） 
「ゲームが変えるコミュニティ防災とまちづくりの未来 : 

ウィズコロナ時代を考える」 

第 3 回 10 月 28 日（木） 「食生活と免疫」 

  

また、学校法人城西大学（以下、本法人）は地域住民を対象とした城西健康市民大

学を開設している（備付資料 8 本学ウェブサイト 城西健康市民大学 （https://www.

josai.ac.jp/lifelong/live_work/citizen/index.html）。同大学の受講生には、

本学並びに城西大学の通常授業を自由に聴講できる特典があり、本学の授業を開放し

ている。また、埼玉県が主催している「大学の開放授業講座（リカレント教育）」に

城西大学とともに本学も参加しており、本学の授業の一部を開放している。しかしな

がら、2021 年度は、2020 年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、

前期・後期ともに活動が中止された。 

 以上のように、本学は地域・社会に向けた公開講座、生涯学習事業、正課授業の開

放等を実施している。 

 本学の施設設備はさまざまな形で地域住民に開放されている。特に、「地域と共に

ある大学」を目指して図書館を地域に開放しており、15 歳以上であればだれでも無

料で資料が閲覧できる（備付資料 9 本学ウェブサイト 城西大学水田記念図書館 

https://libopac.josai.ac.jp/guide/gakugai/index.html）。また、近隣の市町

村（坂戸市、鶴ヶ島市、毛呂山町、日高市、越生町、飯能市）の公共図書館と相互協

力提携を結んでおり、これら公共図書館の利用者カードを持っている人はだれでも資

料を閲覧することができる。また、18 歳以上の社会人を対象とした貸出会員制度

（ライブラリーカード会員制度）があり、入会金 1,000 円（有効期限 1 年）で図書の

貸し出しを受けることができる。平日（9 時～21 時）のほか土曜日（9 時～19 時）、

https://www.josai.ac.jp/lifelong/local_cooperation/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/local_cooperation/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/live_work/citizen/index.html
https://www.josai.ac.jp/lifelong/live_work/citizen/index.html
https://libopac.josai.ac.jp/guide/gakugai/index.html
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日曜日（9 時～17 時）も開館しており、近隣住民も手軽に利用できるよう配慮されて

いる。さらに毎年、本図書館を会場として「地域相互協力図書館合同主催公開講座」

を開講している。2021 年度は新型コロナウイルス感染防止のため開催が中止された。 

また、本学は城西大学とともに「埼玉東上地域大学教育プラットフォーム(TJUP)」

（備付資料 5 外部ウェブサイト https://www.tjup.taibokudo.jp/）の構成メンバ

ーとして地域連携活動に参加している。TJUP は東武東上線沿線に所在地を持つ 20 大

学と沿線にある自治体及び企業などで構成された組織で教育連携、地域交流、学生イ

ベント交流、キャリア支援などの活動を実施している。本学は、「共同 IR 責任者グル

ープ」の構成メンバーとして、2020 年度は同グループが調査を行う「課題設定校」

としての活動を行った（備付資料 6 2021 年度 TJUP 共同 IR 責任者グループ活動報告

書）。また、「TJUP キャリア支援委員会」の構成メンバーとしての活動も行い、2020

年度は「グループディスカッション講座」を主催した（備付資料 7 2021 年度 TJUP

キャリア支援委員会活動報告書）。これらの活動は、地域連携センター及びキャリア

サポートセンターの協力のもとで実施している。 

 以上のように、本学は地域・社会の地方公共団体、企業、教育機関及び文化団体等

と協定を締結して地域連携を行っている。 

 次に本学では、幾つかの授業科目を通して教職員及び学生が地域・社会に貢献して

いる。例えば、専門科目の選択科目として地域連携Ⅰ（観光ボランティア）と地域連

携Ⅱ（観光ビジネス）を開講し、学生の地域産業に対する興味・関心の向上を図って

いる。 

 地域連携Ⅰ（観光ボランティア）では、城西大学周辺地域（郊外）がどのような経

緯で形成されてきたかを学び、周辺の自治体の状況をデータ等資料から分析し実情を

理解することができるように取り組んだ。また、地域づくりにおいて国・県・市町村

の役割分担がどのようになされているかを知り、国が実施してきた地域政策の歴史・

手法・制度を学んだ。さらに、埼玉県が実施してきた市町村の振興策に関する歴史的

変遷とその効果について理解した上で、本学所在の坂戸市の総合計画を分析して、現

状と課題、対策について学んだ。その後、坂戸市の総合計画を分析して、現状と課題、

対策について、また、城西大学近隣の自治会のまちづくりの取り組みを理解できるよ

うに努め、最終的にはよりよい地域づくりのための具体的な政策を提案することがで

きるようになることを目的とする授業である。 

地域連携Ⅱ（観光ビジネス）では、坂戸キャンパス近くにあるベーカリー（毛呂山

町）との提携授業を実施した（備付資料 10 城西大学・城西短期大学地域連携センタ

ー紀要 第 2 号、及び本学ウェブサイト https://libir.josai.ac.jp/il/user_cont

ents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf）。受講生が、新型コ

ロナウイルスの感染対策を施した上で、ベーカリーを訪れ、施設・設備の見学をした

り、パンの制作過程を見学したり、店主にインタビューするなどして、地域における

ビジネスについて具体的に学んだ。また、地域に対する貢献として、受講生が新しい

パンのデザインの制作に取り組んだ。ベーカリーがある毛呂山町の人口構成を調べた

り、地域が抱える課題を調査したりして、パンのデザインを通してその地域の課題を

解決する方法を考えた。例えば、毛呂山町は高齢者比率が高い地域であることなどか

https://www.tjup.taibokudo.jp/
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
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ら「高齢者が食べやすく、栄養価の高いパン」「あごの筋肉を衰えさせないようにす

る硬いパン」などいくつかの新しいデザインを学生が店主に提案した。そのように学

生から提案された複数のデザインから 2021 年度では 2 つの新しい商品が誕生し、店

頭で販売されることになった。 

 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の課題＞  

 

特になし 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の特記事項＞  

 

特になし 
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第 2 条の 2 ビジネス総合学科の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

社会における情報化・国際化のニーズにこたえられる実務処理能力と、ビジネス・マインド

を兼ね備えた人材の育成を目指す。 

［テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/l

earning_info/binran.html/ 

2   城西大学 大学案内 [GUDE BOOK 2022] 

3   城西短期大学 大学案内 [SCHOOL GUIDE 2022] 

5   城西短期大学学則、及び本学ウェブサイト 学則 https://www.josai.ac.jp/ab

out/information/gakusokukitei/index.html 

6   城西短期大学シラバス 2021、及び本学ウェブサイト シラバス検索 https://jun

avi.josai.ac.jp/camweb/top.do 

備付資料 

11  本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー https://www.josai.ac.jp/

about/information/policy/ 

12  本学ウェブサイト シラバス・WebClass・JUnavi  https://www.josai.ac.jp/

support/teaching/index.html 

13  教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月入学者用 3 つのポリシー対照表 

14  教授会資料 第 2021－12 回 DP 及び CP とカリキュラムの整合性確認シート 

15  本学ウェブサイト カリキュラム  https://www.josai.ac.jp/education/col

lege/business_dep/curriculum.html 

 

［区分 基準Ⅰ-B-1 教育目的・目標を確立している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 学科・専攻課程の教育目的・目標を建学の精神に基づき確立している。  

（2） 学科・専攻課程の教育目的・目標を学内外に表明している。  

（3） 学科・専攻課程の教育目的・目標に基づく人材養成が地域・社会の要請に応

えているか定期的に点検している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-B-1 の現状＞ 

 

本学は、建学の精神に基づいてビジネス総合学科の教育研究上の目的を定め、学則

第 2 条第 2 項に次のように明記している（提出資料 5 城西短期大学学則）。 

この教育研究上の目的は、前述の創立の理念及び教育理念の下、現代社会における

ビジネス総合学科として目指す役割を明確に示したものである。 

具体的には、簿記・会計等の即戦力となる実務処理能力を身につけ、かつ実践的な

英語力と情報処理能力を備えた職業人を育てることがビジネス総合学科の教育目標であ

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
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る。さらに、種々のスキルを身につけさせるだけでなく、みずからが積極的にキャリア開

発ができるようになる総合的で幅広い知識の習得を目指している。また、インターン

シップ等の就業前実習や、さまざまな体験学習授業等を通して、自己の職業適性を知

り、将来の生活設計に生かすことも教育目標の一つである。以上のように、ビジネス

総合学科の教育目的・目標を建学の精神に基づき確立している。 

ビジネス総合学科の教育目的・目標については、城西大学と合同の全学教務部委員

会と連携して教務委員会でその内容の点検を行い、教授会及び FD 研修会等において確

認している。ビジネス総合学科の教育目的・目標は 3 つのポリシーとともに、学生便

覧（提出資料 1 学生便覧 2021）で学生や教職員に明示し、本学ウェブサイト（備付

資料 11 本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー https://www.josai.ac.

jp/about/information/policy/）を通して学内外に公表している。特に年度ごとの

更新を考慮して、上記の本学ウェブサイトの中では入学年度ごとに分けて公表を行っ

ている。また、ビジネス総合学科のアドミッション・ポリシー（提出資料 2 城西大学

大学案内 [GUDE BOOK 2022]）の中でも、ビジネス総合学科の教育目標として明示さ

れている。 

ビジネス総合学科の教育目的・目標に基づく人材養成が地域・社会の要請に応え

られているかについての点検は、2022 年度に卒業生の雇用者へのアンケート調査

等を実施する予定である。 

 

［区分 基準Ⅰ-B-2 学習成果（Student Learning Outcomes）を定めている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 短期大学としての学習成果を建学の精神に基づき定めている。  

（2） 学科・専攻課程の学習成果を学科・専攻課程の教育目的・目標に基づき定めて

いる。 

（3） 学習成果を学内外に表明している。  

（4） 学習成果を学校教育法の短期大学の規定に照らして、定期的に点検している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-B-2 の現状＞ 

 

本学の建学の精神は「学問による人間形成」であり、より具体的には「学問を通し

たキャリア形成」である。本学は、建学の精神に基づき短期大学としてのディプロ

マ・ポリシーを定めている（提出資料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 教育

目標・各種方針・ポリシー https://www.josai.ac.jp/about/information/policy

/）。このディプロマ・ポリシーの中で、以下のような 3 つの能力を短期大学としての

学習成果と定めている。 

短期大学としての学習成果 

・広い教養と、深い専門的な知識や技能を備え、地域社会や国際社会で活躍できる能力  

・社会人として適切にふるまうことができる思考力、判断力、表現力や道徳的能力  

・社会の多様性に配慮して主体的かつ協同的に実社会で貢献できる能力 

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
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ビジネス総合学科の学習成果 

ビジネス総合学科は、「自立した社会人として求められる人間力」を基本的学習成果と定めて

います。「人間力」とは、具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力です。  

また本学科は、専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情報、  

メディア、会計、販売・接客、事務処理等のビジネススキル」と定めています。  

また、基準Ⅱ-A-1 で述べるように、ビジネス総合学科の学習成果は、建学の精神に

基づく教育目標に示された力を身につけることである。ビジネス総合学科のディプロ

マ・ポリシー（提出資料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 教育目標・各種方

針・ポリシー https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/）の中に次

のように定めている。 

短期大学及びビジネス総合学科の学習成果は 3 つのポリシーとともに、学生便覧に

明記され、上記の本学ウェブサイトで学内外に公表されている。 

また、授業科目ごとの学習成果は、授業の目的・目標とともにシラバス（提出資料

6 城西短期大学シラバス 2021、及び本学ウェブサイト シラバス検索 https://junav

i.josai.ac.jp/camweb/top.do）に明記されている。シラバスの内容は、本学ウェブ

サイト（備付資料 12 本学ウェブサイト シラバス・WebClass・JUnavi https://www.

josai.ac.jp/support/teaching/index.html）を通して、ポータルシステム JUnavi

で確認することができる。特に、3 つのポリシーと学習成果については、年度ごとの

更新を考慮して上記のウェブサイトの中で、入学年度ごとに分けて公表を行っている。 

短期大学及びビジネス総合学科の学習成果については、3 つのポリシーとともに教

務委員会及び教授会で定期的な点検と見直しを行っている。2021 年度に 2023 年 4 月

入学者用の 3 つのポリシーと学習成果の見直しを行った。その結果、基準Ⅰ-B-3 で

述べるように、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーをより分かり易い表現に修

正した（備付資料 13 教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月入学者用 3 つのポリ

シー対照表）。 

 

［区分 基準Ⅰ-B-3 卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学

者受入れの方針（三つの方針）を一体的に策定し、公表している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 三つの方針を関連付けて一体的に定めている。  

（2） 三つの方針を組織的議論を重ねて策定している。  

（3） 三つの方針を踏まえた教育活動を行っている。  

（4） 三つの方針を学内外に表明している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-B-3 の現状＞ 

 

短期大学及びビジネス総合学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

アドミッション・ポリシーについては、それぞれ基準Ⅱ-A-1、基準Ⅱ-A-2、基準Ⅱ-

A-5 で述べている。ここでは、それらの関係性について述べる。 

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
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本学は、短期大学としてのディプロマ・ポリシーを次のように定めている（提出資

料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー https:

//www.josai.ac.jp/about/information/policy/）。 

従って、上で定めた 3 つの能力を修得するとともに学科のディプロマ・ポリシーを

満たすことが学位授与の条件となっている。ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシ

ーでは上の 3 つの能力とともに、「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情

報、メディア、会計、販売、事務処理等のビジネススキル」を修得することが学位授

与の条件となっている。 

 短期大学としてのカリキュラム・ポリシーでは、短期大学としてのディプロマ・ポ

リシーの中で述べている「豊かな人間性と社会性を兼ね備え、社会の発展に貢献でき

る『人間力』をもった人材を育成する」を実現するためのカリキュラム編成を目的と

定めている。具体的には、社会で必要とされる基礎的な能力を養成する「基本科目」、

専門的知識・技能を養成する「専門科目」、グローバルな人材を養成する多彩な語学

教育を含めた「関連科目」を設置するとしている。ビジネス総合学科のカリキュラ

ム・ポリシーでは、短期大学のカリキュラム・ポリシーの下、具体的な学習成果に対

応したカリキュラム編成について定めている。 

 また、短期大学としてのアドミッション・ポリシーでは、「本学の建学の精神、な

らびにその教育目標を理解すると同時に、本学の教育方針に共感し、教育課程に積極

的に取り組む姿勢をもつ人の入学を期待する。」と定めている。ビジネス総合学科の

アドミッション・ポリシーでは、「『人間力』養成という本学科の教育方針への理解と

共感」、「ビジネス社会で必要とされるコンピュータ、英語、コミュニケーション能力

等に対する積極的な姿勢」、「将来の目標に対する意欲、表現力、判断力」と本学が定

める具体的な学習成果の修得を目指す人物像が定められている。 

 以上のように、短期大学としての 3 つのポリシーはお互いに関連づけられ、一体的

に定められている。ビジネス総合学科の 3 つのポリシーは短期大学としての 3 つのポ

リシーを基に定められている。従って、ビジネス総合学科の 3 つのポリシーもお互い

に関連づけられ、一体的に定められている。 

3 つのポリシーについて、教務委員会及び教授会で定期的に点検・見直しを行って

いる。前述のように、2021 年度に 3 つのポリシーの見直しを行い、ビジネス総合学

科のディプロマ・ポリシーを次のような、分かり易い表現に修正した（備付資料 13 

教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月入学者用 3 つのポリシー対照表）。 

短期大学としてのディプロマ・ポリシー  

城西短期大学は、建学の精神「学問による人間形成」に基づき、豊かな人間性と社会性

を兼ね備え、社会の発展に貢献できる「人間力」をもった人材を育成します。本学は、  

以下の能力を修得し、学科のディプロマ・ポリシーを満たした人に、短期大学士の学位を

授与します。  

・広い教養と、深い専門的な知識や技能を備え、地域社会や国際社会で活躍できる能力  

・社会人として適切にふるまうことができる思考力、判断力、表現力や道徳的能力  

・社会の多様性に配慮して主体的かつ協同的に実社会で貢献できる能力  

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
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また、2021 年度にはディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーとビジネ

ス総合学科のカリキュラムの整合性に関する点検を行った（備付資料 14 教授会資料 

第 2021－12 回 DP 及び CP とカリキュラムの整合性確認シート）。 

以上のように、本学では 3 つのポリシーについて組織的議論を重ねて策定し、定期

的な点検と見直しを行っている。前述のように、年度ごとの変更を考慮して 3 つのポ

リシーは本学ウェブサイトの中で、入学年度ごとに分けて公表を行っている。 

 本学は、シラバスに記載されている各授業科目の学習成果に関する記述を元にカリ

キュラムマップを作成している（備付資料 15 本学ウェブサイト カリキュラム http

s://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html）。カ

リキュラムマップでは、それぞれの授業科目がディプロマ・ポリシーで定めたどの能力

に対応しているかが分かるようになっている。各授業科目の学習成果は、ディプロマ・

ポリシーに示された学習成果に関連付けられており、シラバスに示された成績評価方法に

沿って単位が認定され、卒業要件を満たすことで、所定の能力・態度が身についたと判断

されて、学位が授与される。また、前述のように 2021 年度にディプロマ・ポリシー及びカ

リキュラム・ポリシーとビジネス総合学科のカリキュラムの整合性に関する点検を行った。

その結果、下記の課題で述べるようにある学習成果を意識した授業科目数の割合が低いこ

とが確認され、2022 年度に整合性を向上させることが教授会で確認された。以上のように、

本学は定期的に教育課程を見直し、3つのポリシーを踏まえた教育活動を行っている。 

 本学では、3 つのポリシーを学生便覧に記載し学生に周知させるとともに、前述の

ウェブサイトを通して学内外に公表している。 

さらに 2021 年度に、学生にとって身近で分かり易いように、ピクトグラムを用い

てビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーを表現するイラストを作成した（図

IB3-1 を参照）。各年度の初めに、図 IB3-1 のイラストを学生に提示し、その授業で

の学びがディプロマ・ポリシーとどのように関係しているかを説明している。また、

オープンキャンパスでは、高等学校生や父母に対して本学のディプロマ・ポリシーに

ついて説明する際には、上の図を用いて説明を行っている（提出資料 3 城西短期大

学 大学案内 [SCHOOL GUIDE 2022]）。 

ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシー 

ビジネス総合学科は、「自立した社会人として求められる人間力」を基本的学習成果と定め

ています。「人間力」とは、具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力です。

また本学科は、専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情報、メ

ディア、会計、販売、事務処理等のビジネススキル」と定めています。ビジネス総合学科

は、学科の所定の単位を修得した人が、以下の能力・態度を身に着けていると判断し、短期

大学士（ビジネス総合）の学位を授与します。 

・前に踏み出す力 

・考える力 

・協力する力 

・職業人として活躍できる幅広い教養 

・ビジネススキル 

https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
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図 IB3-1 ピクトグラムを用いたビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーのイラスト 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果の課題＞  

 

 ビジネス総合学科の教育目的・目標に基づく人材養成が地域・社会の要請に応えら

れているかどうかについての点検は、卒業生の雇用者へのアンケート調査等を速やか

に実施する必要がある。 

 シラバスチェックは教務委員会が丁寧に実施している。専任教員については、城西

大学のシラバスの記載内容との相違点（特にビジネス総合学科の卒業認定・学位授与

の方針との関連付け）が情報共有され、書式はほぼ統一されている。2022 年度は、

兼担及び非常勤教員等への周知徹底を図ることが課題である。 

2021 年度に、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーと教育課程の整

合性に関する点検を行い、自己評価を行った。その結果、ディプロマ・ポリシーの中

で示した「社会の多様性に配慮して主体的かつ協同的に実社会で貢献できる能力」を

意識した科目が全科目の 16％程度であり、低いことが確認された。今後はより多く

の科目がこの能力の獲得を目指すよう改善を行うことが課題となっている。 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果の特記事項＞  

 

特になし 
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［テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー https:

//www.josai.ac.jp/about/information/policy/ 

5   城西短期大学学則、及び本学ウェブサイト 学則 https://www.josai.ac.jp/ab

out/information/gakusokukitei/index.html 

提出資料-規程集 

1  「城西短期大学自己点検・評価委員会規程」 

備付資料 

12  本学ウェブサイト シラバス・WebClass・JUnavi https://www.josai.ac.jp/s

upport/teaching/index.html 

16  本学ウェブサイト 自己点検・評価  https://www.josai.ac.jp/about/activ

ity/evaluation.html 

17  2022 年度自己点検・評価報告書作成担当表 

18  高等学校訪問報告書 

19  2021 年度 第 1 回 FD 研修会資料 

20  2021 年度授業アンケート結果 

21  オンライン授業アンケート調査結果、及び本学ウェブサイト https://www.josa

i.ac.jp/support/inforesearch/news.html 

22  2021 年度授業評価 中間アンケート結果 

23  2021 年度授業評価に基づく改善報告書 

24  2021 年度卒業時アンケート調査結果、及び本学ウェブサイト https://www.jos

ai.ac.jp/about/index.html 

 

［区分 基準Ⅰ-C-1 自己点検・評価活動等の実施体制を確立し、内部質保証に取り

組んでいる。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 自己点検・評価のための規程及び組織を整備している。  

（2） 定期的に自己点検・評価を行っている。  

（3） 定期的に自己点検・評価報告書等を公表している。  

（4） 自己点検・評価活動に全教職員が関与している。  

（5） 自己点検・評価活動に高等学校等の関係者の意見聴取を取り入れている。  

（6） 自己点検・評価の結果を改革・改善に活用している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-C-1 の現状＞ 

 

自己点検・評価活動については、城西短期大学学則第 1 条第 2 項（提出資料 5 城

西短期大学学則）に次のように明記されている。 

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/gakusokukitei/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/activity/evaluation.html
https://www.josai.ac.jp/about/activity/evaluation.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/about/index.html
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同規定に基づき、「城西短期大学自己点検・評価委員会規程」（提出資料-規程集 1）

を定めている。また、自己点検・評価を行う組織として城西短期大学自己点検・評価

委員会が設置されている。同委員会は学長、学科長及び 5 つの各種委員会（自己点検

委員会、教務委員会、入試委員会、学生委員会、就職委員会）の委員長、及び短大事

務長から構成されている。以上のように、本学は自己点検・評価のための規程及び組

織を整備している。 

 自己点検・評価については、本学は 2016 年度に短期大学基準協会による第三者評

価を受審し適格認定を受けている。その年度の自己点検・評価報告書と機関別評価結

果を本学ウェブサイト（備付資料 16 自己点検・評価 https://www.josai.ac.jp/a

bout/activity/evaluation.html）に公表している。2020 年度はコロナ禍の中で、

自己点検・評価報告書として纏めることができなかったが、2021 年度に自己点検・

評価を行い、その結果を報告書として纏めた。また、2022 年度においても自己点

検・評価を行い、本報告書として纏めている。以上のように、本学は定期的に自己点

検・評価を行っている。 

また、2021 年度の自己点検・評価報告書は、上記のウェブサイトに公表している。

また、2022 年度の自己点検・評価報告書についても上記のウェブサイトで公表を行

う予定である。 

自己点検・評価活動については、上記の 5 つの各種委員会が担当領域（内部質保

証・教育課程・入試広報・学生支援等）ごとに定期的に点検・評価活動を行っている。

基準Ⅰ～基準Ⅲの報告書の作成については、各種委員会の全メンバー（教員）が担当

領域ごとの区分を担当している（備付資料 17 2022 年度自己点検・評価報告書作成担

当表）。基準Ⅲの財的資源に関するデータ及び報告書の作成については、城西大学経

理課が担当している。基準Ⅳについては、城西大学学長室及び学校法人城西大学法人

事務局が担当している。自己点検・評価報告書の基礎データについては、短大事務長

を中心として事務職員が担当している。自己点検委員会が各種委員会からの報告書原

案を取り纏め、編集・校正作業を行い、最終案を教授会（及び自己点検・評価委員会）

に提出している。以上のように、本学全教職員が自己点検・評価活動に関与している。 

高等学校関係者の意見聴取については、教員が毎年実施している高等学校訪問時に

当該高等学校出身の学生の近況報告と本学の教育内容等を説明するとともに、その際

に本学に対する要望や意見等の聴取を行っている。教員は高等学校訪問後に報告書

（備付資料 18 高等学校訪問報告書）を提出し、情報共有が必要と思われる事項につ

いては、教授会等で報告を行っている。 

各年度の自己点検・評価報告書作成後に明らかになった課題等については、FD 研

修会や教授会で共有している。特に、自己点検・評価のための FD 研修会を毎年開催

し、前年度に課題となった点について情報共有を行い、自己点検・評価活動の改革・

改善を行っている（備付資料 19 2021 年度 第 1 回 FD 研修会資料）。 

第１条の２  本学では，教育研究水準の向上を図り，前項の目的を達成するため、教育研究  

活動等の状況について自ら点検・評価を行い，結果を公表するものとする。  

２    前項の点検・評価及び公表を実施するために必要な事項は，別に定める。  

https://www.josai.ac.jp/about/activity/evaluation.html
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［区分 基準Ⅰ-C-2 教育の質を保証している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 学習成果を焦点とする査定（アセスメント）の手法を有している。  

（2） 査定の手法を定期的に点検している。  

（3） 教育の向上・充実のための PDCA サイクルを活用している。  

（4） 学校教育法、短期大学設置基準等の関係法令の変更などを確認し、法令を遵

守している。  

 

＜区分 基準Ⅰ-C-2 の現状＞ 

 

 基準Ⅰ-B-3 で述べたように、本学の短期大学としての学習成果は以下の 3 つの能

力である。 

また、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシー（提出資料 1 学生便覧 2021、及

び本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー https://www.josai.ac.jp/ab

out/information/policy/）の中でビジネス総合学科の学習成果を次のように定め

ている。 

教員は、短期大学及びビジネス総合学科の学習成果を基に授業科目ごとの学習成果

を定め、シラバスに明記しており、シラバスの中でその科目の学習成果がディプロ

マ・ポリシーで定めたどの学習成果に対応しているかが明示されている。さらに学習

成果の査定については、具体的な成績評価方法をシラバスに記載しており、学習成果

を焦点とした成績評価を担当教員が行っている。その評価は、S、A、B、C、F の 5 段

階で表し、S は 90 点以上、A は 80 点以上、B は 70 点以上、C は 60 点以上、F は 59

点以下とし、S、A、B、C を合格としている（提出資料 5 城西短期大学学則 第 22

条）。以上のように、本学は学習成果を焦点とする査定の手法を有している。 

 本学は、学期ごとに全ての授業科目に対して学習支援システム WebClass（備付資

料 12 本学ウェブサイト シラバス・WebClass・JUnavi https://www.josai.ac.jp/

support/teaching/index.html）を利用した授業アンケート調査を実施し、学生か

ら授業の難易度や授業内容・方法等に対する評価を受けている（備付資料 20 2021 年

短期大学としての学習成果  

・広い教養と、深い専門的な知識や技能を備え、地域社会や国際社会で活躍できる能力  

・社会人として適切にふるまうことができる思考力、判断力、表現力や道徳的能力  

・社会の多様性に配慮して主体的かつ協同的に実社会で貢献できる能力  

ビジネス総合学科の学習成果 

ビジネス総合学科は、「自立した社会人として求められる人間力」を基本的学習成果と定め

ています。「人間力」とは、具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力です。  

また本学科は、専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情報、

メディア、会計、販売・接客、事務処理等のビジネススキル」と定めています。  

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
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度授業アンケート結果）。新型コロナウイルスの感染拡大により、2020 年度はほとん

どの授業がオンライン授業であったため、オンライン授業に特化した授業アンケート

調査を城西大学と合同で実施した（備付資料 21 オンライン授業アンケート調査結果、

及び本学ウェブサイト https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.h

tml）。2021 年度は短期大学のほとんどの授業は対面であったが、城西大学と合同で

実施している授業にはオンライン授業もあり、アンケート調査項目を下記のように変

更した。また、「学生からの希望や意見等を学期中の授業内にフィードバックする」

という観点から、アンケートの実施時期を第 7 回目～第 8 回目の授業時に変更し、名

称を「授業評価 中間アンケート調査」とした（備付資料 22 2021 年度授業評価 中

間アンケート結果）。アンケート調査項目は、以下の通りである。 

各教員は授業アンケート結果をアンケート調査実施後にリアルタイムでチェックで

きており、学期中の授業改善に役立てている。さらに、各教員は担当授業科目の「授

業評価に基づく改善報告書」（備付資料 23 2021 年度 授業評価に基づく改善報告書）

を提出している。同報告書の項目は、(1)この授業で好評だった点、(2)この授業で問

題になった点（クレームがついた点）、(3)自由記述の具体的な内容、(4)今後の授業

の改善点、授業への取り組みについての 4 項目である。以上のように、各教員は授業

アンケート結果及び授業改善報告書の提出を通して、学習成果の査定の手法及び授業

内容・実施方法等を定期的に点検している。 

また、ビジネス総合学科の学習成果の査定方法の一つとして、城西大学と合同で卒

業時アンケート調査（備付資料 24 2021 年度卒業時アンケート調査結果、及び本学ウ

ェブサイト https://www.josai.ac.jp/about/index.html）を実施している。この

調査は卒業予定者を対象に、3 月の中旬に実施している。アンケート調査結果を FD

研修会や教授会で情報共有しており、学科のカリキュラム改正や学習成果と 3 つのポ

リシーの点検等に生かしている。 

2021 年度に実施した卒業時アンケート調査項目を下記に示した。設問 4 では、本

学での学びを通して身についた資質について質問している。選択肢の①教養、豊かな

授業評価 中間アンケート調査項目  

設問 1  全体として、教員の説明はわかりやすいですか？ 

設問 2  教員は学生の反応や理解に合わせて授業をしていますか？ 

設問 3  教員は学生が関心を持てるように工夫して授業を進めていますか？ 

設問 4  教員は学生が取り組んだ課題に対して適切にフィードバックを行っていますか？  

設問 5  黒板やパワーポイントなどの説明は適切で見やすいですか？ 

設問 6  教員の授業に対する熱意を感じますか？ 

設問 7  教員は授業の準備を十分に行っていますか？ 

設問 8  教員は学生がマナーを守るように指導していますか？ 

設問 9  この授業はオンラインですか？ 

設問 10 教員はオンラインで受講をしている学生に対して配慮した授業を行っていますか？  

設問 11 教員はオンラインという環境や状況を十分に活用していると思いますか？ 

設問 12 この授業について、何か教員に伝えたいことがあれば教えてください。 

https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/about/index.html
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人間性、道徳的観念、社会人として適切にふるまうための考える力、②社会人として

活躍するためのコミュニケーション力、自ら行動する力、③他者と協力して問題解決

する力、社会に貢献するための専門的能力は、本学のディプロマ・ポリシーで示した

3 つの能力（学習成果）に対応しており、卒業時アンケート調査結果から本学卒業生

の 3 つの能力の達成度を測定することができている。 

また、設問 5 では、本学のカリキュラム・ポリシーに基づいた教育課程の内容の中

で、どの項目がどの程度卒業生に身についたかを測定できるものとなっている。 

以上のことから、本学では教育の向上・充実のための PDCA サイクルを次のように

展開している。(1)シラバスの作成（Plan）、(2)授業の実施（Do） 、(3)授業アンケ

ート調査による評価及び卒業時アンケート調査結果（Check）、(4)当該学期中での授

業改善（Act）、(1)次年度のシラバスの作成（Plan）、以下繰り返される。 

本学は、学則第 1 条に示す通り、教育基本法並びに学校教育法の定めるところに従

い、各種法令の変更等を適切に運用するため、文部科学省等からの法令に関する通知

文等について城西大学学長室学務課を窓口として短期大学事務室及び関係部署が回覧

し、教職員が確認している。 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証の課題＞  

 

基準Ⅰ-C-1 の現状で述べたように、自己点検・評価活動における高等学校関係者

の意見聴取については、教員が毎年実施している高等学校訪問時に本学に対する要望

や意見等を聴取し、情報共有が必要と思われる事項については、教授会等で報告を行

2021 年度卒業時アンケート調査項目 

設問 1 在学中に主に居住していた場所を選択してください。 

設問 2 主な居住場所からの通学時間を選択してください。 

設問 3 入学時に本学にどのようなことを期待していましたか。該当する番号を選択して  

ください。 

設問 4 本学での学びを通して、以下に示す資質がどれくらい身についたと思いますか。  

① 教養、豊かな人間性、道徳的観念、社会人として適切にふるまうための考える力  

② 社会人として活躍するためのコミュニケーション力、自ら行動する力 

③ 他者と協力して問題解決する力、社会に貢献するための専門的能力 

設問 5 本学での学びを通した人間としての成長において、役立ったものは何ですか。  

設問 6 在籍していた学部・学科の教育を全体として改善するのに何が重要だと思いますか。  

設問 7 就職や卒業後の進路選択において、教員・職員からのサポートは満足できるもので 

    したか。 

設問 8 本学での学生生活は満足できるものでしたか。 

設問 9 出身高校の後輩が進学先を検討する際、本学を薦めますか。 

設問 10 入学時に本学に期待していたことは、期待通りでしたか。 

設問 11 本学への意見・要望・期待などを、自由に記入してください。 

設問 12 情報を利用することに同意いただけますか。 
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っている。今後の課題として、高等学校関係者に報告書作成時に参加して意見を述べ

てもらうなど、より積極的な関与が必要と考える。 

 また、教育の質向上・充実に向けては、定期的に FD 研修会を実施している。これ

に加え、教員相互の授業公開・授業参観を積極的に実施し、さらなる教育の質向上・

充実を図る必要がある。 

 本学では、2020 年度から卒業時アンケート調査を実施している。2021 年度のアン

ケート結果は、2021 年度のアンケート結果と比較して満足度等が低くなっている。

その原因の一つとしては、コロナ禍にあって、授業は慣れないオンライン授業であり、

サークル活動・部活動等ができない状況が続いたため、期待していた大学生活と異な

る状況だったことなどが考えられる。今後は卒業時アンケート結果をどのように次年

度の教育課程に生かしていくかが課題となっている。 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証の特記事項＞  

 

特になし 

 

＜基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果の改善状況・改善計画＞  

 

(a) 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した行動計

画の実施状況 

  

ビジネス総合学科の教育目的・目標及び 3 つのポリシーについて、教務委員会及び

教授会で定期的に点検・見直しを行うことが行動計画で示された。これについては、

3 つのポリシーが一体的に定められているかについての点検を行い、2021 年度に見直

しを行った。また、2021 年度にディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

とビジネス総合学科のカリキュラムの整合性に関する点検を行った。 

シラバスに授業科目ごとの学習成果を記載することを含めて、シラバスの記載に関

する全教員への周知徹底を図ることが行動計画で示された。これについては、非常勤

教員を含めて、執筆依頼時に周知文書を配布し全教員への周知徹底を図った。さらに、

教務委員会で全授業科目のシラバスをチェックし、修正が必要なシラバスについては

教員に修正を依頼している。 

2016 年度の自己点検・評価本報告書を本学ウェブサイトに公表するとともに、

2017 年度以降についても継続的に公表していくことが行動計画で示された。これに

ついては、2021 年度の自己点検・評価報告書を本学ウェブサイトに公表した。また、

2022 年度の自己点検・評価報告書（本報告書）についても公表する予定である。 

 

(b) 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

 

 ビジネス総合学科の教育目的・目標に基づく人材養成が地域・社会の要請に応えら

れているかどうかについての点検は、その方法を検討し、速やかに実施する必要があ
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ることを課題として挙げた。これについては、高等学校関係者からの聞き取りや卒業

生の就職先へのアンケート調査を継続的に実施していく計画である。 

シラバスチェックは教務委員会が行っている。専任教員については、城西大学のシ

ラバスの記載内容との相違点が情報共有され、書式はほぼ統一されている。2022 年

度は、兼担及び非常勤教員等への周知徹底を図るとともに、記載内容等に不備がある

シラバスについては加筆・訂正を依頼する計画である。 

2021 年度にディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーと教育課程の整合

性に関する点検を行い、自己評価を行った。その結果、ディプロマ・ポリシーの中で

示した「社会の多様性に配慮して主体的かつ協同的に実社会で貢献できる能力」を意

識した科目が全科目の 16％程度であり、低いことが課題となっている。これについ

ては、教員間の意思疎通を図り「基礎ゼミナール A、B」及び「ゼミナール A、B」の

授業の到達目標及び学習成果を統一し、上で述べた能力の育成を目指す計画である。 
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【基準Ⅱ 教育課程と学生支援】 

 

［テーマ 基準Ⅱ-A 教育課程］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/l

earning_info/binran.html/ 

2   城西大学 大学案内 [GUDE BOOK 2022] 

3   城西短期大学 大学案内 [SCHOOL GUIDE 2022] 

6   城西短期大学シラバス 2021、及び本学ウェブサイト シラバス検索 https://jun

avi.josai.ac.jp/camweb/top.do 

7   学生募集要項 2021 年度入学生用 

8   学生募集要項 2022 年度入学生用 

10  TB21 年度生用 2021 年度ビジネス総合学科カリキュラム 

11  2021 年度授業時間割表 

備付資料 

10  城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要 第 2 号 

及び本学ウェブサイト https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0

000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf 

11  本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・ポリシー  https://www.josai.ac.jp

/about/information/policy/ 

12  本学ウェブサイト シラバス・WebClass・JUnavi https://www.josai.ac.jp/s

upport/teaching/index.html 

13  教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月入学者用 3 つのポリシー対照表 

15  本学ウェブサイト カリキュラム https://www.josai.ac.jp/education/colle

ge/business_dep/curriculum.html 

25  2021 年度教授会資料 カリキュラムの点検・見直し 

26  地域と大学 城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要 第 2 号 

27  web 版 社会人基礎力テスト（日経ＨＲ） 高学年向け 

28  城西短期大学紀要 第 39 巻 第 1 号、及び本学ウェブサイト https://libir.jos

ai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm 

29  2020 年度学長所管研究奨励金に基づく研究 申請書及び承認書 

30  本学ウェブサイト 体験型授業 https://www.josai.ac.jp/education/college

/business_dep/experience.html 

31  2021 年度 6 月実施「適性検査一覧表」 

32  本学ウェブサイト 入試情報 https://admission.josai.ac.jp/examination/s

cholarship/ 

33  外部ウェブサイト Data BRAIN https://www.frompage.jp/telemail/CRA001S

01.aspx） 

様式 6－基準Ⅱ 

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://junavi.josai.ac.jp/camweb/top.do
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/teaching/index.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/experience.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/experience.html
https://admission.josai.ac.jp/examination/scholarship/
https://admission.josai.ac.jp/examination/scholarship/
https://www.frompage.jp/telemail/CRA001S01.aspx
https://www.frompage.jp/telemail/CRA001S01.aspx
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34  出席状況調査表 

35  単位認定の状況表 

36  インターンシップ日誌 

37 2021 年度教授会資料 

38 2022 年度第 1 回 FD 研修会資料 

 

［区分 基準Ⅱ -A-1 学科・専攻課程ごとの卒業認定・学位授与の方針（ディプロ

マ・ポリシー）を明確に示している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 卒業認定・学位授与の方針は、それぞれの学習成果に対応している。  

 ①卒業認定・学位授与の方針は、卒業の要件、成績評価の基準、資格取得の

要件を明確に示している。  

（2） 卒業認定・学位授与の方針は、社会的・国際的に通用性がある。  

（3） 卒業認定・学位授与の方針を定期的に点検している。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-1 の現状＞ 

 

基準Ⅰ-B-3 で述べたように、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーを 2021 年

度に次のように定めている。（備付資料 13 教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月

入学者用 3 つのポリシー対照表）。 

 

上記のように、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーでは基本的学習成果を

「人間力」（具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力）と定め、専

門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と英語、情報、メディア、会計、

販売、事務処理等のビジネススキル」と定めている。以上のように、ビジネス総合学

科のディプロマ・ポリシーはそれぞれの学習成果に対応している。 

また、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーには、卒業の要件として下記で述

べるビジネス総合学科所定の単位を修得することが条件であり、修得した人に短期大

学士（ビジネス総合）の学位を授与することが明確に示されている。 

ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシー 

ビジネス総合学科は、「自立した社会人として求められる人間力」を基本的学習成果と定

めています。「人間力」とは、具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力で

す。また本学科は、専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情

報、メディア、会計、販売、事務処理等のビジネススキル」と定めています。ビジネス総

合学科は、学科の所定の単位を修得した人が、以下の能力・態度を身に着けていると判断

し、短期大学士（ビジネス総合）の学位を授与します。 

・前に踏み出す力 

・考える力 

・協力する力 

・職業人として活躍できる幅広い教養 

・ビジネススキル 
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ビジネス総合学科の卒業の要件は、学則第 23 条、第 24 条に、次のように定められ

ている。 

また、成績評価の基準を学則第 22 条に次のように定めている。 

本学では GPA（Grade Point Average）制度を導入しており、表ⅡA1-1 で示すよ

うに成績評価と対応している（提出資料 1 学生便覧 2021）。 

 

             表 ⅡA1-1 GP の基準 

成績評価（表示） 評価の基準（点） 合否 GP 

S 100～90 合格 4 

A 89～80 合格 3 

B 79～70 合格 2 

C 69～60 合格 1 

F 59 以下 不合格 0 

T 追試験受験可 未受験 0 

 

 以上のことから、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーは、卒業の要件、成績

評価の基準等を明確に示している。 

また、本学が定めるビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーは、「自立した社会

人として求められる人間力」と「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情報、

メディア、会計、販売、事務処理等のビジネススキル」を身につけた人材を育成する

ことが目的である。これらの学習成果は ICT 化及びグローバル化した現代社会におい

て活躍するために必要不可欠な能力であり、本学が定めるビジネス総合学科のディプ

ロマ・ポリシーは社会的・国際的に通用性があると考えられる。 

 本学では、教務委員会及び教授会で 3 つのポリシーについて定期的に点検・見直し

を行っている。基準Ⅰ-B-3 で述べたように、2021 年度に 3 つのポリシーについての

第 23 条 本学を卒業するためには、2 年以上在学し、次に定める必要な単位以上を修得しなければ 

ならない。 

 ビジネス総合学科 

 基本科目            16 単位 

 専門科目            28 単位 

 関連科目                  外、18 単位以上選択必修 

 関連科目（語学教育センター講座） 

    合計            62 単位 

第 24 条 本学に 2 年以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位数を取得した者については、 

教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

       ・・・・・・ 途中省略 ・・・・・ 

3  前項の規定により卒業した者には、本学学位規程に定めるところにより次の学位を授与する。 

ビジネス総合学科 短期大学士（ビジネス総合） 

第 22 条 試験の評価は、S,A,B,C,F をもって表し、C 以上を合格とする。 
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見直しを行い、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーをより分かり易い表現に修

正を行った（備付資料 13 教授会資料 第 2021－12 回 2023 年 4 月入学者用 3 つの

ポリシー対照表）。本学では、年度ごとの更新を考慮して、3 つのポリシーを入学年度

ごとに分けて本学のウェブサイトに掲載している。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-2 学科・専攻課程ごとの教育課程編成・実施の方針（カリキュラ

ム・ポリシー）を明確に示している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 教育課程編成・実施の方針は、卒業認定・学位授与の方針に対応している。  

（2） 教育課程編成・実施の方針に従って、教育課程を編成している。  

 ① 短期大学設置基準にのっとり体系的に編成している。  

 ② 学習成果に対応した、授業科目を編成している。  

 ③ 単位の実質化を図り、卒業の要件として学生が修得すべき単位数につい

て、年間又は学期において履修できる単位数の上限を定める努力をして

いる。 

 ④ 成績評価は学習成果の獲得を短期大学設置基準等にのっとり判定してい

る。 

 ⑤ シラバスに必要な項目（学習成果、授業内容、準備学習の内容、授業時

間数、成績評価の方法・基準、教科書・参考書等）を明示している。  

 ⑥ 通信による教育を行う学科・専攻課程の場合には印刷教材等による授業

（添削等による指導を含む）、放送授業（添削等による指導を含む）、面

接授業又はメディアを利用して行う授業の実施を適切に行っている。  

（3） 教育課程の見直しを定期的に行っている。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-2 の現状＞ 

 

本学は、ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーを次のように定めている（提

出資料 1 学生便覧 2021、及び備付資料 11 本学ウェブサイト 教育目標・各種方針・

ポリシー https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/）。 

基準Ⅱ-A-1 で述べたように、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーは「自立

ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシー  

ビジネス総合学科は、社会で必要とされる基礎的な能力養成を「基本科目」で、各分野

で必要とされる専門的な能力を「専門科目」で学べるようになっています。また、多彩な

語学教育を含めた「関連科目」を設置しています。  

●基本科目：「人間力」を養成するゼミナール、職業人としての基礎知識を学ぶ経営

学、英語、コンピュータ演習・キャリア教育科目  

●専門科目：ビジネスの世界で必要とされる専門知識、販売・会計・観光・メディア・

情報・健康等の分野で働く能力を養成する各種専門科目  

●関連科目：文学、法学、社会学を始めとした一般教養科目、多彩な外国語科目、少人

数教育で、講義と演習を組み合わせた授業を実施し、体験型の授業も行い

ます。また、具体的な資格取得を目指した授業も行っています。  

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
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した社会人として求められる人間力」を基本的学習成果としている。上記のカリキュ

ラム・ポリシーでは、「基本科目」である「基礎ゼミナール A、B」、「ゼミナール A、B」

において「人間力」（具体的には、前に踏み出す力、考える力、協力する力）を育成

することを主な目標としている。 

また、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシーは「職業人として活躍できる幅広

い教養と、英語、情報、メディア、会計、販売、事務処理等のビジネススキル」を専

門的学習成果と定めている。上記のカリキュラム・ポリシーでは、専門科目として

「ビジネスの世界で必要とされる専門知識、販売・会計・観光・メディア・情報・健

康等の分野で働く能力を養成する」授業科目を設置している。さらに、関連科目にお

いては一般教養科目、多彩な外国語科目とともに体験型の授業や具体的な資格取得を

目指した授業を設置している。 

以上のように、ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーは、ビジネス総合学科

のディプロマ・ポリシーに対応している。 

本学では、ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーに従って、以下に述べるよ

うに教育課程を編成している。 

本学は短期大学設置基準第 6 条の規定に従い、各授業科目を必修科目及び選択科目

に分け、これを各年次に配当して編成している。表ⅡA2-1 に、2021 年度生を対象と

したビジネス総合学科の教育課程を示した（提出資料 10 TB21 年度生用 2021 年度ビ

ジネス総合学科カリキュラム）。この教育課程の下で授業時間割表を作成し、授業を

実施している（提出資料 11 2021 年度授業時間割表）。表ⅡA2-1 の具体的な教育課程

の授業内容については、基準Ⅱ-A-3、基準Ⅱ-A-4 で述べる。 

また、短期大学設置基準第 7 条の規定に従い、「各授業科目の単位数は，１単位の

授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，授業

の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して単位

数を計算するものとする」ことを学則に定めている。以上のように、本学は短期大学

設置基準にのっとり教育課程を体系的に編成している。 

本学は、ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーに従って教育課程を「基本科

目」、「専門科目」、「関連科目」で編成している（表ⅡA2-1 を参照）。「基本科目」で

ある「基礎ゼミナール A、B」及び「ゼミナール A、B」においては基本的学習成果で

ある「人間力」（具体的には、前に踏み出す力、考える力、協力する力）を育成する

ことが主な目標となっている。また、「基本科目」のコミュニケーション基礎英語 A～

D では、社会で必要とされる基礎的な英語のコミュニケーション能力を育成すること

が目標となっている。 

また、表ⅡA2-1 で示される「専門科目」にはビジネス総合学科の専門的学習成果

である「職業人として活躍できる幅広い教養と、英語、情報、メディア、会計、販売、

事務処理等のビジネススキル」を修得するための授業科目が設置されている。「関連

科目」には専門的学習成果である「職業人として活躍できる幅広い教養」を修得する

ための一般教養科目と多彩な外国語科目が設置されている。 
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表ⅡA2-1 2021 年度生対象 ビジネス総合学科 教育課程 

系列  
必修・

選択  
ユニット  

1 年配当  2 年配当  

科目名  単位数  科目名  単位数  

基 

本 

科 

目 

必 

修 

コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト 

基礎ゼミナール A  2 ゼミナール A  2 

基礎ゼミナール B 2 ゼミナール B 2 

コミュニケーション基礎英語 A  2     

コミュニケーション基礎英語 B 2     

コミュニケーション基礎英語 C  2     

コミュニケーション基礎英語 D  2     

日本語ⅠA（留学生対象科目）  2     

日本語ⅠB（留学生対象科目）  2     

日本語ⅡA（留学生対象科目）  2     

日本語ⅡB（留学生対象科目）  2     

専 

門 

科 
目  

必修 コアユニット  
経営学基礎Ⅰ  2     

経営学基礎Ⅱ  2     

選 

択 

ビ
ジ
ネ
ス 

ユ
ニ
ッ
ト 

経済学基礎Ⅰ  2 プレゼンテーション演習  2 

経済学基礎Ⅱ  2   

キャリア・デザイン  2   

ビジネス特別講義  2   
ビジネスコミュニケーションⅠ  2       
ビジネスコミュニケーションⅡ  2   

インターンシップⅠ  2   

インターンシップⅡ  2   

会
計
ユ
ニ
ッ
ト 

簿記原理  2   

会計学基礎  2     

簿記演習Ⅰ  2     

簿記演習Ⅱ  2     

経営財務論  2    

公認会計士入門Ⅰ  2    

公認会計士入門Ⅱ  2    

公認会計士入門Ⅲ  2    

公認会計士入門Ⅳ  2     

販
売
・
接
客 

ユ
ニ
ッ
ト 

マーケティング基礎Ⅰ  2 産業心理学  2 

マーケティング基礎Ⅱ  2   

心理学基礎  2   

接客英語Ⅰ（CR 英語）  2   

接客英語Ⅱ（CR 英語）  2   

情
報
ユ
ニ

ッ
ト 

初級プログラミング演習  2 情報処理基礎  2 

中級プログラミング演習  2 経営プログラミング演習  2 

コンピュータ演習Ⅰ  2 ビジネス・コンピューティング演習  2 

コンピュータ演習Ⅱ    2  コンピュータ会計  2 

メ
デ
ィ
ア
デ

ザ
イ
ン 

ユ
ニ
ッ
ト 

メディア文化論  2     

デザインの基礎  2     

デザイン演習  2     

映像制作の基礎  2     

映像制作演習  2     

ホ
テ
ル
・
観
光
ユ
ニ

ッ
ト 

ホテルビジネス入門  2     

ホスピタリティーサービス  2     

地域連携Ⅰ  2     

地域連携Ⅱ  2   

地域連携Ⅲ（まちづくり）  2   

地域連携Ⅳ（まちづくり）  2   

留
学
生

ユ
ニ
ッ
ト 

日本語Ⅲ（留学生対象科目）  2  日本語Ⅶ（留学生対象科目）  2  

日本語Ⅳ（留学生対象科目）  2  日本語Ⅷ（留学生対象科目）  2   

日本語Ⅴ（留学生対象科目）  2      

日本語Ⅵ（留学生対象科目）  2      

関 

連 

科 

目 

選 

択 

基
礎
教
養
ユ

ニ
ッ
ト 

ジェンダー論Ⅰ  2  ジェンダー論Ⅱ  2  

文化論Ⅰ  2      

文化論Ⅱ  2      

社会学Ⅰ  2      

社会学Ⅱ  2      
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数学入門Ⅰ  2      

数学入門Ⅱ  2      

現代社会と法（日本国憲法）  2      

現代社会と法（国際法含む））  2      

スポーツ科学Ⅰ  2    

スポーツ科学Ⅱ  2    

文章表現入門  2    

文字クリニックⅠ  2      

文字クリニックⅡ  2    

国
際
教
養
ユ
ニ
ッ
ト 

世界の中の日本 2 異文化間コミュニケーション  2 
日本文化研修Ⅰ 2 Eng l i sh  Commun ica t ionⅡA  2 
日本文化研修Ⅱ 2 Eng l i sh  Commun ica t ionⅡB 2 
日本事情Ⅰ（留学生対象科

目） 
2 Eng l i sh  Commun ica t ionⅢA  2 

日本事情Ⅱ（留学生対象科目）  2 Eng l i sh  Commun ica t ionⅢB 2  
海外研修Ⅰ  2     
海外研修Ⅱ  2     
海外研修Ⅲ  2     
海外研修Ⅳ  2     
英会話Ⅰ  2     
英会話Ⅱ  2     
Eng l i sh  Commun ica t ionⅠA  2   
Eng l i sh  Commun ica t ionⅠB 2   
資格英語ⅠA 2   
資格英語ⅠB 2   
資格英語ⅡA 2   
資格英語ⅡB 2   
資格英語ⅢA 2   
資格英語ⅢB 2   
資格英語ⅣA 2   
資格英語ⅣB 2   
中国語ⅠA  2     
中国語ⅠB 2     
スペイン語ⅠA  2     
スペイン語ⅠB 2     
フランス語ⅠA  2     
フランス語ⅠB 2     
ドイツ語ⅠA  2     
ドイツ語ⅠB 2     
韓国語ⅠA  2     
韓国語ⅠB 2     
ハンガリー語ⅠA 2     
ハンガリー語ⅠB 2   
チェコ語ⅠA  2   
チェコ語ⅠB 2   
ポーランド語ⅠA  2   
ポーランド語ⅠB 2   

 

卒業要件（卒業に必要な最低単位数）   

   系     列  単位数  備    考  

   基  本   必修  16 卒業までに全て修得  

   専  門    必修  4 卒業までに全て修得  

   専  門    選択  
24 

専門選択科目及び関連科目を合わせて 38 単

位以上修得  
18 

   関  連  選択  

     計  62 卒業に必要な最低単位数  

 
* 1 年次生・2 年次生が履修できる最高単位数は、合計して最大 48 単位までとする。 
* 2 年次に進級するためには、基本科目 8 単位以上を含む 30 単位以上を修得していなければならない。 

但し、基本科目 8 単位以上には基礎ゼミナール A・B を含む。 
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さらに本学の教育課程編成の特長として、表ⅡA2-1 で示されるように、ユニット

システムを採用している。関連する複数の授業を１つのグループ（ユニットと呼ぶ）

として纏めている。全学生が履修する「コアユニット」（必修科目）と将来の職業に

つながる 9 種のユニット（選択科目）を配置して、学生が分かり易く履修できるよう

工夫している。例えば、自分の目指す職業がはっきりしている学生は、そのユニット

の中の授業科目を全て履修することができる。また、目指す職業が決まっていない学

生は、それぞれのユニットから好きな授業科目だけを履修することができる。このよ

うに、学生の目標に合わせて自由に選択できることが、ユニットシステムの特長であ

る。 

以上のように、本学はビジネス総合学科の学習成果に対応した教育課程を体系的に

編成している。 

また、本学は単位の実質化を図り、卒業の要件として学生が修得すべき単位数につ

いて、各年次において履修できる単位数の上限を 48 単位と定めている（CAP 制）。CA

P 制については、学生便覧（提出資料 1 学生便覧 2021）に明記するとともに、各年

次のオリエンテーションでも学生に周知している。2022 年度には学則に明記するこ

ととしている。 

 短期大学設置基準第 11 条の 2 に基づき、シラバスに授業科目ごとに、授業の方法

や授業の内容及び 15 回の授業計画等を明示している。また、学習成果に係る成績評

価については、客観性及び厳格性を確保するために、シラバス（提出資料 6 城西短

期大学シラバス 2021）にその基準を明示し、その基準に従って適切に実施している。 

 また、シラバスには、学習成果、授業内容、準備学習の内容、授業時間数、成績評

価の方法・基準、教科書・参考書等を明記している。 

 教育課程については、時代の変化に伴う学生のニーズ、社会からの期待等に適合す

るように、教務委員会及び教授会で定期的に検討と見直しを行っている。基準Ⅱ-A-7

で述べるように、2021 年度に教育課程の見直しを行い、19 科目の授業科目を廃止し

た（備付資料 25 2021 年度教授会資料 カリキュラムの点検・見直し）。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-3 教育課程は、短期大学設置基準にのっとり、幅広く深い教養を

培うよう編成している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 教養教育の内容と実施体制が確立している。  

（2） 教養教育と専門教育との関連が明確である。  

（3） 教養教育の効果を測定・評価し、改善に取り組んでいる。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-3 の現状＞ 

 

基準Ⅱ-A-1 で述べたように、本学は教育課程を「基本科目」、「専門科目」、「関連

科目」の 3 つで編成している。さらに、本学の教育課程編成の特長としてユニットシ

ステムを採用している。 
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教養教育の内容は、本学の教育課程では「基本科目」と「関連科目」が該当する。

「基本科目」として「コアユニット」に含まれる科目はすべて必修科目である。ビジ

ネス総合学科のディプロマ・ポリシーで定められた基本的学習成果の「人間力」（具

体的には、前に踏み出す力、考える力、協力する力）を育成するために、「基礎ゼミ

ナール A、B」と「ゼミナール A、B」の授業において社会人基礎力を高めることに重

きを置いている。「基本科目」の実施体制については、「基礎ゼミナール A、B」と

「ゼミナール A、B」の授業は 1 ゼミ当たり 10 名から 20 名の学生を配属している。

2021 年度生の基礎ゼミナールの数は、坂戸キャンパス、紀尾井町キャンパスを合わ

せて 7 つである。全ての基礎ゼミナール、ゼミナールを本学の専任教員が担当してい

る。ゼミナール担当教員は、教授会等を通して情報の共有を図っている。また、ゼミ

ナール担当教員同士が連携して授業やイベントを行うなど、基本的学習成果の「人間

力」を育成するための実施体制が確立している。 

次に、「関連科目」は「基礎教養ユニット」と「国際教養ユニット」で構成されて

いる。「関連科目」では少人数教育によるアクティブ・ラーニングを取り入れた授業

形態が推進されており、学生主体の参加型授業の実現をめざしている。例として、留

学生を対象とした「日本文化研修」では自治体（埼玉県小川町）と連携し、2021 年

度も新型コロナウイルス感染症に配慮して学外授業が実施された（備付資料 26 地域

と大学 城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要 第 2 号）。 

また、本学の特長として「国際教養ユニット」の中に、英語だけでなく中国語、韓

国語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、ハンガリー語、チェコ語、ポーランド語

など、多彩な外国語科目を設置している。学生は、新しい言語を学ぶことで幅広い教

養を身につけることができる。これらの外国語科目の多くは、城西大学の専任教員

（兼担）または非常勤教員が担当し、本学の学生は城西大学の学生と一緒に受講して

いる。同じキャンパスに 4 年制大学を併設していることで、多彩な外国語科目を実施

する体制が可能となっている。以上のことから、教養教育の内容とその実施体制が確

立している。 

本学ではすべての授業科目をディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに

基づいて実施している。そのため、教養教育である「基本科目」及び「関連科目」と

専門教育である「専門科目」はディプロマ・ポリシーで定めた能力（学習成果）を焦

点として関連づけられている。このような、学習成果を焦点とした各授業科目の関連

性については、城西短期大学カリキュラムマップ（2022 年度入学生）において明示

している（備付資料 15 本学ウェブサイト カリキュラム https://www.josai.ac.jp

/education/college/business_dep/curriculum.html）。具体例としては、専門教

育の授業科目である「プレゼンテーション演習」や「コンピュータ演習Ⅰ、Ⅱ」、教

養教育の授業科目である「基礎ゼミナール A、B」や「ゼミナール A、B」においては、

短期大学としてのディプロマ・ポリシーで定めた能力の「社会人として適切にふるま

うことができる思考力、判断力、表現力や道徳的能力」を涵養することを目標として

おり、「プレゼンテーション演習」や「コンピュータ演習Ⅰ、Ⅱ」で身に付いた PC に

よるプレゼンテーションスキルを活かして、「基礎ゼミナール A、B」や「ゼミナール

A、B」で円滑に発表等ができるようになる。 

https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/curriculum.html
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また、教養教育の授業科目である「コミュニケーション基礎英語 A ～D」は短期大

学としてのディプロマ・ポリシーで定めた能力の「広い教養と、深い専門的な知識や

技能を備え、地域社会や国際社会で活躍できる能力」を身に付けることを目標として

おり、ある程度身に付いたこの能力を専門教育の授業科目である「接客英語Ⅰ・Ⅱ

（CR 英語）」でさらに深めるといったことが可能となっている。 

以上のことから、本学では、教養教育と専門教育との関連が明確であり、効果的に

運用されているといえる。 

本学の教養教育の効果は、ディプロマ・ポリシーで定められた能力（学習成果）が

身に付いたか否かで確認が可能であるため、当該授業科目の成績評価及び単位取得状

況等でその効果を測定・評価できる。また、ビジネス総合学科のディプロマ・ポリシ

ーで定める「人間力」は①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力である。これ

らは、経済産業省が提唱する概念である「社会人基礎力」の 3 つの能力「前に踏み出

す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」に対応している。そのため、2021 年度に

一部の「基礎ゼミナール A、B」で試験的に実施した「web 版 社会人基礎力テスト

（日経ＨＲ）高学年向け」の「社会人基礎力診断 診断レポート」（備付資料 27 we

b 版 社会人基礎力テスト（日経ＨＲ）高学年向け）の診断結果から教養教育の効果

が測定・評価可能である。当該テストは、社会人基礎力の 3 つの能力とされる「前に

踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」を構成する 12 の能力要素について

も点数表記されており、学生の獲得点数と全国平均との差が明示されているため、そ

れを基にして克服すべき課題がわかるようになっている。2021 年度は、一部の基礎

ゼミナールでこのテストを実施し、診断結果をゼミナールの担当教員と学生本人が共

有し、オンライン個人面談を実施することによって学習支援を行っている（備付資料

28 城西短期大学紀要 第 39 巻第 1 号及び本学ウェブサイト https://libir.josai.a

c.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm）。2022 年度にはすべての基礎ゼ

ミナールで実施予定であり、教養教育の効果がより詳細に把握できることとなる。 

なお、当該テストについては、一部の本学教員と城西大学経営学部教員による共同

研究（備付資料 29 2020 年度学長所管研究奨励金に基づく研究 申請書及び承認書）

において学生支援上の課題を明らかにするための手法として有用性を見出している。

従って、年 2 回のテストにより学生の社会人基礎力の変化を把握し、その結果を踏ま

えた学習支援及び FD 研修会における報告等を継続することにより、学生支援の課題

がより明確になるものと考えられる。 

上記のように本学では、いくつかの手法により教養教育の効果を評価したうえで、

カリキュラム編成を定期的に点検し、より効果的な教育体制となるよう努めている。

以上のことから、本学は、教養教育の効果を測定・評価し、改善に取り組んでいると

いえる。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-4 教育課程は、短期大学設置基準にのっとり、職業又は実際生活

に必要な能力を育成するよう編成し、職業教育を実施している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
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（1） 学科・専攻課程の専門教育と教養教育を主体とする職業への接続を図る職業

教育の実施体制が明確である。  

（2） 職業教育の効果を測定・評価し、改善に取り組んでいる。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-4 の現状＞ 

 

本学は、１年次前期の教養教育科目として「キャリア・デザイン」を開講し、職業

への接続を図る職業教育の導入として基礎レベルのキャリア教育を実施している。就

職活動を始めるにあたって、働くことの意味や動機付けを明確にしておくことが、内

定獲得には必要であるため、この授業を通して、働くことの意味を考え、自分と仕事

とのかかわりかたをデザインすることを考える機会としている。 

 さらに、１年次後期の教養教育科目として「ビジネス特別講義」を開講し、同じく

基礎レベルのキャリア教育を実施している。社会人として仕事をしていくために必要

な要素をさまざまな角度から検討し、就職活動のための準備を具体的に進めている授

業であり、エントリーシートの意味と書き方、自己分析、業界研究、グループディス

カッションなどを行っている。 

 上記の授業科目を就職希望の学生全員に履修することを推奨している。履修者全員

が就職活動のスタートをスムーズに切ることができ、職業への接続が順調に進むよう

な教育体制を確立している。 

 また、職業教育の一環として、本学では毎年、「ビジネス特別講義」担当教員とキ

ャリアサポートセンター及び就職委員会が連携して就職活動体験発表会を実施してい

る。2021 年度には新型コロナウイルス感染症対策として、1 月 19 日にオンラインに

よる｢キャリアについて先輩から学ぶ会｣が実施された。発表会では、企業の内定者及

び公務員採用者の 2 年生 8 人が 1 年生に向けたプレゼンテーションを行った。 

 さらに、「基礎ゼミナール A、B」と「ゼミナール A、B」の授業においても、キャリ

アサポートセンター及び就職委員会の指導のもと、就職に関するガイダンス等、職業

への接続を図る職業教育を実施している。 

 このほかに、本学のカリキュラムにおいて職業教育に結び付く授業科目としては、

簿記・会計、マーケティング、コンピュータ等、ビジネススキルの習得を目指すもの

が「専門科目」の中に多数挙げられるが、ここでは特に体験型授業を取り上げる。 

さらに、本学は専門教育と教養教育を主体とする職業への接続を図るために、「人

間力」を高めるのに必須と考える「前に踏み出す力」「考える力」「協力する力」をキ

ーワードとした体験型授業を重視している。ここでは、地域ボランティア・地域連携

に関する授業と海外研修・異文化体験を紹介する（備付資料 30 本学ウェブサイト 

体験型授業 https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/experi

ence.html）。 

地域ボランティア・地域連携に関する体験型授業の例は、「地域連携Ⅱ（観光ビジ

ネス）」で、基準Ⅰ-A-2 で詳しく述べている（備付資料 10 城西大学・城西短期大学

地域連携センター紀要 第 2 号、及び本学ウェブサイト https://libir.josai.ac.jp

/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf） 

https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/experience.html
https://www.josai.ac.jp/education/college/business_dep/experience.html
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-24362336-0207.pdf
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海外研修・異文化体験は、「国際教養ユニット」に含まれる「海外研修Ⅰ～Ⅴ」で

実施している。2019 年度には「マレーシア短期研修旅行」として、ラーマン大学に

10 日間滞在する海外研修を企画・実施した。2020 年度及び 2021 年度は新型コロナ

ウイルス感染症拡大のために海外研修が中止となっている。2021 年度は、海外研修

に代わるものとして東京都英語村（TOKYO GLOBAL GATEWAY、通称 TGG）の 1 日英語

留学を企画・実施した（提出資料 3 城西短期大学 大学案内 [SCHOOL GUIDE 2022]）。 

 また、本学には海外に行かなくても学内の異文化体験ができる場として学内にラン

ゲージ・ラウンジが開設されている。ランゲージ・ラウンジでは、城西大学語学教育

センター教員が昼休み時間帯に坂戸キャンパス 13 号館１階ラウンジで学生の質問や

相談に応じている。また昼食をとりながらネイティブ・スピーカーの留学生とも談話

ができる。しかしながら、2021 年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、ラン

ゲージ・ラウンジは実施されなかった。 

以上のことから、本学は専門教育と教養教育を主体とする職業への接続を図る職業

教育の実施体制が明確である。 

 本学の学生は卒業後の進路として、就職を希望する学生と大学への編入学を希望す

る学生が混在しているため、文部科学省が推奨している新たなキャリア教育という観

点から職業教育をとらえている。本学のディプロマ・ポリシーに定める「人間力」は、

経済産業省が推奨してきた社会人基礎力との整合性があるため、就職希望の学生にも

大学編入学希望の学生にも共通して求められる能力として、「人間力（社会人基礎力）」

の養成に取り組んでいる。 

 基準Ⅱ-A-3 で述べたように、「web 版 社会人基礎力テスト（日経ＨＲ）高学年向

け」では、社会人としての基礎的な能力を詳細に把握できる。従って、同テストの結

果から教養教育の効果だけでなく職業教育の効果を測定・評価することが可能である。

また、当該テストをうけての個人面談においても、基準Ⅱ-A-3 の教養教育としての

観点のみならず、職業教育としての観点からも学生支援を行っている。 

 また、以上のような取り組み及び社会人基礎力テストの診断結果を教員が共有する

ことにより、職業教育に関係する授業科目の改善に繋げる体制が確立されている。 

 キャリアサポートセンターには本学の学生を担当する職員がおり、就職委員会及び

ゼミ担当教員とキャリアサポートセンターの職員が連携して学生の就職支援活動を行

っている。毎年、支援の一環としてキャリアサポートセンターによる短大生の適職把

握を目的とした適性検査が実施されている（備付資料 31 2021 年度 6 月実施「適性検

査一覧表」）。この適性検査結果によって学生一人一人の「基礎能力」「職種志向性」

「パーソナリティ」に関する特性を測定・評価できる。またこの結果をキャリアサポ

ートセンターとゼミ担当教員が共有することによって、担当教員は学生のキャリア支

援を行っている。 

 以上のように、本学は社会人基礎力テストや適性検査を通して職業教育の効果を測

定・評価し、その結果を基に職業教育の改善に取り組んでいる。 

 

 

 



2022 年度自己点検・評価報告書（基準Ⅰ・基準Ⅱ・基準Ⅲ） 城西短期大学   

45 

 

［区分 基準Ⅱ-A-5 学科・専攻課程ごとの入学者受入れの方針（アドミッション・

ポリシー）を明確に示している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 入学者受入れの方針は学習成果に対応している。  

（2） 学生募集要項に入学者受入れの方針を明確に示している。  

（3） 入学者受入れの方針は、入学前の学習成果の把握・評価を明確に示してい

る。 

（4） 入学者選抜の方法は、入学者受入れの方針に対応している。  

（5） 高大接続の観点により、多様な選抜についてそれぞれの選考基準を設定し

て、公正かつ適正に実施している。  

（6） 授業料、その他入学に必要な経費を明示している。  

（7） アドミッション・オフィス等を整備している。  

（8） 受験の問い合わせなどに対して適切に対応している。  

（9） 入学者受入れの方針を高等学校関係者の意見も聴取して定期的に点検してい

る。 

 

＜区分 基準Ⅱ-A-5 の現状＞ 

 

本学は、短期大学のアドミッション・ポリシー及びビジネス総合学科のアドミッシ

ョン・ポリシーを定め、本学ウェブサイト（備付資料 11 本学ウェブサイト 教育目

標・各種方針・ポリシー https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/）

に公表している。それらは、次の通りである。 

ビジネス総合学科のアドミッション・ポリシーは、基準Ⅱ-A-1 で述べた基本的学

習成果「自立した社会人として求められる人間力」及び専門的学習成果「職業人とし

て活躍できる幅広い教養と英語、情報、メディア、会計、販売・接客、事務処理など

ビジネス総合学科のアドミッション・ポリシー 

ビジネス総合学科は、社会における情報化・国際化のニーズにこたえられる実務処理能力

と、ビジネス・マインドを兼ね備えた人材育成を教育目標に掲げています。入学者の受け入

れは、以下に挙げる点を高校の成績や入学試験の結果を基に、総合的に評価します。  

・「人間力」養成という本学科の教育方針への理解と共感 

・ビジネス社会で必要とされるコンピュータ、英語、コミュニケーション能力等に対する積

極的な姿勢 

・将来の目標に対する意欲、表現力、判断力 

城西短期大学のアドミッション・ポリシー 

城西短期大学の建学の精神、ならびにその教育目標を理解すると同時に、本学の教育方針

に共感し、教育課程に積極的に取り組む姿勢をもつ人の入学を期待します。入学者の受け入

れは、以下に挙げる点に留意して多面的に評価します。 

・短期大学の教育目的に相応しい人材 

・基礎学力と専門教育に関する教科の理解度、ならびに人物の適性 

・学力だけでは計ることのできない能力や意欲、将来の可能性 

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
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のビジネススキル」に対応している。 

また、短期大学及びビジネス総合学科のアドミッション・ポリシーは本学ウェブサ

イトに公表するとともに、学生募集要項にも明示している（提出資料 7 学生募集要

項 2021 年度入学生用、及び提出資料 8 学生募集要項 2022 年度入学生用）。 

また、上記のアドミッション・ポリシーでは、高等学校の成績や入学試験の結果を

基に、入学前の学習成果について 3 つの観点についてその能力および姿勢について評

価すると定めている。以上のことから、アドミッション・ポリシーは入学前の学習成

果の把握・評価を明確に示している。 

入学者選抜の方法は、以下で述べるようにアドミッション・ポリシーに対応してい

る。短期大学のアドミッション・ポリシーの中で、選抜形態ごとに入学者選抜の方法

を定めており、募集要項（提出資料 8 学生募集要項 2022 年度入学生用）と本学ウ

ェブサイト（備付資料 11 本学ウェブサイト  教育目標・各種方針・ポリシー   

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/）に、次のように明示して

いる。 

 学校推薦型選抜では「総合的な資質や能力を評価」、総合型選抜では「学力検査で

は評価しがたい資質や能力を総合的に評価」、一般選抜・大学入学共通テスト利用選

抜・外国人留学生入学試験では「基礎学力及び応用力、理解力を評価」、転入学試験

学校推薦型選抜 

学校推薦型選抜は、本学の教育目的と求める人物像を理解し、その資質と能力を有する優

秀な人材に対して、本学独自の入学者選抜により広く門戸を開く入試制度です。本学で定め

る推薦基準を満たし、高等学校長から推薦される人を対象として、面接審査、書類審査によ

り選抜します。面接審査では本学への適性や入学後の目的意識などを評価します。書類審査

では、調査書や志願理由書を主とし、学習記録や課外活動、地域社会活動、取得資格など、

総合的な資質や能力を評価します。推薦を受ける高等学校は、本学において高等学校の教育

実績に基づき定めます。 

総合型選抜 

総合型選抜は、本学の教育目的と求める人物像を理解し、その資質と能力を有する個性的

な人材に対して、本学独自の入学者選抜により広く門戸を開く入試制度です。学力検査では

評価しがたい資質や能力を総合的に評価し、思考力、創造力に溢れる学習意欲の高い人材を

選抜します。面接審査と書類審査により、特技や能力、熱心に取り組んだ活動や研究、取得

資格、目的意識、学習意欲などを総合的かつ多面的に評価します。 

一般選抜 

一般選抜では、本学独自の学力検査を行います。学力検査では、本学へ入学した後の学習

内容に必要な基礎学力及び応用力、理解力を評価します。 

大学入学共通テスト利用選抜 

大学入学共通テスト利用選抜は、大学入学共通テストを受験した人を対象とし、本学独自

の学力検査は行いません。大学入学共通テストの結果で、本学へ入学後の学習内容に必要な

基礎学力及び応用力、理解力を評価します。 

（以下、省略） 

https://www.josai.ac.jp/about/information/policy/
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では「基礎学力及び応用力、理解力」と「本学への適性や入学後の学習意欲や目的意

識などを評価」すると明記されていることから、短期大学のアドミッション・ポリシ

ーで定めた能力のひとつである「学力だけでは計ることのできない能力や意欲、将来

の可能性」及び「基礎学力と専門教育に関する教科の理解度、ならびに人物の適性」

に対応している。以上のことから、本学の入学者選抜の方法はアドミッション・ポリ

シーに対応している。 

 本学は高大接続の観点により、多様な選抜についてそれぞれの選考基準を設定して、

公正かつ適正に実施している。以下でそれぞれの選抜方法について、具体的な選考基

準等を述べる。 

学校推薦型選抜 

 本学の入学者の約半数は 11 月以降に複数回実施している学校推薦型選抜入試の合

格者である。同試験入学者の多くは、高等学校での成績も良好であり、勉学や資格取

得に対する意欲が高く、短期大学卒業後の就職に対する意識も高い。同試験では、志

願票、推薦書、調査書等の出願書類をもとに、面接試験を行っている。 

一般選抜 

 出願書類は、志願票と調査書である。選考方法・選考基準は、A 日程においては 

外国語、国語、選択科目（地理歴史、公民、数学から１科目選択）のうち 1 科目以上

受験することを条件とし、得点の高い 1 科目で合否判定を行う。B 日程と C 日程にお

いては、外国語及び国語から同様に 1 科目以上受験することを条件とし、得点の高い

1 科目で合否判定を行う。 

総合型選抜 

出願書類は、志願票・志願理由書、資料（人物像が具体的にわかる活動記録、行動

計画書等）、課題レポート、調査書である。志願者に面接を行う。面接審査では、志

願理由や課題レポート、提出書類に基づいて審査を行う。A 日程は併願制・専願制、

B 日程は専願制、C 日程は併願制、D 日程は専願制となっている。同試験では、高等

学校の成績等にとらわれることなく、入学後の目標、勉学意欲や適性等の基準を設定

し、総合的に判断する。 

大学入学共通テスト利用選抜 

 出願書類は、志願票（大学入試センターから交付された「令和 4 共通テスト成績請

求票（私立大学・公私立短期大学用）」を志願票の所定欄に貼付）、志願票確認表、調

査書である。外国語、国語、地理歴史、公民、数学①、数学②の得点（各 100 点満点）

のうちの高得点の 1 科目を判定に使用し、本学独自の学力検査は課さない。 

上記以外に、本学では帰国生徒、社会人、外国人留学生（国内在住）を対象とした

特別入学試験と他の短期大学生を対象とする転入学試験を実施している。 

 いずれの入学試験においても選抜方法によって受験生に不公平が生じないよう、そ

れぞれの選考基準に沿った形で面接の質問内容等について事前に打ち合わせを行って

いる。また、入学試験終了後には入試判定教授会を開き、公正な合否判定を行ってい

る。特に、面接で気づいた留意点等については面接担当教員が入試判定教授会で報告

し、全教員が共有している。 

以上のことから、本学は多様な選抜についてそれぞれの選考基準を設定して、公正
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かつ適正に実施している。 

授業料、その他入学に必要な経費については、学生募集要項（提出資料 8 学生募

集要項 2022 年度入学生用）に明示するとともに、本学ウェブサイト（備付資料 32 

本学ウェブサイト 入試情報 https://admission.josai.ac.jp/examination/schol

arship/）に公表している。また、オープンキャンパス等でも説明を行っている。 

本学では、アドミッション・オフィスとして城西大学入試課（以下、入試課）が置

かれており、入試事務については、本学教員と短期大学事務室及び入試課職員が協働

で実施している。電話等による受験生からの問い合わせに対しても、入試課または短

期大学事務室が対応している。城西大学と合同の大学案内（提出資料 2 城西大学 大

学案内 [GUDE BOOK 2022]）は入試課が中心となり、城西大学の各学部及び本学教員

が該当するページの編集作業を行っている。また、本学が発行している短期大学案内

（提出資料 3 城西短期大学 大学案内 [SCHOOL GUIDE 2022]）については、入試委

員会が中心となり作成を行っている。 

また、入試委員会がスケジュールと各教員の担当表を作成し、高等学校訪問を毎年

実施している。埼玉県及び東京都内の在学生の出身高等学校を対象として全教員が分

担して実施している。訪問時に、短期大学の説明の際にアドミッション・ポリシー等

についても高等学校関係者に周知するよう努めている。各訪問先で聞かれた様々な意

見等は、全学共通の入試活動ウェブサイトである Data BRAIN（備付資料 33 外部ウ

ェブサイト Data BRAIN https://www.frompage.jp/telemail/CRA001S01.aspx）

に報告書としてアップロードされ、全教職員が学内外からオンラインで共有・点検で

きるようになっている。また教授会においても定期的に点検をするよう努めている。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-6 短期大学及び学科・専攻課程の学習成果は明確である。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 学習成果に具体性がある。  

（2） 学習成果は一定期間内で獲得可能である。  

（3） 学習成果は測定可能である。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-6 の現状＞ 

 

ビジネス総合学科は、基本的学習成果を「自立した社会人として求められる人間力」

と定めている。「人間力」という言葉には幅広い意味合いがあるが、本学が定める

「人間力」とは、具体的には①前に踏み出す力、②考える力、③協力する力、の 3 つ

に分けられ、具体性を持って表現されている。さらに、基準Ⅰ-B-3 の図 IB3-1 で示

したように、①前に踏み出す力（さまざまな事にチャレンジする力）、②考える力

（疑問を持って、自分で考える力）、③協力する力（仲間や友人と一緒に目標に向か

って協力する力）と分かりやすくイラスト化され説明されている。 

また、ビジネス総合学科は専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養

と、英語、情報、メディア、会計、販売・接客、事務処理等のビジネススキル」と具

https://admission.josai.ac.jp/examination/scholarship/
https://admission.josai.ac.jp/examination/scholarship/
https://www.frompage.jp/telemail/CRA001S01.aspx
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体的に定めている。 

さらに、上記の「人間力」及び「ビジネススキル」を授業科目ごとの学習成果に具

体化して定め、その詳細な内容をシラバスに明記している。以上のことから、短期大

学及びビジネス総合学科の学習成果は具体性がある。 

授業科目ごとに学習成果を具体的に表記し、その学習成果を獲得するために 15 回

の授業計画を立てていることからも、学生が授業に休まずに参加することで学習成果

は獲得可能であると考えられる。 

 従って、一定期間内で学習成果が獲得できるよう、本学では出席率重視の方針を掲

げ、学生便覧にも明記している。授業の三分の一以上を欠席した場合は期末試験の受

験資格を失うという規定である。そのため、学期開始後 5 週目頃に全授業科目の出席

状況調査（備付資料 34 出席状況調査表）を実施し、出席不良者については保護者に

早い時点で通知するとともに、ゼミナール担当教員が学生から出席不良の事情の聞き

取りと改善指導をしている。 

また「基本科目」はビジネス総合学科の根幹となる授業科目であると同時に、進級

条件や卒業条件に直接関わるため、同科目の欠席が 3 回になった時点でゼミナール担

当教員に通知し、事情の聞き取りと出席の促しを行っている。 

以上は退学防止策の一つでもあるが、学習成果を確実に獲得できるために、授業の

出席率を高めるために講じられている具体的な方策である。 

なお、留学生に対しては月ごとに出欠を調査し出席率を教授会で確認している。ま

た、学習成果の獲得を効率よく行うため、「基本科目」の「コミュニケーション基礎

英語 A～D」では、入学時に確認テストを行い、習熟度別にクラス分けを行っている。

この制度も、一定期間で学習成果の獲得をより確実にするためのものである。 

以上のことから、学習成果は一定期間内で獲得可能である。 

 学習成果の測定については、具体的な学習成果が授業科目ごとに定められているこ

とから、単位認定の状況で見ることができる。単位認定の状況は、備付資料 35 単位

認定の状況表で示されている。学習成果の査定となる単位認定は、シラバスに授業科

目ごとに目的・目標、学習成果と評価基準を明記している。さらに準備学習等の指示

も併記し学生の学習の手引きとしている。成績評価の方法については、期末試験、提

出課題、小テスト、授業貢献度、制作物等の評価の比率を、授業科目の特性に応じて

割合（％）で明示し、学生がどこに力を注げばよいかを把握できるようにしている。 

本学では GPA 制度を導入している。GPA の値は成績評価を数値化したものであり、

学期毎や学年毎までの GPA や入学からの通算の GPA を比較することで、学生の学習成

果を測定することができる。特にビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーには、

『「人間力」を養成するゼミナール』と明記されており、「基礎ゼミナール A、B」と

「ゼミナール A、B」の GPA の推移を見ることによって基本的学習成果を測定するこ

とが可能となっている。 

また、前述の通り、「基本科目」の「コミュニケーション基礎英語 A～D」では前期

の初めに確認テストを行って習熟度別にクラス分けを行っているが、後期の最後にも

同様のテストを行い、どの程度学習成果を獲得できたかを見ることによって専門的学

習成果を測定している。この測定結果は城西短期大学紀要に発表され、全教職員で共
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有されている。 

本学では授業アンケートを前期・後期の中頃に一回ずつ実施しているが、アンケー

ト結果を受けて教員は、学生の理解度や受講態度あるいは不満等を把握できるので、

授業の改善だけではなくひとつの学習成果測定方法としても機能している。 

さらに、本学には資格取得に関係した授業科目（それに関連する資格）として、

「簿記原理」、「会計学基礎」、「簿記演習Ⅰ、Ⅱ」等（日商簿記 2 級・3 級）、「販売管

理基礎」、「マーケティング基礎」等（日商販売士 3 級）、「公認会計士入門Ⅰ～Ⅳ」、

「資格英語Ⅰ～Ⅳ」等（TOEIC）がある。これらの資格取得状況を見ることによって

も学習成果を測定することができる。 

進級・卒業の状況を見ることによっても測定が可能である。令和 3（2021）年度の

進級状況は、進級判定対象者 92 名中、進級可能者は 87 名であった。卒業状況につい

ては、卒業対象者 133 名中、卒業決定者は 128 名であった。同様に、編入・進学の状

況も測定材料になる。本学には同一法人の城西大学（経済学部、経営学部、現代政策

学部）と城西国際大学（経営情報学部、メディア学部等）への編入制度がある。令和

3（2021）年度は、城西大学経済学部 11 名、同経営学部 18 名、同現代政策学部 1 名、

城西国際大学経営情報学部 3 名の編入学者がいた。 

さらに、1 年配当科目で選択科目の 1 つに「インターンシップⅠ、Ⅱ」があり、川

越市役所、坂戸市役所などの自治体や企業などの就業体験場所で自分の力を試すため

にインターンシップを行っている。実習期間中に教員が挨拶に出向いた折りに人事課

員等から学生の実習状況について聞き取りを行っている。実習中は学生と実習先の担

当者が日誌（備付資料 36 インターンシップ日誌）をつけており、実習終了後に総合

評価を行っている。同日誌に「本学への助言等」という欄があり、その助言も参考に

して、学習成果の測定に活用している。しかしながら、2020 年度、2021 年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響で、インターンシップは中止となった。 

また、基準Ⅱ-A-3 で述べた「社会人基礎力テスト」でも、学習成果を測定してい

る。特に複数回の受検により、学習成果の推移・変化を知ることができている。 

 以上のことから、本学では、単位認定の状況、GPA の推移、資格取得状況、進級・

卒業の状況、編入・進学の状況等の結果を利用して学習成果を測定している。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-7 学習成果の獲得状況を量的・質的データを用いて測定する仕組

みをもっている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） GPA 分布、単位取得率、学位取得率、資格試験や国家試験の合格率、学生

の業績の集積（ポートフォリオ）、ルーブリック分布などを活用している。  

（2） 学生調査や学生による自己評価、同窓生への調査、インターンシップや留学

などへの参加率、大学編入学率、在籍率、卒業率、就職率などを活用してい

る。 

（3） 学習成果を量的・質的データに基づき評価し、公表している。  
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＜区分 基準Ⅱ-A-7 の現状＞ 

 

本学では、GPA による評価及び GPA 分布を成績評価のほか、特待生（奨学生）の

選出や教員間の成績評価格差の是正に活用している。 

本学には第一種特待生（1 年生対象）と第二種特待生（2 年生対象）の制度がある。

2021 年度においてもこの奨学金授与候補者を選出する際には、半期ごとに作成され

た GPA 一覧を活用して、第一種特待生（1 年生対象）と第二種特待生（2 年生対象）

候補を選出した（備付資料 37 2021 年度教授会資料）。2021 年度卒業生の GPA 分布

は、表ⅡA7-1 の通りである。 

各学期末には成績の総点を 100 点として、4 段階の合格評価（90 点以上 S、80 点

以上 A、70 点以上 B、60 点以上）と、この他に F 評価（不合格だが再試験の権利が

ある）、T 評価（正当な理由により定期試験が受けられず、追試験の権利がある）、Z

評価（主に出席不良が原因で受験資格がない）で評価している。教員による単位認

定方法に極端な差が生まれないように、GPA 分布を確認したうえで、最終評価の割

合に格差がないかについても点検している。 

 

表ⅡA7-1 2020 年度生の GPA 分布 

  入学～卒業 
2020 年度

前期 

2020 年度

後期 

2021 年度

前期 

2021 年度

後期 

4(以上) 0 0 0 0 3 

3 以上 4 未満 38 49 46 39 41 

2 以上 3 未満 69 54 61 65 51 

1 以上 2 未満 15 16 14 17 23 

1 未満 0 3 1 1 4 

GPA 平均値 

坂戸キャンパス 2.69 2.63 2.71 2.73 2.61 

紀尾井町キャンパス 2.61 2.73 2.57 2.62 2.47 

留学生 2.38 2.77 2.65 2.13 2.09 

全体 2.62 2.66 2.67 2.63 2.52 

 

単位取得率は、キャンパス間の授業難易度の格差是正等に活用している。2021 年

度卒業生の単位取得率の状況は、表ⅡA7-2 の通りである。2021 年度卒業生 128 人

の中には、2020 年度入学生 122 人、2019 年度入学生 4 人、2018 年入学生 2 人が含

まれている 

単位取得率についてのキャンパス間の比較検討だけでなく、学習成果についてもキ

ャンパス間の比較検討をしている。具体的には、2 つのキャンパスで同じ授業科目を

担当する教員を対象にして、授業の成績評価の GPA 平均値の比較と、授業アンケート

結果の中で両キャンパスの差異がみられた設問についての調査を行って、比較分析が

行われた。2021 年度の「学習成果に対するキャンパス間の比較結果」については、

2022 年度第 1 回 FD 研修会（備付資料 38 2022 年度第 1 回 FD 研修会資料）で報告

されており、2 つのキャンパスで学習成果には大きな差異がないことが確認されてい

る。 
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また、教務委員会は毎年、単位取得率と学習成果を参考にしながら次年度に開講

する科目の最適化に向けて検討を行い、教授会に提案している。2021 年度に、「専

門科目」および「関連科目」から 19 科目を廃止した。具体的には、「専門科目」か

ら「公認会計士入門Ⅲ」、「公認会計士入門Ⅳ」を廃止した。「関連科目」からは「文

章表現入門」、「ハンガリー語ⅠA」、「ハンガリー語ⅠB」、「チェコ語ⅠA」、「チェコ語

ⅠB」、「ポーランド語ⅠA」、「ポーランド語ⅠB」、「English Communication ⅢA」、

「English Communication ⅢB」、「資格英語ⅢA」、「資格英語ⅢB」、「資格英語ⅣA」、

「資格英語ⅣB」、さらに、数年にわたり開講されてこなかった「Academic Skills」、

「Literacy」、「Area Studies」、「Comparative Culture」を廃止した。 

 

表 ⅡA7-2  単位認定の状況表（2021 年度卒業生） 

系 
列 

ユ
ニ
ッ
ト 

授業科目名 

坂戸 紀尾井町 全体 

履修
者数 

最終評価（％） 

履修
者数 

最終評価（％） 

履修
者数 

最終評価（％）   

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 
不
可 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 不可 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 
不
可 

基
本 

コ
ア 

基礎ゼミナールＡ 104 2 7. 9  5 8. 7  8 .7  1 .9  2 .9  2 7  0 .0  9 6. 3  3 .7  0 .0  0 .0  1 31  2 2. 1  6 6. 4  7 .6  1 .5  2 .3  

基礎ゼミナールＢ 103 3 5. 0  5 0. 5  1 1. 7  1 .0  1 .9  2 7  2 2. 2  6 6. 7  7 .4  3 .7  0 .0  1 30  3 2. 3  5 3. 8  1 0. 8  1 .5  1 .5  

ゼミナール A 105 2 7. 6  5 9. 0  1 2. 4  1 .0  0 .0  2 3  4 .3  7 3. 9  2 1. 7  0 .0  0 .0  1 28  2 3. 4  6 1. 7  1 4. 1  0 .8  0 .0  

ゼミナール B 105 3 2. 4  5 3. 3  1 2. 4  1 .9  0 .0  2 3  1 3. 0  6 9. 6  1 7. 4  0 .0  0 .0  1 28  2 8. 9  5 6. 3  1 3. 3  1 .6  0 .0  

コミュニケーション基礎英語Ａ 98 3 6. 7  3 0. 6  8 .2  1 9. 4  5 .1  1 7  2 3. 5  1 1. 8  3 5. 3  1 1. 8  1 7. 6  1 15  3 4. 8  2 7. 8  1 2. 2  1 8. 3  7 .0  

コミュニケーション基礎英語Ｂ 82 2 3. 2  4 6. 3  2 0. 7  8 .5  1 .2  2 8  7 .1  3 2. 1  3 9. 3  1 4. 3  7 .1  1 10  1 9. 1  4 2. 7  2 5. 5  1 0. 0  2 .7  

コミュニケーション基礎英語Ｃ 91 4 .4  2 9. 7  2 2. 0  3 3. 0  1 1. 0  2 9  2 0. 7  1 3. 8  2 0. 7  3 4. 5  1 0. 3  1 20  8 .3  2 5. 8  2 1. 7  3 3. 3  1 0. 8  

コミュニケーション基礎英語Ｄ 85 4 5. 9  1 7. 6  1 7. 6  1 2. 9  5 .9  2 6  1 5. 4  3 0. 8  2 3. 1  3 0. 8  0 .0  1 11  3 8. 7  2 0. 7  1 8. 9  1 7. 1  4 .5  

日本語ⅠA 18 1 1. 1  5 0. 0  3 3. 3  5 .6  0 .0        1 8  1 1. 1  5 0. 0  3 3. 3  5 .6  0 .0  

日本語ⅠB 18 1 6. 7  1 6. 7  4 4. 4  2 2. 2  0 .0        1 8  1 6. 7  1 6. 7  4 4. 4  2 2. 2  0 .0  

日本語ⅡA 18 3 3. 3  4 4. 4  1 6. 7  5 .6  0 .0        1 8  3 3. 3  4 4. 4  1 6. 7  5 .6  0 .0  

日本語ⅡB 18 0 .0  8 3. 3  5 .6  1 1. 1  0 .0        1 8  0 .0  8 3. 3  5 .6  1 1. 1  0 .0  

専
門 

コンピュータ演習Ⅰ 96 3 0. 2  4 0. 6  1 6. 7  7 .3  5 .2  2 3  1 3. 0  3 9. 1  1 3. 0  3 0. 4  4 .3  1 19  2 6. 9  4 0. 3  1 6. 0  1 1. 8  5 .0  

コンピュータ演習Ⅱ 81 3 2. 1  2 3. 5  1 6. 0  2 3. 5  4 .9  2 6  0 .0  3 0. 8  1 9. 2  1 9. 2  3 0. 8  1 07  2 4. 3  2 5. 2  1 6. 8  2 2. 4  1 1. 2  

経営学基礎Ⅰ 104 8 .7  2 2. 1  3 7. 5  2 8. 8  2 .9  2 9  3 .4  3 1. 0  3 4. 5  2 4. 1  6 .9  1 33  7 .5  2 4. 1  3 6. 8  2 7. 8  3 .8  

経営学基礎Ⅱ 103 1 2. 6  5 3. 4  1 4. 6  1 7. 5  1 .9  2 8  7 .1  3 5. 7  2 1. 4  3 2. 1  3 .6  1 31  1 1. 5  4 9. 6  1 6. 0  2 0. 6  2 .3  

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト 

キャリア・デザイン 59 0 .0  6 4. 4  2 8. 8  3 .4  3 .4  2 0  0 .0  8 5. 0  1 0. 0  5 .0  0 .0  7 9  0 .0  6 9. 6  2 4. 1  3 .8  2 .5  

ビジネス特別講義 57 0 .0  8 2. 5  1 2. 3  1 .8  3 .5  2 4  0 .0  6 6. 7  2 9. 2  0 .0  4 .2  8 1  0 .0  7 7. 8  1 7. 3  1 .2  3 .7  

インターンシップⅡ 53 7 .5  1 8. 9  3 0. 2  3 9. 6  3 .8  1 4  0 .0  7 .1  5 0. 0  4 2. 9  0 .0  6 7  6 .0  1 6. 4  3 4. 3  4 0. 3  3 .0  

プレゼンテーション演習 22 0 .0  5 4. 5  4 5. 5  0 .0  0 .0  1 2  0 .0  4 1. 7  5 8. 3  0 .0  0 .0  3 4  0 .0  5 0. 0  5 0. 0  0 .0  0 .0  

ビジネスコミュニケーションⅡ 59 1 0. 2  2 0. 3  2 5. 4  4 0. 7  3 .4  2 2  9 .1  4 .5  3 6. 4  4 5. 5  4 .5  8 1  9 .9  1 6. 0  2 8. 4  4 2. 0  3 .7  

経済学基礎Ⅰ 47 1 4. 9  2 3. 4  2 1. 3  2 7. 7  1 2. 8        4 7  1 4. 9  2 3. 4  2 1. 3  2 7. 7  1 2. 8  

経済学基礎Ⅱ 50 1 6. 0  3 0. 0  2 2. 0  2 0. 0  1 2. 0        5 0  1 6. 0  3 0. 0  2 2. 0  2 0. 0  1 2. 0  

会
計
ユ
ニ
ッ
ト 

簿記原理 25 8 .0  2 4. 0  2 4. 0  3 6. 0  8 .0  0       2 5  8 .0  2 4. 0  2 4. 0  3 6. 0  8 .0  

会計学基礎 36 1 1. 1  1 6. 7  1 3. 9  4 7. 2  1 1. 1  1 8  5 .6  1 6. 7  2 2. 2  4 4. 4  1 1. 1  5 4  9 .3  1 6. 7  1 6. 7  4 6. 3  1 1. 1  

簿記演習Ⅰ 17 2 3. 5  1 1. 8  1 7. 6  3 5. 3  1 1. 8  1 3  0 .0  7 .7  4 6. 2  3 8. 5  7 .7  3 0  1 3. 3  1 0. 0  3 0. 0  3 6. 7  1 0. 0  

簿記演習Ⅱ 12 2 5. 0  0 .0  2 5. 0  2 5. 0  2 5. 0  7  1 4. 3  0 .0  2 8. 6  5 7. 1  0 .0  1 9  2 1. 1  0 .0  2 6. 3  3 6. 8  1 5. 8  

経営財務論 18 0 .0  1 6. 7  7 2. 2  1 1. 1  0 .0  0       1 8  0 .0  1 6. 7  7 2. 2  1 1. 1  0 .0  

経営分析論 38 4 4. 7  7 .9  1 5. 8  1 5. 8  1 5. 8  0       3 8  4 4. 7  7 .9  1 5. 8  1 5. 8  1 5. 8  

公認会計士入門Ⅰ 1 0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0       1  0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  

公認会計士入門Ⅱ 1 0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0       1  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  

公認会計士入門Ⅲ 0      0       0       

公認会計士入門Ⅳ 0      0       0       

販 

売
・
接 

客 

マーケティング基礎Ⅰ 84 5 8. 3  1 5. 5  8 .3  1 3. 1  4 .8  2 2  5 0. 0  2 7. 3  1 8. 2  4 .5  0 .0  1 06  5 6. 6  1 7. 9  1 0. 4  1 1. 3  3 .8  

マーケティング基礎Ⅱ 72 4 7. 2  2 3. 6  1 6. 7  1 .4  1 1. 1  1 3  4 6. 2  1 5. 4  3 0. 8  0 .0  7 .7  8 5  4 7. 1  2 2. 4  1 8. 8  1 .2  1 0. 6  

心理学基礎 28 2 5. 0  2 8. 6  1 7. 9  2 5. 0  3 .6        2 8  2 5. 0  2 8. 6  1 7. 9  2 5. 0  3 .6  

接客英語Ⅰ(ＣＲ英語) 62 3 0. 6  5 1. 6  1 2. 9  4 .8  0 .0  1 2  1 6. 7  4 1. 7  4 1. 7  0 .0  0 .0  7 4  2 8. 4  5 0. 0  1 7. 6  4 .1  0 .0  

接客英語Ⅱ(ＣＲ英語) 57 3 1. 6  2 9. 8  2 8. 1  5 .3  5 .3  1 5  2 6. 7  4 0. 0  1 3. 3  1 3. 3  6 .7  7 2  3 0. 6  3 1. 9  2 5. 0  6 .9  5 .6  

産業心理学 52 7 .7  5 0. 0  2 5. 0  1 5. 4  1 .9  1 7  1 7. 6  3 5. 3  3 5. 3  1 1. 8  0 .0  6 9  1 0. 1  4 6. 4  2 7. 5  1 4. 5  1 .4  

情 

報 

初級プログラミング演習 58 1 .7  5 5. 2  1 9. 0  1 7. 2  6 .9  2 2  9 .1  3 6. 4  2 2. 7  1 8. 2  1 3. 6  8 0  3 .8  5 0. 0  2 0. 0  1 7. 5  8 .8  

中級プログラミング演習 46 0 .0  5 8. 7  1 5. 2  1 3. 0  1 3. 0  1 5  6 .7  2 6. 7  4 6. 7  6 .7  1 3. 3  6 1  1 .6  5 0. 8  2 3. 0  1 1. 5  1 3. 1  

情報処理基礎 32 3 .1  5 6. 3  1 5. 6  2 1. 9  3 .1  1 4  0 .0  5 0. 0  1 4. 3  3 5. 7  0 .0  4 6  2 .2  5 4. 3  1 5. 2  2 6. 1  2 .2  

経営プログラミング演習 25 8 .0  3 6. 0  3 6. 0  1 6. 0  4 .0  1 1  9 .1  2 7. 3  2 7. 3  3 6. 4  0 .0  3 6  8 .3  3 3. 3  3 3. 3  2 2. 2  2 .8  

ビジネス ･コンピューティング
演習 

27 1 1. 1  6 6. 7  1 8. 5  3 .7  0 .0  1 4  7 .1  5 0. 0  2 1. 4  2 1. 4  0 .0  4 1  9 .8  6 1. 0  1 9. 5  9 .8  0 .0  

コンピュータ会計 1 0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0       1  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ

イ
ン 

メディア文化論 47 4 .3  2 7. 7  5 5. 3  1 2. 8  0 .0  1 8  1 1. 1  3 8. 9  3 8. 9  5 .6  5 .6  6 5  6 .2  3 0. 8  5 0. 8  1 0. 8  1 .5  

デザインの基礎 16 6 .3  4 3. 8  4 3. 8  6 .3  0 .0  4  0 .0  2 5. 0  5 0. 0  0 .0  2 5. 0  2 0  5 .0  4 0. 0  4 5. 0  5 .0  5 .0  

デザイン演習 16 6 .3  4 3. 8  4 3. 8  6 .3  0 .0  4  0 .0  2 5. 0  5 0. 0  0 .0  2 5. 0  2 0  5 .0  4 0. 0  4 5. 0  5 .0  5 .0  

映像制作の基礎 10 1 0. 0  6 0. 0  1 0. 0  1 0. 0  1 0. 0  4  0 .0  2 5. 0  5 0. 0  2 5. 0  0 .0  1 4  7 .1  5 0. 0  2 1. 4  1 4. 3  7 .1  

映像制作演習 10 1 0. 0  6 0. 0  1 0. 0  1 0. 0  1 0. 0  4  0 .0  5 0. 0  2 5. 0  2 5. 0  0 .0  1 4  7 .1  5 7. 1  1 4. 3  1 4. 3  7 .1  

ホテル・観光 ホテルビジネス入門 52 6 1. 5  1 3. 5  7 .7  1 3. 5  3 .8  1 6  6 .3  3 7. 5  1 2. 5  4 3. 8  0 .0  6 8  4 8. 5  1 9. 1  8 .8  2 0. 6  2 .9  
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ホスピタリティーサービス 57 5 7. 9  8 .8  1 2. 3  1 4. 0  7 .0  1 4  7 .1  2 1. 4  2 8. 6  4 2. 9  0 .0  7 1  4 7. 9  1 1. 3  1 5. 5  1 9. 7  5 .6  

地域連携Ⅰ 62 2 2. 6  2 4. 2  4 3. 5  9 .7  0 .0        6 2  2 2. 6  2 4. 2  4 3. 5  9 .7  0 .0  

地域連携Ⅱ 78 3 0. 8  4 7. 4  1 2. 8  6 .4  2 .6        7 8  3 0. 8  4 7. 4  1 2. 8  6 .4  2 .6  

地域連携Ⅲ（まちづくり） 10 5 0. 0  4 0. 0  0 .0  0 .0  1 0. 0        1 0  5 0. 0  4 0. 0  0 .0  0 .0  1 0. 0  

地域連携Ⅳ（まちづくり） 20 7 5. 0  0 .0  0 .0  0 .0  2 5. 0        2 0  7 5. 0  0 .0  0 .0  0 .0  2 5. 0  

留
学
生 

日本語Ⅲ 18 3 8. 9  2 7. 8  1 6. 7  1 6. 7  0 .0        1 8  3 8. 9  2 7. 8  1 6. 7  1 6. 7  0 .0  

日本語Ⅳ 19 1 5. 8  4 7. 4  1 5. 8  1 5. 8  5 .3        1 9  1 5. 8  4 7. 4  1 5. 8  1 5. 8  5 .3  

日本語Ⅴ 18 2 2. 2  3 8. 9  2 7. 8  1 1. 1  0 .0        1 8  2 2. 2  3 8. 9  2 7. 8  1 1. 1  0 .0  

日本語Ⅵ 18 5 .6  5 5. 6  2 7. 8  1 1. 1  0 .0        1 8  5 .6  5 5. 6  2 7. 8  1 1. 1  0 .0  

日本語Ⅶ 7 1 4. 3  4 2. 9  2 8. 6  1 4. 3  0 .0        7  1 4. 3  4 2. 9  2 8. 6  1 4. 3  0 .0  

日本語Ⅷ 6 1 6. 7  1 6. 7  5 0. 0  1 6. 7  0 .0        6  1 6. 7  1 6. 7  5 0. 0  1 6. 7  0 .0  

関
連 

基
礎
教
養 

現代社会と法Ⅰ(日本国憲法） 41 2 4. 4  2 9. 3  1 7. 1  2 2. 0  7 .3        4 1  2 4. 4  2 9. 3  1 7. 1  2 2. 0  7 .3  

現代社会と法Ⅱ(国際法含む） 40 5 .0  1 2. 5  2 0. 0  4 0. 0  2 2. 5        4 0  5 .0  1 2. 5  2 0. 0  4 0. 0  2 2. 5  

社会学Ⅰ       1 6  0 .0  4 3. 8  3 7. 5  1 2. 5  6 .3  1 6  0 .0  4 3. 8  3 7. 5  1 2. 5  6 .3  

社会学Ⅱ       1 5  0 .0  4 6. 7  4 6. 7  6 .7  0 .0  1 5  0 .0  4 6. 7  4 6. 7  6 .7  0 .0  

数学入門Ⅰ 28 3 .6  2 5. 0  5 7. 1  1 4. 3  0 .0  2  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  3 0  3 .3  2 3. 3  6 0. 0  1 3. 3  0 .0  

数学入門Ⅱ 21 0 .0  2 3. 8  3 3. 3  3 3. 3  9 .5  6  0 .0  3 3. 3  3 3. 3  0 .0  3 3. 3  2 7  0 .0  2 5. 9  3 3. 3  2 5. 9  1 4. 8  

スポーツ科学Ⅰ 45 1 3. 3  5 1. 1  2 4. 4  1 1. 1  0 .0        4 5  1 3. 3  5 1. 1  2 4. 4  1 1. 1  0 .0  

スポーツ科学Ⅱ 43 2 7. 9  5 1. 2  7 .0  7 .0  7 .0        4 3  2 7. 9  5 1. 2  7 .0  7 .0  7 .0  

文章表現入門 26 1 1. 5  5 7. 7  2 3. 1  0 .0  7 .7  6  5 0. 0  3 3. 3  1 6. 7  0 .0  0 .0  3 2  1 8. 8  5 3. 1  2 1. 9  0 .0  6 .3  

文字クリニックⅠ 49 2 6. 5  4 0. 8  2 4. 5  8 .2  0 .0  1 9  5 7. 9  1 5. 8  2 1. 1  5 .3  0 .0  6 8  3 5. 3  3 3. 8  2 3. 5  7 .4  0 .0  

文字クリニックⅡ 34 2 9. 4  5 0. 0  1 4. 7  2 .9  2 .9  9  4 4. 4  1 1. 1  3 3. 3  1 1. 1  0 .0  4 3  3 2. 6  4 1. 9  1 8. 6  4 .7  2 .3  

ジェンダー論Ⅰ 69 2 9. 0  3 3. 3  1 3. 0  2 4. 6  0 .0  1 4  7 1. 4  2 8. 6  0 .0  0 .0  0 .0  8 3  3 6. 1  3 2. 5  1 0. 8  2 0. 5  0 .0  

ジェンダー論Ⅱ       3  6 6. 7  3 3. 3  0 .0  0 .0  0 .0  3  6 6. 7  3 3. 3  0 .0  0 .0  0 .0  

国 

際 

教 

養 

世界の中の日本 47 2 7. 7  3 4. 0  2 1. 3  6 .4  1 0. 6        4 7  2 7. 7  3 4. 0  2 1. 3  6 .4  1 0. 6  

日本文化研修Ⅰ 63 2 5. 4  4 2. 9  2 8. 6  3 .2  0 .0        6 3  2 5. 4  4 2. 9  2 8. 6  3 .2  0 .0  

日本文化研修Ⅱ 40 2 5. 0  3 0. 0  3 7. 5  7 .5  0 .0        4 0  2 5. 0  3 0. 0  3 7. 5  7 .5  0 .0  

異文化間コミュニケーション 50 0 .0  5 0. 0  3 4. 0  2 .0  1 4. 0        5 0  0 .0  5 0. 0  3 4. 0  2 .0  1 4. 0  

日本事情Ⅰ（留学生対象科目） 18 0 .0  1 6. 7  6 1. 1  2 2. 2  0 .0        1 8  0 .0  1 6. 7  6 1. 1  2 2. 2  0 .0  

日本事情Ⅱ（留学生対象科目） 18 0 .0  2 7. 8  5 5. 6  1 1. 1  5 .6        1 8  0 .0  2 7. 8  5 5. 6  1 1. 1  5 .6  

英会話Ⅰ 10 2 0. 0  1 0. 0  3 0. 0  4 0. 0  0 .0  0       1 0  2 0. 0  1 0. 0  3 0. 0  4 0. 0  0 .0  

英会話Ⅱ 9 4 4. 4  0 .0  3 3. 3  2 2. 2  0 .0  0       9  4 4. 4  0 .0  3 3. 3  2 2. 2  0 .0  

English CommunicationⅠA 19 5 .3  4 7. 4  3 1. 6  1 0. 5  5 .3  2 1  2 3. 8  5 2. 4  1 9. 0  4 .8  0 .0  4 0  1 5. 0  5 0. 0  2 5. 0  7 .5  2 .5  

English CommunicationⅠB 16 1 2. 5  2 5. 0  2 5. 0  1 8. 8  1 8. 8  2 0  3 5. 0  3 0. 0  2 5. 0  0 .0  1 0. 0  3 6  2 5. 0  2 7. 8  2 5. 0  8 .3  1 3. 9  

English CommunicationⅡA 1 1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0       1  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  

English CommunicationⅡB 1 1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0       1  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  

English CommunicationⅢA 1 1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0       1  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  

English CommunicationⅢB 1 1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0       1  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  

資格英語ⅠA 17 5 .9  5 .9  5 2. 9  2 9. 4  5 .9  1 1  9 .1  2 7. 3  5 4. 5  9 .1  0 .0  2 8  7 .1  1 4. 3  5 3. 6  2 1. 4  3 .6  

資格英語ⅠB 15 2 0. 0  2 6. 7  2 0. 0  2 6. 7  6 .7  1 1  1 8. 2  3 6. 4  2 7. 3  9 .1  9 .1  2 6  1 9. 2  3 0. 8  2 3. 1  1 9. 2  7 .7  

資格英語ⅡA 4 5 0. 0  5 0. 0  0 .0  0 .0  0 .0  1 4  1 4. 3  3 5. 7  0 .0  4 2. 9  7 .1  1 8  2 2. 2  3 8. 9  0 .0  3 3. 3  5 .6  

資格英語ⅡB 3 3 3. 3  0 .0  0 .0  3 3. 3  3 3. 3  1 5  3 3. 3  6 .7  6 .7  4 6. 7  6 .7  1 8  3 3. 3  5 .6  5 .6  4 4. 4  1 1. 1  

資格英語ⅢA 1 0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0        1  0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  

資格英語ⅢB 0            0       

資格英語ⅣA 0            0       

資格英語ⅣB 0            0       

中国語ⅠＡ 31 5 1. 6  3 .2  1 6. 1  9 .7  1 9. 4  1 0  1 0. 0  2 0. 0  2 0. 0  4 0. 0  1 0. 0  4 1  4 1. 5  7 .3  1 7. 1  1 7. 1  1 7. 1  

中国語ⅠＢ 24 5 4. 2  1 6. 7  4 .2  4 .2  2 0. 8  9  2 2. 2  0 .0  2 2. 2  4 4. 4  1 1. 1  3 3  4 5. 5  1 2. 1  9 .1  1 5. 2  1 8. 2  

スペイン語ⅠA 45 5 1. 1  8 .9  8 .9  8 .9  2 2. 2        4 5  5 1. 1  8 .9  8 .9  8 .9  2 2. 2  

スペイン語ⅠB 40 5 2. 5  1 5. 0  1 2. 5  1 7. 5  2 .5        4 0  5 2. 5  1 5. 0  1 2. 5  1 7. 5  2 .5  

フランス語ⅠA 28 5 0. 0  1 7. 9  1 7. 9  1 4. 3  0 .0  1  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  2 9  5 1. 7  1 7. 2  1 7. 2  1 3. 8  0 .0  

フランス語ⅠB 25 5 2. 0  8 .0  2 8. 0  1 2. 0  0 .0  1  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  2 6  5 0. 0  1 1. 5  2 6. 9  1 1. 5  0 .0  

ドイツ語ⅠA 8 6 2. 5  0 .0  2 5. 0  1 2. 5  0 .0  1  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  0 .0  9  5 5. 6  1 1. 1  2 2. 2  1 1. 1  0 .0  

ドイツ語ⅠＢ 4 5 0. 0  0 .0  2 5. 0  2 5. 0  0 .0  1  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  0 .0  5  4 0. 0  0 .0  4 0. 0  2 0. 0  0 .0  

韓国語ⅠA 95 5 0. 5  5 .3  7 .4  9 .5  2 7. 4        9 5  5 0. 5  5 .3  7 .4  9 .5  2 7. 4  

韓国語ⅠB 85 5 0. 6  8 .2  1 0. 6  7 .1  2 3. 5        8 5  5 0. 6  8 .2  1 0. 6  7 .1  2 3. 5  

ハンガリー語ⅠA 4 5 0. 0  0 .0  0 .0  5 0. 0  0 .0        4  5 0. 0  0 .0  0 .0  5 0. 0  0 .0  

ハンガリー語ⅠB 2 5 0. 0  0 .0  5 0. 0  0 .0  0 .0        2  5 0. 0  0 .0  5 0. 0  0 .0  0 .0  

チェコ語ⅠA 4 5 0. 0  0 .0  0 .0  2 5. 0  2 5. 0        4  5 0. 0  0 .0  0 .0  2 5. 0  2 5. 0  

チェコ語ⅠB 4 5 0. 0  0 .0  0 .0  0 .0  5 0. 0        4  5 0. 0  0 .0  0 .0  0 .0  5 0. 0  

ポーランド語ⅠA 2 5 0. 0  0 .0  5 0. 0  0 .0  0 .0        2  5 0. 0  0 .0  5 0. 0  0 .0  0 .0  

ポーランド語ⅠB 4 5 0. 0  0 .0  2 5. 0  2 5. 0  0 .0        4  5 0. 0  0 .0  0 .0  2 5. 0  0 .0  

元基本
（コ

ア）科
目 

基本演習Ａ 7 0 .0  1 4. 3  1 4. 3  2 8. 6  4 2. 9  2  0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  9  0 .0  1 1. 1  1 1. 1  4 4. 4  3 3. 3  

基本演習Ｂ 9 1 1. 1  0 .0  2 2. 2  1 1. 1  5 5. 6  2  0 .0  0 .0  0 .0  1 00 . 0  0 .0  1 1  9 .1  0 .0  1 8. 2  2 7. 3  4 5. 5  

⋆開講しなかった科目は含まれていない。 

 

各種資格試験の合格率は、キャリアサポートセンターによって毎年確認され、授

業内容の改善・工夫等に活用している。本学には、基準Ⅱ-A-6 でも述べたように、

簿記や販売士、TOEIC などの資格取得に関係した授業科目を開設している。また、

キャリアサポートセンターが主催する資格取得支援を目的とした講座として、商簿

記講座 2 級・3 級、秘書検定 2 級・3 級、MOS（Microsoft Office Specialist）
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検定講座等が開設されている。2021 年度のキャリアサポートセンター講座受講者の

各種資格合格者の状況は、表ⅡA7-3 のとおりである。キャリアサポートセンターと

ゼミナール担当教員が情報を共有して、学生に対して講座受講を奨励しているが、

受講料を支払って受講する学生が少ないのが現状である。そのため、上述の資格取

得に関係した授業科目を担当する教員は、授業をとおして資格取得につながる能力

を高められるように教授内容や教授方法を工夫している。 

 

表 ⅡA7-3 2021 年度資格試験受験状況 

講座名 受講者数 受験者数 合格者数 不合格者数 

[前期]日商簿記検定 3 級対策講座（6 月試験） 1 1 0 1 

[後期]Microsoft Office Specialist Word 講座 1 1 1 0 

[後期]日商簿記検定 2 級対策講座（2 月試験） 2 0 0 0 

[春休み] Microsoft Office Specialist Excel 講座 1 1 1 0 

 

学生の業績の集積（ポートフォリオ）については、ゼミナール担当教員が城西大学

および短期大学が導入している Teams の諸機能を用いて、受講生自身が学習プロセス

や課題達成状況を確認できるようにしている事例がある（備付資料 28  城西短期大

学紀要 第 39 巻 第 1 号、及び本学ウェブサイト https://libir.josai.ac.jp/cont

ents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm）。また、主に就職希望者を対象とした「ビ

ジネス特別講義」科目においては、学生の学習プロセスやその成果が確認できる資料

が用いられている。 

以上のように、本学では学習成果の獲得状況を測定する仕組みとして、GPA 分布、

単位取得率、学位取得率、資格試験の合格率、ポートフォリオなどを活用している。 

学生調査については基準Ⅰ-C-2 で述べたように、毎年 3 月に卒業時アンケートを

実施している。設問は全 11 項目である。設問の具体的内容は、「設問 4.本学での学

びを通して、以下に示す資質がどれくらい身についたと思いますか」、「設問 5. 本学

での学びを通した人間としての成長において、役立ったものは何ですか」、「設問 7.

就職や卒業後の進路選択において、教員・職員からのサポートは満足できるものでし

たか」、「設問 8.本学での学生生活は満足できるものでしたが」、「設問 11.本学への

意見・要望・期待などを自由に記入してください」などである。特に設問 4 は、デ

ィプロマ・ポリシーで定めた学習成果の獲得についての質問である。 

卒業時アンケートは、本学での 2 年間の学びの直後に行うアンケート調査であるた

め、アンケート結果を学習成果の点検等に活用している。「2021 年度卒業時アンケー

トの集計結果」については、2022 年度第 1 回 FD 研修会（備付資料 38 2022 年度第

1 回 FD 研修会資料）で報告された。短期大学卒業生数 137 人のうち回答者数は 43

人で、回答率が 27.7％と低いものの、本学がディプロマ・ポリシーの中で身につけ

るべき能力（学習成果）として示している「人間力」（前に踏み出す力、考える力、

協力する力）、「幅広い教養、専門的能力」（ビジネススキル）などは概ね達成できて

いることが確認された。そして城西大学全体と比べた場合の短期大学の特徴として、

設問 5 の「人間としての成長において、役立ったもの」として「ゼミナール活動」

を挙げるものが 60％以上（大学全体では 24.3％）とかなり多かった。また、「設問 7.

https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
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就職や卒業後の進路選択において、教員・職員からのサポートは満足できるものでし

たか」という設問に対して「そう思う」は 60％以上で、本学の学習支援の特徴とい

える少人数による手厚い指導の教育効果を確認することができた。 

大学編入率は、在校生の進路指導の方向性を決めたり編入に向けた指導体制を整え

たりする際に活用している。本学には同一法人の城西大学（経済学部、経営学部、

現代政策学部）への推薦編入制度がある。同一法人の城西国際大学（経営情報学部、

メディア学部等）への編入は一般試験のみとなっている。毎年 4 月には 2 年生を対

象としたオリエンテーションを実施し、推薦編入制度に関するガイダンスを行って

いる。同オリエンテーションでは、城西大学の志望学部の授業を受講するための科目

等履修制度や志望学部への読み替え科目等と学内選考までのスケジュールについて説

明している。（学内選考までのスケジュールは、基準Ⅱ-B-4 で述べる。） 

城西大学への推薦編入希望者に対しては、2 年次において編入先の学部が指定した

専門科目を履修申請して単位を修得できるようにしている。在学中に、希望学部の専

門科目を履修することにより、自分の適正を理解するとともに、編入後の履修の負担

を減らすことができる。毎学期終了後には、編入希望者の履修科目の単位認定状況を

把握している。ゼミナール担当教員は、学生が編入後に学習環境の違いから戸惑いを

感じることなく継続的に学習できるように、単位習得状況を基に面談を行い、学生指

導を行っている。在学中に希望した学部の専門科目を学ぶことで、単位取得の難しさ

を自覚した受講生の中には進路変更を希望する者がいる。その場合にはゼミナール担

当教員がキャリアサポートセンターと連携して個別面談を行い、学生指導を行ってい

る。2021 年度の科目等履修科目の単位認定状況は表ⅡA7-4 のとおりである。 

 

表ⅡA7-4 2021 年度 科目等履修状況 

◆経済学部    

受講科目 履修者 単位認定(N) 認定率 

マクロ経済学入門 14 12 85.7% 

ミクロ経済学入門 12 8 67.0% 

経済事情 A 13 12 92.3% 

経済事情 B 12 11 91.7% 

日本経済論Ⅰ 2 2 100% 

日本経済論Ⅱ 1 1 100% 

◆経営学部    

受講科目 履修者 単位認定(N) 認定率 

環境マネジメント入門 8 6 75.0% 

企業マネジメント入門 19 18 94.7% 

行政マネジメント入門 7 5 71.4% 

健康スポーツマネジメント入門 13 10 76.9% 

観光マネジメント入門 16 7 43.8% 

◆現代政策学部    

受講科目 履修者 単位認定(N) 認定率 

政策研究基礎 A 10 6 60.0% 

政策研究基礎 B 7 3 42.9% 

マクロ経済理論 A 7 3 42.9% 

マクロ経済理論 B 4 1 25.0% 
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城西大学編入への学内選考においては、GPA に基づいて序列表を作成したうえで、

成績上位 3 分の 2 以内に入っていることを必要条件として課している（備付資料 37 

2021 年度教授会議事録）。 

以上のように、本学では学習成果の獲得状況を測定する仕組みとして、学生調査、

大学編入学率などを活用している。 

特に、ビジネス総合学科の基本的学習成果である「人間力」に対する評価について

は、前述の卒業時アンケートの結果を本学ウェブサイトに公表している（備付資料 2

4 卒業時アンケート調査結果、及び本学ウェブサイト https://www.josai.ac.jp/a

bout/index.html）。また、ゼミナール担当教員は授業アンケートの結果及び社会人

基礎力テストの結果に基づいた研究成果を公表している（備付資料 28 城西短期大学

紀要 第 39 巻 第 1 号、及び本学ウェブサイト https://libir.josai.ac.jp/conten

ts/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm）。 

以上のように、本学は学習成果を量的・質的データに基づき評価し、公表している。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-A-8 学生の卒業後評価への取り組みを行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 卒業生の進路先からの評価を聴取している。  

（2） 聴取した結果を学習成果の点検に活用している。  

 

＜区分 基準Ⅱ-A-8 の現状＞ 

 

卒業生の進路先からの評価を把握するため、2015 年度には就職委員会が卒業生の

雇用先に対してアンケート調査を実施して 2016 年度の自己点検・評価報告書に掲載

した。その後は、新型コロナウイルス感染症対策に取り組んだ 2020 年度に引き続き、

2021 年度も卒業生の雇用先へのアンケート調査は実施されなかった。2022 年度にお

いては卒業生の活躍を把握するために、キャリアサポートセンターと連携して雇用企

業をいくつか抽出し、アンケート用紙を郵送する形式で回答依頼をする予定である。

その調査結果を踏まえて、教務委員会と就職委員会そしてキャリアサポートセンター

が連携して学習成果の点検を行う予定である。 

 

＜テーマ 基準Ⅱ-A 教育課程の課題＞  

 

 本学は、シラバスの記述を元にカリキュラムマップを作成し、本学ウェブサイトに

掲載している。また、教授会等で、科目分布や履修の流れの適切性及び各授業科目・

各ユニットとの位置づけ等についての見直しを行っている。今後は、シラバスチェッ

クをする過程で、ディプロマ・ポリシーを達成するための授業科目構成になっている

かという観点での検討が求められる。そのうえで、学習成果との整合性を確認してい

く必要がある。また、本学はシラバスに記載した評価方法に基づいた絶対的評価方式

で成績評価を行っているため、今後も継続して授業科目ごとの成績分布（S～F 評価）

https://www.josai.ac.jp/about/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/index.html
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
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に極端なケースがないかどうか等の組織的な点検が必要である。 

本学は、坂戸キャンパスと都内にある紀尾井町キャンパスで授業を行っている。紀

尾井町キャンパスでの受講を希望する学生が年々増加している。紀尾井町キャンパス

には坂戸キャンパスに比べて PC 演習室が少ない、資格取得関連の開講科目が少ない

等の課題がある。そのため 2021 年度には、キャンパスを共有している城西国際大学

経営情報学部との単位互換制度を導入した。今後さらに、紀尾井町キャンパスの学習

環境を整備することが課題である。 

 2022 年度には雇用先へのアンケート調査を実施し、その調査結果を踏まえて、教

務委員会と就職委員会そしてキャリアサポートセンターが連携して学習成果の点検を

行うことが課題となっている。 

 

＜テーマ 基準Ⅱ-A 教育課程の特記事項＞  

 

特になし 
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［テーマ 基準Ⅱ-B 学生支援］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/l

earning_info/binran.html/ 

9   学生募集要項 2022 年度特別入試 

10  TB21 年度生用 2021 年度ビジネス総合学科カリキュラム 

11  CAMPUS 2021 学生生活 

備付資料 

21  オンライン授業アンケート調査結果、及び本学ウェブサイト https://www.josa

i.ac.jp/support/inforesearch/news.html 

27  web 版 社会人基礎力テスト（日経ＨＲ） 高学年向け 

39  2021 年度情報科学研究センター講習会資料 

40  情報セキュリティ理解度チェック結果 

41  2021 年度入学前指導教育結果報告書 

42  入学手続き関係書類 

43 オリエンテーション時の配布物 

44  2021 年度地区懇談会資料 

45  本学ウェブサイト 国際教育センター 国際教育・留学 https://www.josai.ac.

jp/studyabroad/studyprogram/index.html 

46  本学ウェブサイト 奨学金・学費支援 https://www.josai.ac.jp/support/sc

holarships/support.html） 

47 2021 年度 学生生活アンケート調査結果 

48  本学ウェブサイト 城西インターンシップ・求人管理システム https://st.uc.

career-tasu.jp/login/） 

49 進路決定届 

提出資料-規程集 

2  「文書保存規程」 

 

［区分 基準Ⅱ-B-1 学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 教員は、学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。  

 ① シラバスに示した成績評価基準により学習成果の獲得状況を評価してい

る。 

 ② 学習成果の獲得状況を適切に把握している。  

 ③ 学生による授業評価を定期的に受けて、授業改善に活用している。  

 ④ 授業内容について授業担当者間での意思の疎通、協力・調整を図ってい

る。 

 ⑤ 教育目的・目標の達成状況を把握・評価している。  

 ⑥ 学生に対して履修及び卒業に至る指導を行っている。  

（2） 事務職員は、学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。  

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/studyabroad/studyprogram/index.html
https://www.josai.ac.jp/studyabroad/studyprogram/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/scholarships/support.html
https://www.josai.ac.jp/support/scholarships/support.html
https://st.uc.career-tasu.jp/login/
https://st.uc.career-tasu.jp/login/
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 ① 所属部署の職務を通じて学習成果を認識して、学習成果の獲得に貢献して

いる。 

 ② 所属部署の職務を通じて教育目的・目標の達成状況を把握している。  

 ③ 所属部署の職務を通じて学生に対して履修及び卒業に至る支援を行ってい

る。 

 ④ 学生の成績記録を規程に基づき適切に保管している。  

（3） 短期大学は、学習成果の獲得に向けて施設設備及び技術的資源を有効に活用し

ている。 

 ① 図書館又は学習資源センター等の専門的職員は、学生の学習向上のために

支援を行っている。  

 ② 教職員は、図書館又は学習資源センター等の学生の利便性を向上させてい

る。 

 ③ 教職員は、学内のコンピュータを授業や大学運営に活用している。  

 ④ 教職員は、学生による学内 LAN 及びコンピュータの利用を促進し、適切に

活用し、管理している。 

 ⑤ 教職員は、教育課程及び学生支援を充実させるために、コンピュータ利用

技術の向上を図っている。  

 

＜区分 基準Ⅱ-B-1 の現状＞ 

 

 本学の教員は、以下に述べるように学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。 

教員は、ビジネス総合学科の 3 つのポリシーに基づき、授業科目ごとに学習成果

を定めてシラバスに明記している。その査定は、同じくシラバスに明記してある成

績評価の方法に従って担当教員が行っている。成績評価の方法は、定期試験、授業

中の小テスト、レポート提出、課題発表、授業への積極的な貢献度等、科目の特性

に合わせて定められている。 

 また、基礎ゼミナール、ゼミナール担当教員は、担当する学生が履修した全科目

の成績評価等を、ポータルシステム JUnavi の学生カルテを通して適切に把握し、学

生指導に活用している。資格取得に直結する科目の教員は、資格取得状況を随時聞

き取る等、当該科目の学習成果の把握に努めている。 

自己点検・評価活動の一環として、前期・後期に全ての授業科目に対して、学生に

よる授業評価を実施している。2019 年度に紙ベースの調査票から WebClass 上での

実施方法に変更している。2020 年度は試験的に Microsoft Forms（以下、Forms）

を利用して実施したが、2021 年度からは再び WebClass を利用して実施している。

授業評価の結果は、実施直後から担当教員がウェブ上で確認でき、学期中の授業改善

に役立てられる。さらに、基準Ⅰ-C-2 で述べたように、各授業担当教員は「授業評

価に基づく改善報告書」を提出している。報告書の項目は、(1)この授業で好評だっ

た点、(2)この授業で問題になった点（クレームがついた点）、(3)自由記述の具体的

な内容、(4)今後の授業の改善点、授業への取り組みについての 4 項目である。授

業科目ごとの自己点検・評価に対する PDCA サイクルは、基準Ⅰ-C-2 で述べたよう

にシラバスの作成（Plan）、授業の実施（Do）、授業アンケートによる評価（Check）、

当該学期中での授業改善（Act）、次年度のシラバスの作成（Plan）といった流れで

展開されている。 
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本学のカリキュラムの中で、複数の教員が同じ授業科目を担当する例として、

「基本科目」の「コミュニケーション基礎英語 A～D」、「基礎ゼミナール A、B」、

「ゼミナール A、B」がある。「コミュニケーション基礎英語 A～D」については、語

学教育センターが中心となり、使用するテキストや授業方法・授業内容についての

調整等を行っている。「基礎ゼミナール A、B」、「ゼミナール A、B」については、本

学の専任教員が担当しており、授業の目的・目標や学習成果等は統一されている。

なお、2022 年度からは、同じ授業科目を複数の教員が担当する場合は、シラバス

における授業の概要等を統一し、相互で調整する取り組みが行われている。 

本学の教育目的・目標は、「社会におけるさまざまなニーズにこたえられる幅広い

教養と、実社会に関する専門的な知識・技能を兼ね備えた人材の育成」である。この

教育目的・目標の達成状況については、基準Ⅱ-A-4 で述べた「社会人基礎力」（備付

資料 27  web 版 社会人基礎力テスト（日経ＨＲ） 高学年向け）の結果から把握・

評価できている。2021 年度は 3 つの基礎ゼミナールで 2 回実施している。2022 年度

は全ての基礎ゼミナールと 3 つのゼミナールで実施する予定である。 

本学では、4 月のオリエンテーション期間中に履修ガイダンスを実施している。

短期大学事務室職員及び教務委員が学生への説明を行い、基礎ゼミナール及びゼミ

ナール担当教員も出席してその後の履修指導に当たっている。特に基礎ゼミナール

では履修方法の詳細説明、ゼミナールでは学部編入のための科目等履修や卒業単位の

確認方法等の説明が多い。また、履修登録日までの 1 週間、昼休み時間帯等に履修

相談室を設置し全教員が交代で学生の履修相談に対応している。 

また、進級不可・卒業不可・退学を防ぐため、各学期の開始から 5 週目頃に、すべ

ての授業科目に対する出席状況調査を行い、それまでの授業回数の半分以上を欠席

している学生をリストアップし、ゼミ担当教員が当該学生と面談をして事情を把握

し、指導した結果を報告している。また、保証人（保護者）にも現状報告を郵送し、

注意を喚起している。以上のように、本学教員は、学生に対して履修から卒業に至

るまでの指導を適切に行っている。 

以上のことから、本学の教員は学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。 

事務職員は、短期大学の教員との情報交換を日常的に行い連携し、学生の出席状況、

成績、生活状況等について共有をし、学習成果の獲得に貢献するようサポートを行っ

ている。坂戸キャンパスは城西大学と同一キャンパス内にあり、事務組織は城西大学

と共通の各部署（学長室学務課、人事課、総務課、経理課、調達課、入試課、教務課、

学生サービス課等）と主として短期大学の事務処理を担当する短期大学事務室がある。

さらに、全学共通の各種センター（キャリアサポートセンター、情報科学研究センタ

ー、国際教育センター、生涯教育センター等）がある。また、紀尾井町キャンパスに

は、城西大学、城西国際大学との共同事務室があり本学担当の職員がいる。いずれの

部署もそれぞれの窓口を通して、学生の学習成果を認識し、学習成果の獲得に貢献す

るよう努めている。 
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特に短期大学生が最も頻繁に利用する短期大学事務室では、基礎ゼミナール、ゼミ

ナール担当教員と連携して学生支援を行い、毎月行われる教授会に参加し、審議・報

告内容を通して学科の教育目的・目標の達成状況を把握している。 

また、全学の事務職員は全学 FD 研修会（全教職員が対象）に参加し、全学教員と

学生支援のための問題意識等を共有している。 

短期大学事務室は、毎年 4 月の履修ガイダンスにおいて、進級・卒業要件等の説明

を行い、履修登録をスムーズに行えるよう支援している。履修登録後には短期大学事

務室において進級・卒業要件を満たしているかをチェックし、不備のある学生に対し

ては指導を行っている。さらに、学生の履修状況、出席状況等を十分に把握しており、

窓口においては丁寧に学生の相談等に応じ、入学から卒業までの間のサポートを行っ

ている。 

成績記録については、「文書保存規程」（提出資料-規程集 2）第 4 条の保存期間

に準拠して、その細目を定めた「要領」に沿って永久保存としている。今後は紙ベー

スで保存をしてある成績票をすべて電子化する予定である。 

以上のように、本学の事務職員は学習成果の獲得に向けて責任を果たしている。  

短期大学は、以下で述べるように学習成果の獲得に向けて施設設備及び技術的資源

を有効に活用している。 

本学には、城西大学と共用の図書館と教育用コンピュータ及びネットワークを管理

する情報科学研究センターが設置されており、学生の学習向上のために以下の支援を

行っている。  

図書館では、情報化時代に対応し、学習用スペース（ラーニング・コモンズエリア）

を 2018 年に設置し、電子黒板、パソコン、プロジェクターなどが備え付けられてお

り、予約なしで利用できる環境を整えている。また、シラバスルームを設け、シラバ

ス掲載の参考文献やテキストが配架されており、いつでも学生が利用できるようにな

っている。さらに、学生購入希望図書（リクエスト・サービス）制度があり、授業で

紹介されたものや、学習・研究に必要な本があれば申し込むことができる。図書館に

は「図書館学生アドバイザー」が常駐し、レポート作成や文献の探し方などのアドバ

イスをしている。図書館は、平日 9：00～21：00、土曜日 9：00～19：00、日曜日

9：00～17:00 まで開館しており、学生の学習の便宜を図るとともに、地域住民にも

開放している。  

情報科学研究センターは、本学並びに城西大学の情報関連授業で使用する PC 室及

び全学ネットワーク（SCNL と呼ぶ）の管理・運営を行っている。全教職員、全学生

の ID・パスワード、ファイル、メール、ウェブサイト等を管理する各種サーバーを

運営・保守している。インターネット環境を利用した学習支援システム WebClass や

ポータルシステム JUnavi を導入し、コンピュータ関連授業における出席管理や課題

提出管理だけでなく、シラバス検索や履修登録、成績確認等も全てウェブサイト上

（学内外から利用可）で行うことができる。また、キャンパス内のほぼ全ての建物で

Wi-Fi 環境を整えており、学生の利便性の向上を図っている。また、同センターはコ

ンピュータ関連授業で教員の補助をするティーチング・アシスタント（時給制のアル

バイト学生）の募集と配置を行っており、教育課程並びに学生支援の両方に寄与して
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いる。さらに、授業以外の時間においても学生が気軽に質問等ができる管理室を、清

光会館 3 階に配置して、学生支援を図っている。以上のように図書館や学習資源セン

ターは、学生の学習向上のために支援を行っている。 

教職員は、「基礎ゼミナール A、B」の授業の中で美術館や図書館と連携して、利用

に関するガイダンスを実施している。また、通常の授業科目においても図書館のラー

ニングコモンズ等を積極的に利用するなど、学生の利便性を向上させている。 

 教職員は、コロナ禍以降、学内ネットワーク（WebClass や JUnavi 等）を積極的に

活用し、授業のオンデマンド配信やオンライン講義を学内 PC 等を用いて行っている。

また、対面授業であっても学内 PC を活用した視聴覚教材を積極的に活用している。

大学運営でのコンピュータの活用については、各種委員会等の会議を Microsoft 

Teams や Zoom で行い、会議資料のデジタル化も進んでおり、積極的に学内コンピュ

ータを活用している。 

 学生の学内ネットワークやコンピュータ利用については上述の WebClass や JUnavi

を活用した学習支援だけでなく、Office365 等を利用した事務連絡等が行われており、

学生が自然にこれらの学内ネットワークやコンピュータの利用が促進されるような環

境を構築し、管理している。 

 以上のようなコンピュータ利用による教育課程や学生支援を充実させる上で、コン

ピュータ利用技術の向上を目的として、情報科学研究センターが全教職員向けの講習

会等を開いている（備付資料 39 2021 年度情報科学研究センター講習会資料）。さら

に、情報リテラシーの向上を図るため、定期的に全教職員を対象とした情報セキュリ

ティ理解度チェック（備付資料 40 情報セキュリティ理解度チェック結果）が行われ

ている。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-B-2 学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 入学手続者に対し入学までに授業や学生生活についての情報を提供してい

る。 

（2） 入学者に対し学習、学生生活のためのオリエンテーション等を行っている。  

（3） 学習の動機付けに焦点を合わせた学習の方法や科目の選択のためのガイダン

ス等を行っている。  

（4） 学生便覧等、学習支援のための印刷物（ウェブサイトを含む）を発行してい

る。 

（5） 基礎学力が不足する学生に対し補習授業等を行っている。  

（6） 学習上の悩みなどの相談にのり、適切な指導助言を行う体制を整備してい

る。 

（7） 通信による教育を行う学科・専攻課程の場合には、添削等による指導の学習

支援の体制を整備している。  

（8） 進度の速い学生や優秀な学生に対する学習上の配慮や学習支援を行ってい

る。 

（9） 留学生の受入れ及び留学生の派遣（長期・短期）を行っている。  

（10） 学習成果の獲得状況を示す量的・質的データに基づき学習支援方策を点検し

ている。 
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＜区分 基準Ⅱ-B-2 の現状＞ 

 

 入学手続き者に対しては、外部業者に委託し 1 月～3 月の 3 か月間に入学前指導を

実施している（備付資料 41 2021 年度入学前指導教育結果報告書）。その内容は、入

学手続き者に申込書等を送付し、希望者が有料の DVD 講座（数学・英語）を受講する

ものである。同講座は 2 年後の就職採用試験を踏まえて本学入学前に身に着けておい

てほしい内容となっている。受講者は配布された DVD または Web サイト上の授業動画

を視聴して各自で学習した後に課題を提出する。採点、添削をした後に課題を受講者

に返送する。各単元の開始前と終了後に確認テスト（プレテスト、アフターテスト）

を行い、受講の成果を確認している。例年入学手続き者の 8 割以上が同講座を受講し

ている。また、同講座の受講を希望しない入学手続き者には自学自習を勧め、学習計

画表（1 月）と学習結果（3 月）の提出を求めており、全員が学習することを奨励し

ている。入学後 4 月のオリエンテーション期間中に入学者全員を対象に入学前学習に

関する確認テストを実施している。 

また、入学手続き者に対しては入試課から合格通知とともに届けられる入学手続関

係書類（備付資料 42 入学手続き関係書類）の中に、近隣のアパート等に関する情報

を閲覧するためのユーザー名とパスワードが記載されており、入学手続き者は本学ウ

ェブサイトから沿線ごとの家賃相場等を知ることができる。 

入学式前後に行われるオリエンテーション期間中に、例年 1 年生を対象に学生便覧

や学生生活に必要な資料を配布するとともに、学生支援のための各種ガイダンスを実

施している。ガイダンスの内容は、授業の履修、大学編入、専門教育、就職部、学生

部（各種奨学金の手続き等）、情報科学研究センター、図書館、国際教育センター

（留学）等の多岐にわたっている。特に、授業の履修については職員が履修の方法、

時間割の見方、成績関係等の学業全般について説明を行っている（備付資料 43 オリ

エンテーション時の配布物）。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、すべてのオリエンテーショ

ンを Web オリエンテーションに変更して行った。2021 年度はコロナ禍ではあったが、

学生・教員全員マスク着用、間隔を空けて着席するなどの感染防止対策を行い、1 年

生を対象とするオリエンテーションを対面で実施した。例年、数日間に及ぶオリエン

テーション期間であったが、幾つかの項目については Web（動画）を使って実施し、

対面でのオリエンテーションは 2 日間であった。2 年生については、2020 年度と同様

に Web オリエンテーションを実施した。 

本学では選択科目を 9 つのユニットに分類しており、学生の就きたい職業や進路に

沿って科目を自由に組み合わせて学ぶことができる。学生が選択科目を適切に選択で

きるように、専門教育のガイダンスでは、専任教員全員が出席して、シラバスを使用

して担当科目の説明を行っている。また、非常勤教員の担当科目についても紹介して

いる。さらに、資格取得を目指す学生の学習支援のために、城西大学エクステンショ

ン講座を設置している。これらの講座についても学生に周知し、積極的に資格取得を

支援している。しかしながら、コロナ禍のため、2020 年度、2021 年度はエクステン

ション講座もすべてオンラインでの開催となり、エクステンション講座のガイダンス
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についても Web オリエンテーションで実施した。 

基準Ⅱ-A-6 で述べたように、「基本科目」の「コミュニケーション基礎英語 A～D」

については習熟度別のクラス編成授業を実施しており、オリエンテーション期間中に

クラス分けのためのテストを実施した。コロナ禍において、 2020 年度からは

WebClass を使ってクラス分けの為のテストをオンラインで実施している。例年、履

修登録日までの 1 週間、昼休み時間帯に履修相談室を設け、専任教員が交代で履修相

談に対応しているが、2020 年度は基礎ゼミナール担当教員が Teams を通して行った

が、2021 年度は通常通り対面で実施した。 

履修のための印刷物としては、学生便覧、シラバス、ビジネス総合学科 カリキュ

ラム（提出資料 10 TB21 年度生用 2021 年ビジネス総合学科カリキュラム）がある。 

 前述のように「基本科目」の「コミュニケーション基礎英語 A～D」は学生の習熟

度別に 2 クラスに分けて授業を行っている。これらの授業では、学力不足の学生のク

ラス人数を他のクラスの人数より少なくする等、基礎学力が不足する学生の指導に配

慮するとともに、成績の優秀な学生の効果的な学習を可能にしている。その他の授業

科目については、当該科目の授業担当者が昼休み時間やオフィスアワー等を利用して

個別に対応している。しかしながら、基礎学力不足の学生が増えてきている現状では、

組織的な対応策が課題となっている。オンライン授業を実施していた 2020 年度につ

いては、昼休み時間やオフィスアワーの運用方法等が課題であったが、2021 年度は

通常通り、対面でのオフィスアワーを実施した。 

また、学習上の悩みを持つ学生に対しては、基礎ゼミナール及びゼミナール担当教

員が相談に応じている。相談内容によっては専門のカウンセラーのいる学生相談室に

対応を依頼する場合や教務委員会等が対応することがある。また、在学生の父母を対

象とした地区懇談会（備付資料 44 2021 年度地区懇談会資料）を 8 つの地区で開催し

ており、専任教員（基礎ゼミナール、ゼミナール担当教員）が出席して成績等の個別

面談を行っており、父母とのコミュニケーションを取ることも心掛けている。 

さらに本学では、学期ごとに（5 月、10 月）全授業科目を対象とした出席調査を行

っている。3 回以上欠席のあった学生については自宅にその結果を郵送するとともに、

ゼミナール担当教員が当該学生と面談を行い、早期に対応できる体制を整えている。 

本学は通信による教育を行っていないので、そのための添削等による指導の学習支

援の体制は整備していない。 

入学試験における成績優秀な学生に対しては、授業料の全額免除（1 名）と半額免

除（1 名）を行っている。該当する学生が 1 年次に優秀な成績を修めた場合は 2 年次

も授業料免除が継続される。また、英語検定凖 2 級取得済みの合格者 2 名に対しては

グローバルチャレンジ奨学金（30 万円と留学費用の補助）を給付し入学後の海外留

学を支援している。入学後、TOEIC 試験で優秀な成績をあげた学生に対しては次回の

TOEIC 受験料を免除するなどの学習支援を行っている。また、入学後の成績優秀者に

対しては、第一種特待生（1 年生）と第二種特待生（2 年生）の奨学金制度がある。 

 本学は、外国人留学生を積極的に受け入れている。（2021 年 5 月 1 日現在、39 名が

在籍している。）外国人留学生は、1 年次に「コミュニケーション基礎英語 A～D」に

代えて日本語 4 科目（8 単位）を必修科目として履修している。さらに、選択科目と
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して 9 科目（18 単位）の日本語関連科目を開講しており、学生の日本語能力に応じ

て受講しており、4 年制大学への編入が可能な日本語能力の習得を目指している。毎

月、全授業に対して出席調査を行い、出席率の低い学生に対しては基礎ゼミナール、

ゼミナール担当教員が注意している。また、国際教育センターがビザの管理等の留学

生の生活支援を行い、キャリアサポートセンターが留学生の就職相談に当たっている。

経済的支援については、私費外国人留学生を対象とした授業料減免制度を設置し、最

大年間授業料の 30％を減免している。また、学業・人物ともに優れた留学生を対象

として、日本学生支援機構による「私費外国人留学生等学習奨励費給付制度」への推

薦も行っている。 

また、海外への留学生の派遣については、国際教育センターが種々の海外教育プロ

グラムを提供している（備付資料 45 本学ウェブサイト 国際教育センター 国際教

育・留学 https://www.josai.ac.jp/studyabroad/studyprogram/index.html）。 

学習成果の獲得状況については、毎学期の成績確定後に教授会で成績優秀者及び留

年・休学等が心配される成績不良の学生の成績一覧が配布され、全専任教員が情報を

共有し、必要に応じて、学習上の配慮が必要と考えられる学生に対する学習支援方策

が検討されている。また、基礎ゼミナール、ゼミナール担当教員に当該ゼミ学生全員

の成績評価表を配布している。担当教員は成績評価表を基に、後期追加履修科目ある

いは 2 年次における履修科目等について面談を行うなどの学習支援を行っている。 

 

 

［区分 基準Ⅱ -B-3 学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行ってい

る。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 学生の生活支援のための教職員の組織（学生指導、厚生補導等）を整備して

いる。 

（2） クラブ活動、学園行事、学友会など、学生が主体的に参画する活動が行われ

るよう支援体制を整えている。  

（3） 学生食堂、売店の設置等、学生のキャンパス・アメニティに配慮している。  

（4） 宿舎が必要な学生に支援（学生寮、宿舎のあっせん等）を行っている。  

（5） 通学のための便宜（通学バスの運行、駐輪場・駐車場の設置等）を図ってい

る。 

（6） 奨学金等、学生への経済的支援のための制度を設けている。  

（7） 学生の健康管理、メンタルヘルスケアやカウンセリングの体制を整えてい

る。 

（8） 学生生活に関して学生の意見や要望の聴取に努めている。  

（9） 留学生が在籍する場合、留学生の学習（日本語教育等）及び生活を支援する

体制を整えている。  

（10） 社会人学生が在籍する場合、社会人学生の学習を支援する体制を整えてい

る。 

（11） 障がい者の受入れのための施設を整備するなど、障がい者への支援体制を整

えている。  

（12） 長期履修生を受入れる体制を整えている。  

（13） 学生の社会的活動（地域活動、地域貢献、ボランティア活動等）に対して積

極的に評価している。  

 

https://www.josai.ac.jp/studyabroad/studyprogram/index.html
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＜区分 基準Ⅱ-B-3 の現状＞ 

 

本学（坂戸キャンパス）は城西大学と同一キャンパスに設置されているため、学

生の生活支援のための教職員の組織は城西大学と共同で管理・運営が行われている。

その主たる支援組織は学生サービス課で、学生の保健、補導、課外活動、奨学金制度、

学生用アパートの斡旋、アルバイトの紹介、賞罰等に対応している。（提出資料 1 学

生便覧 2021、及び提出資料 11 CAMPUS 2021 学生生活）。 

また、それに協力する形で全学学生部委員会が組織され、城西大学の各学部及び本

学の教授会で選出された教員で構成されている。 

学生のクラブ活動・各種委員会活動等は全学的な城西大学学友会組織（図ⅡB3-1 

学友会組織図を参照）の下に位置付けられ、それらは城西大学と合同で実施されてい

る。2021 年度の学友会団体数合計は 109 団体（内訳は体育会 32 団体、文化部連合会

20 団体、同好会・サークル 40 団体、上部団体 17 団体）である。ただし、本学の学

生を代表する短大会は、2011 年度から事実上活動を休止している。 

 

図ⅡB3-1 学友会組織図 

 

本学では坂戸キャンパス、紀尾井町キャンパスの両方で大学祭を開催している。坂

戸キャンパスの大学祭は高麗祭（こまさい）と称し、例年 11 月上旬に開催される。

開催日の前日の午後を準備、同翌日の終日を後片付けに充て、ほぼ 5 日間を大学祭期
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間として全学休講としている。なお 2021 年度はコロナ禍により開催を中止した。 

紀尾井町キャンパスでは、城西大学の理学部数学科、城西短期大学、城西国際大学

の経営情報学部、メディア学部とともに、第 5 回紀尾井町キャンパス合同大学祭「3J 

Festival」を 11 月にオンラインで開催し、本学学生も大会実行委員として参加して

いる。 

 キャンパス内における学生食堂、売店等のアメニティについては、次の通りである。 

坂戸キャンパスには食堂が 4 つあり、学生・教職員等が利用している。各食堂の席

数は、第 1 食堂棟 1 階（JU カフェ 2015）636 席、2 階（ラウンジとセブン・イレブ

ン）410 席、第 2 食堂棟地下 1 階（レストランけやき）・1 階（レストラン清流）・2

階（学生談話室）合計 983 席、17 号館ブレディーズカフェ 164 席（2021 年度休業中）

である。また、第 2 食堂棟の 2 階にブックセンター（紀伊國屋書店）と Stationery 

Shop（新興洋行）の売店がある。学生の休息場所としては、本学学生が主として使用

する 13 号館 1 階正面ロビーと後方ロビーに椅子・テーブル整備しているほか、各階

に長椅子を配置している。また、屋外の共有スペースにはテーブルつきのベンチ等が

各所に設置されている。そのほか、第 2 食堂棟の 2 階に学生談話室を兼用とした軽食

コーナーを設置している。 

紀尾井町キャンパスには、本学学生が主として使用する1号棟の地下に食堂（80席）

があり、さらに3号棟の１階にはカフェテリア（94席）がある。学生の休憩場所とし

ては、午後2時半から5時半の間は食堂を休憩・学習スペースとして開放しており、そ

の他に1階奥のラウンジ、3階～5階の各階にラウンジが用意されている。なお、同キ

ャンパスには、運動場、体育館の設備はない。 

本学には一般の学生向けの学生寮はないが、学生サービス課において、大学（坂戸

キャンパス）周辺地区の下宿・アパート組合と連携して、アパート登録票（間取り・

周辺の地図・必要経費等）を作成し、入学手続きの時期に希望者に対して、オンライ

ンでそれらのリストを提示・紹介している。 

通学のための便宜としては、JR高麗川駅・JR桶川駅・西武線飯能駅並びに東武東上

線坂戸駅（女子学生専用）から、授業の各時限に合わせたシャトルバスの運行を有料

で行っている。その外、キャンパスの近くに駐輪場（600台収容可能）、駐車場（180

台収容可能）を設置し、電車通学が不便な学生のために便宜を図っている。 

本学における奨学金制度は、基準Ⅱ-B-2で述べたように、入学試験における優秀者

に対しての授業料減免制度を設けているほか、入学後の成績優秀者に対しても第一種

（1年生）、第二種（2年生）特待生制度が設けられている。さらに、修学の意思があ

るにもかかわらず、入学後経済的理由などにより修学が困難な学生の支援を目的とし

た学校法人城西大学上原育英奨学金制度や、短期・長期留学を支援するためのJEAP

（城西大学海外教育プログラム）留学生のための奨学金制度がある。また、外国人留

学生を支援するため、外国人留学生授業料減免制度を設けている。さらに、本学学生

を対象として、自宅外通学者に対して月額5,000円の居住費の助成を行っている。 

また、日本学生支援機構の奨学金制度（第一種・第二種・併用）を利用する学生も

多くいる。その他の外部奨学金制度としては、地方公共団体と民間育英団体によるも

の（合計７団体、いずれも貸与）がある。また、本学には城西大学同窓会による奨学



2022 年度自己点検・評価報告書（基準Ⅰ・基準Ⅱ・基準Ⅲ） 城西短期大学   

68 

 

金制度（月額4万円貸与）がある。なお2021年度は緊急な学生支援として、全学生に

一律5万円の外、新型コロナウイルス感染症による影響で、家計支持者の収入激減や

アルバイト収入の減少等の経済的な理由により、修学の継続が難しくなる学生向けに、

学校法人城西大学緊急コロナ特別奨学金（経済支援奨学金）制度（１名あたり 最大

10万円）を設け対応した（備付資料46 本学ウェブサイト 奨学金・学費支援 https:

//www.josai.ac.jp/support/scholarships/support.html）。 

学生の健康管理のために坂戸キャンパスでは、清光会館1階に城西大学と共用の保

健センターが設置されている。保健センターでは、常時看護師2名、週1日内科医師１

名の体制で、応急処置・休養等の措置をとり、必要に応じて本学指定の病院を紹介し

ている。なお、2021年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、直接の来所ではな

く、電話対応を基本としていた。また、学生相談室を設置し、カウンセラー2名が週4

日交替でメンタルヘルスケアやカウンセリング等の相談に応じている。必要があれば

家族を交えての相談にも応じ、病院の紹介も行っている。またハラスメント相談室も

設置し、手紙、電話、E-mail等で申し出た相談者のプライバシーに配慮し、ハラスメ

ント相談員が対応している。ハラスメント相談員は城西大学各学部・別科および城西

短期大学の所属教員が担当している。また、例年4月上旬に全学生を対象に定期健康

診断を実施しているが、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大により後期に実施

した。 

紀尾井町キャンパス 1 号棟 2 階の医務室には、午前中と午後 5 時半から 9 時半まで

は１名、午後の時間帯は 2 名の看護師が常駐している。メンタルヘルスケアに関して

は予約制で月に 2 回、カウンセラーが相談に応じている。 

本学では、学生生活に関するアンケート調査を毎年実施している（備付資料 47 20

21 年度 学生生活アンケート調査結果）。当該アンケートの質問項目は、通学手段

（問 3）から、学習環境（問 9～16）、アルバイト（問 22～25）、教員・各部署の対応

（問 26）等、多岐にわたり学生生活について調査している。その結果を教授会で報

告し、全教職員で情報共有している。また、基準Ⅰ-C-2 で述べたように 2021 年度は

新型コロナウイルス感染症対策のためオンライン授業となり、オンライン授業に特化

したアンケート調査を行った。アンケート項目に就学中の不安等の項目が設定され、

集計後の分析と報告があった（備付資料 21 オンライン授業アンケート調査結果、及

び本学ウェブサイト https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.htm

l）。 

基準Ⅱ-B-2で述べたように、本学は外国人留学生を積極的に受け入れており、日本

語教育科目も充実している。また、外国人留学生に対する生活等の支援は、国際教育

センター内に置かれた留学生支援センターが行っている。 

本学は、2年制の短期大学が社会人の学び直しの機会を提供できる高等教育機関で

あると考えている。本学が定める社会人の定義（受験資格）は、入学年度の4月1日現

在、満22歳以上の者で、次のいずれかに該当する者である（提出資料9 学生募集要項 

2021年度特別入試）。①高等学校を卒業した者、②通常の課程による12年の学校教育

を修了した者、③監督庁の定めるところにより高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認められた者。本学では、高等学校を卒業後数年間働いてきたが学歴不足

https://www.josai.ac.jp/support/scholarships/support.html
https://www.josai.ac.jp/support/scholarships/support.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/news.html
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等を理由として入学した学生を社会に送り出してきている。しかしながら、これらの

社会人学生に対して特別な学習支援（授業料減免等）は行わず、一般の学生と同様に

扱っている。 

本学では、障がい者を受け入れるための施設設備として、車椅子の利用者に対して

は坂戸キャンパス内の主だった建物（食堂、各号館）入口にスロープを設置している。

本学が主に利用している13号館内もエレベーターとスロープが設置されている。2014

年度には、13号館に自動扉と障がい者用トイレが設置された。しかしながら、坂戸キ

ャンパスでは、軽度の障がい者しか受け入れたことがない。全学的な委員会として障

がい者支援委員会があり（本学教員2名も参加）、情報共有・支援策の充実をしてい

る。なお坂戸キャンパスでの車椅子利用者の移動の支援のため、バリアフリーマップ

（図ⅡB3-2を参照）を公表している。 

 

図ⅡB3-2 城西大学・城西短期大学坂戸キャンパス バリアフリーマップ 

 

紀尾井町キャンパスには、2007度に車椅子使用者1名が入学している。同キャンパ

スにおいても坂戸キャンパスと同様にバリアフリー等の障がい者対策が図られており、

障がい者用トイレも完備している。 

長期履修学生制度については本学には当該制度が設置されておらず、今後の検討課

題となっている。 

基準Ⅰ-A-2で述べたように、本学では学生の社会的活動を積極的に支援するために、

授業科目として地域連携Ⅰ（観光ボランティア）と地域連携Ⅱ（観光ビジネス）、地
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域連携Ⅲ、Ⅳ（まちづくり）を開講している。授業科目として単位を認定することで、

学生参加のモチベーションをあげ、その重要性を実感できるようにしている。これら

の授業科目では、担当教員が学生の地域貢献に対する取り組みを積極的に評価してい

る。また、例年、紀尾井町キャンパス3号棟にある水田記念博物館大石化石ギャラリ

ーでは、3日間の夏休みワークショップを実施している。同ワークショップは、本学

の学生が千代田区在住の小学生を対象とした同ギャラリーの展示品のツアーに同行し、

小学生が石の中から化石を取り出す作業を手伝うものである。しかしながら、2021年

度はコロナ禍により中止となった。 

 

 

［区分 基準Ⅱ-B-4 進路支援を行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 就職支援のための教職員の組織を整備し、活動している。  

（2） 就職支援のための施設を整備し、学生の就職支援を行っている。  

（3） 就職のための資格取得、就職試験対策等の支援を行っている。  

（4） 学科・専攻課程ごとに卒業時の就職状況を分析・検討し、その結果を学

生の就職支援に活用している。  

（5） 進学、留学に対する支援を行っている。  

 

＜区分 基準Ⅱ-B-4 の現状＞ 

 

本学では、就職支援のための教員組織として就職委員会を組織し、キャリアサポー

トセンターと連携しながら支援を進めている。就職委員は随時、教授会等の会議で就

職状況を報告し、ゼミナール担当教員と連携を取りながら、個々の学生の就職活動を

支援している。また、就職委員は城西大学と合同の全学就職委員会にも所属している。 

キャリアサポートセンターは、センター長（教員）、事務長および事務職員で構成

されている。同センター職員には、本学の学生を担当する職員が一人配置されている。 

キャリアサポートセンターは、一人ひとりの学生を対象に「進路の選択」について、

将来にわたる進路（就職）指導や現実的な助言を行うとともに在学生・卒業生向けの

資格サポート事業を実施している。 

 就職支援のための施設としては、就職支援室、就職資料室等がある。就職支援室に

は受付カウンター、個別面談室（4 室）、ビデオおよびモニター（1 組）、学生用コピ

ー機（１機）、閲覧テーブル、就職関係書架、就職活動用パソコン設備（常時開放、1

5 台）があり、日曜祝日休暇等を除く期間に利用可能である。また、就職資料室には

求人票、会社案内等がファイリングされ、常時学生が閲覧できる。さらに本学ウェブ

サイトを利用して求人票および就職活動関連情報を提供するとともに、学生個人の就

職活動を支援するサイトを提供している（備付資料 48 本学ウェブサイト 城西イン

ターンシップ・求人管理システム https://st.uc.career-tasu.jp/login/）。 

本学の学生へは入学時の新入生オリエンテーションにおける就職指導を経て、毎年、

4 月初旬にアクティブライフサポートとして、キャリアサポートセンターの担当職員

が就職に関するガイダンスを実施している。5 月以降については、表ⅡB4-1 のスケジ

https://st.uc.career-tasu.jp/login/
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ュールで就職指導を行っている。表ⅡB4-1 以外にも各種ガイダンス、練習報告会、

相談会等を随時実施している。2021 年度は新型コロナウイルス感染症対策として、

各種行事や学生への対応等に対しては対面とオンラインを併用した。また学生への資

料提供などについても、キャリアサポートセンターのウェブサイト及び電子メールで

対応している。さらに、2021 年度は企業研究会開催前に、業界勉強ガイダンスやオ

ンライン接続リハーサルの会を実施し、オンライン面接の指導に力を入れた。 

 

表ⅡB4-1 就職基幹ガイダンス 

時 期 テーマ 内  容（オンライン対応含む） 

5月上旬 キャリアデザインガイダンス キャリアデザインノート等を配布、解説 

6月下旬 キャリアデザインサポート 

一般常識対策模試 

テスト結果を個人宛に郵送 

10月上旬 職業適性検査 SPIテストを実施 

 キャリアプランニングガイダンス SPI結果、進路登録カード、就職のしおり配布 

10月下旬 キャリアサポートガイダンス（２回） 就職活動の進め方を説明、個人別指導 

1月中旬 就職内定者報告会 内定した2年生による体験発表・面接指導（対面実施） 

2月 企業研究会（一部、適宜実施） 約350社超の企業が参加し（オンライン実施） 

 

就職のための資格取得や就職試験対策等の支援については、キャリアサポートセン

ターが設置しているJUキャリアラウンジが対応している。JU キャリアラウンジは学

生のキャリア支援を行うための専門スタッフを配置し、キャリア相談の他、個人学習

やグループワークなど学生が自由に使えるスペースを設けている。また、JUキャリア

ラウンジでは、基準Ⅱ-A-7で述べたように、資格講座として「日商簿記3、2級」、

「MOS検定（Word、Excel、PowerPoint）」、「販売士3、2級」、「秘書検定2級、

凖1級」、「宅地建物取引主任者」等の講座を開講している。これらの講座は、主に

本学および城西大学在学生を対象としており、学生割引料金で実施している。コロナ

禍で2021年度は、前期はオンライン講座、後期は一部が対面講座となった。また、キ

ャリアサポートセンターでは、本学学生の資質向上を目的として、在学期間中に本学

の資格対策講座を受講し資格取得支援奨励制度で定めた資格を取得した学生に対し、

奨励金を給付している（提出資料1 学生便覧2021）。 

本学ビジネス総合学科における卒業時の就職状況は、キャリアサポートセンターと

連携しながら把握・検討し、就職支援内容や方法の改善に活かしている。本学 2 年次

開始前から就職委員会はゼミナール担当教員とともに適宜、個々の学生の就職活動状

況を報告・共有している。なお進路状況については、毎年キャリアサポートセンター

で学生の提出した進路決定届等に基づいて随時集計し、表ⅡB4-2 のような一覧表と

して教員とともに共有している（備付資料 49 進路決定届）。 

学生の就職先地域は埼玉県、東京都区内が中心となっている。2021 年度は、就職

先に占める準大手企業の割合が若干上昇した。また、地方公務員として東京 23 区内

で 1 名決定した。なお、今後、本学の就職支援に対する満足度調査を予定している。

また基準Ⅱ-A-8 で述べたように、就職先からの卒業生に対する評価については、
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2022 年度に実施する予定である。 

 

表ⅡB4-2 2021 年度進路状況（2022 年 3 月 31 現在） 

a  卒業生数 128人(100%） 

b  就職希望者数（b/a）  76人(59%） 

c  就職者数  （c/b） 68人(90%） 

e  就職未定者（e/b） 8人(10%） 

f  進学･留学希望者数（f/a） 50人(39%） 

g  その他（g/a） 2人(2%） 

 

進学や留学に対する支援方法、支援体制については、以下の通りである。 

進学については、1 年次の 4 月に「編入学ガイダンス」を行い、城西大学ならびに

城西国際大学の各学部の概要、編入学条件等を説明し、編入学後の単位読み替えを念

頭に置いて履修するように指導を行っている。さらに、城西大学への編入学について

は、経済学部、経営学部、現代政策学部への推薦制度があり、2021 年度は表ⅡB4-3

のようなスケジュールで実施している。 

 

表ⅡB4-3 城西大学編入学（推薦制度利用）スケジュール（2021 年度） 

時期 項目 内容 

4 月上旬 短大履修科目登録 卒業単位と読替科目を考慮した科目登録 

科目等履修生の出願手続き 2 年生の城西大学経済学部・経営学部・現代政策学部への

推薦編入学希望者は、当該学部の科目等履修生の出願資料

（志願票、履修届、志望理由書）を短大事務室へ提出 

7 月初旬 推薦編入説明会 配布資料：推薦願（7 月下旬提出）、志願理由書（9 月上旬

提出）、レポート（9 月上旬提出） 

※留学生は日本留学試験または日本語能力試験の結果（コ

ピー）を提出が必要であることを案内 

9 月上旬 推薦候補者 1 次選考 

（書類選考） 

2 年次前期までの成績、出席率、レポート、志願理由書を

もとに総合評価し、1 次候補者を決定 

10 月上旬 推薦候補者 2 次選考（面接） 1 次候補者を面接し、最終推薦者を決定 

推薦者発表 最終推薦者が本試験の受験資格を得る 

10 月中旬 推薦者出願ガイダンス 編入学試験要項、出願書類配布・説明 

出願期間 2021 年 10 月 12 日(火)～10 月 23 日(土) 

11 月上旬 推薦編入学試験 各学部にて面接を行う（選考方法：出願書類及び面接） 

11 月中旬 合否発表 合否と編入年次の発表 

 

2 年次の 4 月に、希望学部の科目等履修に関する具体的な指導を行い、6 月には推

薦候補者の学内 1 次選考のための課題を発表し、9 月に 1 次選考として提出された課

題を基に書類選考を行っている。10 月上旬には学内 2 次選考として面接を実施し、

合格した推薦候補者を各学部へ推薦している。なお、他大学等への編入学については、

ゼミナール担当教員および事務職員等が個別に相談に応じている。 

留学支援については、ビジネス総合学科では「海外研修Ⅰ～Ⅳ」を授業科目として

開講しており、本学、城西大学の各学部及び国際教育センター等が主催する海外研修

プログラムに参加する学生が当該科目を履修することで、海外研修内容を評価し、単
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位として認定している。なお、例年実施されている海外研修プログラムは、本学が企

画・開催しているマレーシア研修、城西大学経営学部が企画・開催している米国マネ

ジメント研修、国際教育センターが企画・開催しているカリフォルニア大学リバーサ

イド校（米国）、カモーソンカレッジ（カナダ）、セントメリーズ大学（カナダ）バル

セロナ自治大学（スペイン）首都師範大学（中国）、東西大学（韓国）等への短・長

期研修がある。これらの海外研修においては、基準Ⅱ-B-3 で述べたように、短期・

長期留学を支援するための奨学金制度が適用される。なお、2021 年度はコロナ禍に

より海外研修が実施されなかったため、当該科目は開講しなかった。 

基準Ⅱ-A-4 で述べたように、2020 年度、2021 年度と 2 年連続で海外研修が実施さ

れなかったことから、本学では 2021 年度にその代替として東京都英語村への 1 日英

語研修を実施した。 

また、国際教育センター主催でオンライン留学交流プログラムが実施され、短大生

１名が参加した。 

 

＜テーマ 基準Ⅱ-B 学生支援の課題＞  

 

本学の在学生の中には、近年、悩みや発達障がいなどを抱える学生もいる。基礎ゼ

ミナール、ゼミナール教員が学生本人から受ける相談の内容も、授業内容に関するも

のだけでなく、友人との人間関係、家族との関係、メンタルヘルスなどの多岐に渡っ

ている。相談は学生本人だけでなく、保護者への連絡等も必要なこともあり多くの時

間が費やされる。特に欠席が多い学生に対しては学生本人だけでなく保護者とも連絡

が取りづらい場合が多い。今後は、学生サービス課、キャリアサポートセンター、障

がい学生支援委員会、学生相談室との連携による学生サポートが課題となっている。 

就職希望者の 2021 度就職率は 90％で、ほぼ 100%であった例年と比べ減少した。

例年より未決定者の人数が多いことが予想され、2020 年度末から担当教職員間で特

に連携・指導を強化したものの、就職に対するモチベーションが低い学生が数名おり、

未決定者が出た。なお就職活動を継続する学生については個別に連絡をとり、ゼミナ

ール担当教員やキャリアサポートセンターが支援を継続している。就職に対する意識

の希薄な新入学者や就職活動に消極的な学生は例年、一定割合存在しており、必ずし

も正社員にこだわらずアルバイトを選択する学生も少なからず存在している。以上の

ような学生に対応するためゼミナール担当教員・就職委員・キャリアサポートセンタ

ーには、学生への個別指導を中心に毎年指導内容の工夫が求められている。 

留学については、国際教育研究センターなど全学的な取り組みで海外研修制度など

が充実しているが、例年、参加希望者が少ない点が課題である。 

 

＜テーマ 基準Ⅱ-B 学生支援の特記事項＞  

 

 特になし 

 

 



2022 年度自己点検・評価報告書（基準Ⅰ・基準Ⅱ・基準Ⅲ） 城西短期大学   

74 

 

＜基準Ⅱ 教育課程と学生支援の改善状況・改善計画＞  

 

(a) 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した行動計

画の実施状況 

 

紀尾井町キャンパスは、坂戸キャンパスに比べて資格取得関連の開講科目が少ない

等、学生のニーズに十分応えることができないことが課題となっていた。これについ

ては、2019 年度末に同キャンパスで授業を行っている城西国際大学経営情報学部と

単位互換制度を締結した。2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響でほと

んどの授業がオンライン授業となったため、2021 年度から実際の運用を開始した。

現在、城西国際大学への 3 年次編入学を目指している学生が同制度を利用している。

2022 年度からは本学の幾つかの授業科目を単位互換科目として登録して開放してい

る。 

本学学生の図書館利用率が低いことが課題となっていた。その後、図書館にラーニ

ングコモンズが整備され、本学の基礎ゼミナール、ゼミナールやその他の授業での活

用が増加している。 

中学校・高等学校で身につけておくべき基礎学力がないまま入学している学生に対

して、2 年間で社会人基礎力を身につけさせることが課題であった。これについては、

入学前指導が重要であると考え、入学前講座の内容の見直しを行うとともに、入学前

講座の受講者の増加させるための工夫等を行った。これにより、2021 年度は受講者

数の割合がやや増加した。 

 

(b) 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

 

 本学はシラバスに記載した評価方法に基づいた絶対的評価方式で成績評価を行って

いるため、今後も継続して科目ごとの成績分布（S～F 評価）に極端なケースがない

かどうか等の組織的な点検が課題である。これについては、教務委員会で全ての授業

科目の成績評価の GPA 分布を比較・調査し、極端なばらつきがないかをチェクする計

画である。 

紀尾井町キャンパスでの受講を希望する学生が年々増加していることから、紀尾井

町キャンパスでの選択科目数を多く設置することなど、紀尾井町キャンパスの学習環

境を整備することが課題である。これについては、2020 年度には、同キャンパスで

授業を行っている城西国際大学経営情報学部との単位互換制度を導入するなど改善に

取り組んでいる。今後はさらに学生の要望等を調査して、改善を継続して行く計画で

ある。 

本学の在学生の中には、近年、悩みや発達障がいなどを抱える学生もいる。今後は、

学生サービス課、キャリアサポートセンター、障がい学生支援委員会、学生相談室と

の円滑な連携が課題である。これについては、基礎ゼミナール、ゼミナール担当が学

生との面談を入学後早期に実施し、支援が必要と判断した場合は、学生の保護者との

電話あるいは面談を通して最善の方法を話し合うこと。その結果に基づいて、上記の
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学生サービス課、キャリアサポートセンター、障がい学生支援委員会、学生相談室等

に連絡あるいは支援を依頼する。また、教授会等で全教員が情報共有することで組織

的に支援を行う計画である。 

就職に対する意識の希薄な学生や就職活動に消極的な学生等に対する就職支援の工

夫が課題である。これについては、「キャリア・デザイン」や「ビジネス特別講義」

等の授業科目を通した支援、キャリアサポートセンターによる様々な支援、基礎ゼミ

ナール、ゼミナール担当教員との面談等による支援、「就職内定者による就職活動体

験発表会」の開催等、多くの企画を効率よく提供することで、学生の就職に対する意

識の向上に組織的に取り組む計画である。 
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【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 

 

［テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料-規程集 

3  「城西短期大学教員人事に関する規程」 

4  「城西大学・城西短期大学 非常勤講師の任用及び任期に関する内規」 

5  「城西大学業務規則」 

6  「城西大学・城西短期大学 研究費の支出基準に関する規程」 

7  「城西大学・城西短期大学 学長所管研究費（研究奨励金）支給内規」 

8  「城西大学・城西短期大学における研究活動に係る行動規範」 

9  「城西大学・城西短期大学 公的研究費の取扱いに関する規程」 

10 「城西大学・城西短期大学研究倫理規程」 

11 「城西大学・城西短期大学研究倫理委員会規程」 

12 「城西大学 教育職員の１か月未満の海外研究渡航に関する取り扱い要領」 

13 「城西大学・城西短期大学 海外派遣に関する規程」 

14 「城西大学・城西短期大学 FD 委員会規程」 

15 「職員評価実施規程」 

16 「事務分掌規程」 

17 「文書取扱規程」 

18 「公印規程」 

19 「教育・体育・文化施設運用規程」 

20 「教育研究施設の管理基準」 

21 「防災管理規程」 

22 「城西大学・城西短期大学 SD 委員会規程」 

23 「給与規程」 

24 「衛生管理規程」 

25 「介護休業規程」 

26 「育児休業規程」 

27 「ハラスメント防止等に関する規程」 

28 「ハラスメント防止委員会運営細則」 

29 「個人情報の保護に関する規程」 

30 「内部監査規程」 

備付資料 

28  城西短期大学紀要 第 39 巻 第 1 号、及び本学ウェブサイト https://libir.jos

ai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm）。 

37  2021 年度教授会資料 

50  本学ウェブサイト 城西大学研究者データベース https://www.josai.ac.jp/ab

out/information/kohyo/publication.html 

様式 7－基準Ⅲ 

https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
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51  2021 年度教育研究活動報告書 

52 教授会資料 第 2021-6-8 科研費アドバイザーについて 

53  教授会資料 第 2021-10 回-59「研究費の不正防止に関する意識調査」 

54  「城西大学機関リポジトリ JURA」、及び本学ウェブサイト https://libir.josa

i.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository 

55  2021 年度第 1 回 FD 研修会資料 

56  城西大学事務部門の組織図 

 

［区分 基準Ⅲ -A-1 教育課程編成・実施の方針に基づいて教員組織を整備してい

る。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 短期大学及び学科・専攻課程の教員組織を編制している。  

（2） 短期大学及び学科・専攻課程の専任教員は短期大学設置基準に定める教員数

を充足している。  

（3） 専任教員の職位は真正な学位、教育実績、研究業績、制作物発表、その他の

経歴等、短期大学設置基準の規定を充足している。  

（4） 教育課程編成・実施の方針に基づいて専任教員と非常勤教員（兼任・兼担）

を配置している。  

（5） 非常勤教員の採用は、学位、研究業績、その他の経歴等、短期大学設置基準

の規定を準用している。 

（6） 教育課程編成・実施の方針に基づいて補助教員等を配置している。  

（7） 教員の採用、昇任はその就業規則、選考規程等に基づいて行っている。  

 

＜区分 基準Ⅲ-A-1 の現状＞ 

 

本学の教員組織については、城西短期大学学則第 33 条に、「本学に、学長、副学

長、教授、准教授、講師、助教、助手及び別に定める事務職員、技術職員その他必要

な職員を置く。」と定めている。令和 4 年 5 月 1 日現在の専任教員数一覧表を表ⅢA1-

1 に示した。 

 

表 ⅢA1-1  専任教員数一覧表（人）    (令和 4 年 5 月 1 日現在） 

学科の名称  

専  任   教   員   等  

教授  准教授  講師  助教  計 基準数  
  

助手  
うち教授数  

ビジネス総合学科  4 人 6 人 0 人 0 人 10 人 7 人 3 人 0 人 

（大学全体の入学定

員に応じた教員数）  
― ― ― ― ― 3 人 1 人 ― 

計 4 人 6 人 0 人 0 人 10 人 10 人 4 人 0 人 

 

 ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーは基準Ⅱ-A-2 で述べたように、「社会

で必要とされる基礎的な能力」を養成するための授業科目、「ビジネスの各分野で必

要とされる専門的な能力」を養成するための授業科目、「多彩な語学教育を含めた教

養」を養成するための授業科目を設置するとしている。本学では、このカリキュラ

https://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository
https://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository
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ム・ポリシーに基づき専任教員を表ⅢA1-1 のように適正に配置している。専任教員

は、以下で述べるようにそれぞれの専門分野に合わせてカリキュラム・ポリシーで規

定している授業科目を担当している。 

2022 年度の専任教員数は表ⅢA1-1 で示したように、教授 4 人、准教授 6 人の合計

10 人であり、短期大学設置基準に定める教員数（合計 10 人、うち教授 4 人）を充足

している。 

本学の専任教員の職位については、「城西短期大学教員人事に関する規程」（提出資

料-規程集 3）において、学位、教育実績、研究業績、制作物発表、その他の経歴等、

及び短期大学設置基準第 23 条から第 26 条までの規定に基づいて定めている。同規程

で定めている職位の推薦基準（抜粋）を下記に示した。 

なお、専任教員の学位、教育実績、研究業績、制作物発表、その他の経歴等につい

ては、本学ウェブサイト 城西大学研究者データベースの研究者総覧（備付資料 50 

本学ウェブサイト 城西大学研究者データベース https://www.josai.ac.jp/about/

information/kohyo/publication.html）に公表されている。 

 ビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーで定めている「社会で必要とされる基

礎的な能力」を養成するための授業科目は「基本科目」として分類されており、本学

のカリキュラムの根幹をなしている。具体的には「人間力」を養成する「基礎ゼミナ

ール A、B」及び「ゼミナール A、B」があり、これらの授業科目には専任教員を配置

している。また、「基本科目」として「職業人としての基礎知識を学ぶ経営学、英語、

コンピュータ演習・キャリア教育科目」があり、「経営学基礎Ⅰ、Ⅱ」、「コミュニケ

ーション基礎英語 A～D」には専任教員を配置している。「ビジネスの各分野で必要と

される専門的な能力」を養成するための授業科目は「専門科目」に分類されており、

それぞれの専門分野に合わせて専任教員を配置している。専任教員の専門分野以外の

授業科目については、城西大学の専任教員（兼担）または非常勤教員を配置している。

「多彩な語学教育を含めた教養」を養成するための授業科目は「関連科目」に分類さ

新任及び昇格人事の推薦基準（抜粋） 

（イ）教授 

 下記各号のいずれかの基準に該当する者で、教育者としての適格性を有する者。  

（1）博士の学位を有する者。 

（2）学位論文に準ずるすぐれた研究業績を挙げている者。 

（3）准教授就任後、専攻分野に関する学術論文を７編以上公表していることを原則とし、

且つ、すぐれた研究及び指導能力を有すると認められる者又は学芸技能にすぐれた者。

但し、論文の内容又は専攻分野のいかんによっては上記の論文数にとらわれない。  

（4）上記各号と同等の研究業績を有すると認められた者。 

（ロ）准教授 

 下記各号のいずれかの基準に該当する者で、教育者としての適格性を有する者。  

（1）専任講師・助教就任後、専攻分野に関する学術論文を３編以上公表している者。  

（2）前号と同等の研究業績を有すると認められた者。 

  （以下、省略） 

https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
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れており、一部の授業科目については専任教員を配置している。その他の授業科目に

ついては、城西大学の専任教員（兼担）または非常勤教員を配置している。 

以上のように、本学はカリキュラム・ポリシーに基づいて専任教員と非常勤教員を

適切に配置している。 

 非常勤教員の採用に関する規程として「城西大学・城西短期大学 非常勤講師の任

用及び任期に関する内規」（提出資料-規程集 4）がある。非常勤教員の採用において

は、同内規のほかに「城西短期大学教員人事に関する規程」を準用しており、学位、

研究業績、その他の経歴等について適正な審査のうえ採用することで、人事の選考の

適切性と透明性を保っている。 

 非常勤教員の任期は、毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとするが、「必要と認め

た場合は、再任を妨げない」という規定によって、2021 年度においても、本学の教

育課程を編成するうえで必要とされる高い専門性をもつ非常勤教員が継続して雇用さ

れた。 

 補助教員等については、本学では配置していない。 

専任教員の採用及び昇任は、「城西大学業務規則」（提出資料-規程集 5）、及び「城

西短期大学教員人事に関する規程」に基づいて公正に行っている。「城西大学業務規

則」第 15 条で、教授、准教授、助教、助手、講師の職務について定め、同規則第 16

条で、教授、准教授、助教、助手、講師の資格について定めている。また、「城西短

期大学教員人事に関する規程」には、専任教員の新任及び昇格人事は、「学校法人城

西大学業務規則」に基づき、本規程に定めるとある。本学では、同規程に基づき人事

委員会を開き、同規程で定めた選考基準に従い厳正な審査を行っている。同委員会で

推薦が可決された候補者を教授会の承認を経て、理事会に推薦している。 

 

 

［区分 基準Ⅲ-A-2 専任教員は、教育課程編成・実施の方針に基づいて教育研究活

動を行っている。］ 

※［当該区分に係る自己点検・評価のための観点］  

（1） 専任教員の研究活動（論文発表、学会活動、国際会議出席等、その他）は教

育課程編成・実施の方針に基づいて成果をあげている。  

（2） 専任教員は、科学研究費補助金、外部研究費等を獲得している。  

（3） 専任教員の研究活動に関する規程を整備している。  

（4） 専任教員の研究倫理を遵守するための取組みを定期的に行っている。  

（5） 専任教員の研究成果を発表する機会（研究紀要の発行等）を確保している。  

（6） 専任教員が研究を行う研究室を整備している。  

（7） 専任教員の研究、研修等を行う時間を確保している。  

（8） 専任教員の留学、海外派遣、国際会議出席等に関する規程を整備している。  

（9） FD 活動に関する規程を整備し、適切に実施している。  

 ①  教員は、FD 活動を通して授業・教育方法の改善を行っている。  

（10）  専任教員は、学生の学習成果の獲得が向上するよう学内の関係部署と連携し

ている。 
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＜区分 基準Ⅲ-A-2 の現状＞ 

 

専任教員は研究活動(論文発表、学会活動、国際会議出席等)を積極的に行い、活動

の実績を毎年度、教育研究活動報告書（備付資料 51 2021 年度教育研究活動報告書）

として提出している。同報告書には、研究活動の実績として、研究発表、学会発表、

学会活動、補助金の受給等について報告している。また、同報告書には教育活動の実

績として、担当授業のコマ数、履修者数、授業への取り組み、オフィスアワー、学生

指導、学内での委員会活動等を報告している。さらに、その他の活動の実績として、

他大学等への非常勤応嘱、社会貢献活動、入試業務等について報告している。以上の

ように、同報告書には専任教員の 1 年間の教育研究全般にわたる活動実績を報告して

いる。特に、研究活動等の詳細は、基準Ⅲ-A-1 で述べた本学ウェブサイト 城西大学

研究者データベースの研究者総覧（備付資料 50 本学ウェブサイト 城西大学研究者

データベース https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.

html）に公表されている。同報告書の提出と研究成果の公表により、専任教員の研究

活動の質を担保している。 

また、本学では研究成果を発表する機会として、以下で述べるように「城西短期大

学紀要」（備付資料 28  城西短期大学紀要 及び本学ウェブサイト https://libir.jo

sai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm）を発行している。専任教

員はビジネス総合学科のディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づい

た教育内容や教育方法に関する多くの研究成果を同紀要で発表しており、本学の教育

研究の向上に成果をあげている。 

外部研究費の獲得については、2021 年度から本学及び城西大学の科学研究費補助

金獲得経験者による「科研費アドバイザー」（備付資料 52 教授会資料 第 2021-6-8 

科研費アドバイザーについて）を組織して科研費申請書の点検や助言を行うなど、支

援制度が整備された。本学は、2021 年度の科学研究費補助金の獲得が 1 件ある。 

 専任教員の研究活動に関する規程については、「城西大学・城西短期大学 研究費

の支出基準に関する規程」（提出資料-規程集 6）、「城西大学・城西短期大学 学長所

管研究費（研究奨励金）支給内規」（提出資料-規程集 7）、「城西大学・城西短期大学

における研究活動に係る行動規範」（提出資料-規程集 8）等が整備されている。 

 専任教員の研究倫理を遵守するための取組みについては、城西大学・城西短期大学

の「公的研究費の管理・監査の取り組み」が、本学ウェブサイト（https://www.jos

ai.ac.jp/about/activity/guideline.html）で公表され、学内外に広く周知され

ている。責任体制を明確化するために、「城西大学・城西短期大学 公的研究費の管

理・監査のガイドラインに基づく各責任者等の責任範囲と権限」を定めたうえで、

「公的研究費の運営及び管理体制（チャート）」を作成している。そして適正な運

営・管理の基盤となる環境の整備として、「城西大学・城西短期大学 公的研究費の取

扱いに関する規程」（提出資料-規程集 9）、「城西大学・城西短期大学研究倫理規程」

（提出資料-規程集 10）、「城西大学・城西短期大学研究倫理委員会規程」（提出資料-

規程集 11）を定めている。さらに、2022 年 6 月には不正を発生させる要因の把握と

不正防止計画の作成・実施にむけて「城西大学・城西短期大学 研究費不正防止計画」

https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/kohyo/publication.html
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://libir.josai.ac.jp/contents/josai/kiyou/JCkiyo/JCkiyo.htm
https://www.josai.ac.jp/about/activity/guideline.html
https://www.josai.ac.jp/about/activity/guideline.html
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を作成している。 

 本学は研究倫理教育として、専任教員が定期的に「eL CoRE（日本学術振興会 研究

倫理 e ラーニングコース）」と「APRIN e ラーニングプログラム」の研究倫理教育 e

ラーニングを受講しており、公正な研究活動を推進している。 

 また専任教員は情報倫理を学び、それを効果的に維持することを目的として、情報

科学研究センターが主催する「情報セキュリティテスト」を定期的に受験している。

2021 年度に、専任教員および全職員を対象として Forms を用いて「研究費の不正防

止に関する意識調査（アンケート）」が実施された（備付資料 53  教授会資料 第

2021-10 回-59「研究費の不正防止に関する意識調査」）。これは研究費の不正使用防

止に向けた意識向上と浸透を図ることを目的として実施された。 

 専任教員の研究成果を発表する機会として、本学の前身「城西大学女子短期大学部」

は 1984 年度から 2004 年度まで「城西大学女子短期大学部紀要」を発行してきた。2

005 年度に城西短期大学へ組織変更後は「城西短期大学紀要」を毎年発行している。

「城西短期大学紀要」への投稿資格をもつのは原則として本短期大学専任教員と非常

勤講師としている。「城西大学女子短期大学部紀要」及び「城西短期大学紀要」に掲

載された論文は、すべて「城西大学機関リポジトリ JURA」において公表されている。

「城西大学機関リポジトリ JURA」は、城西大学および城西短期大学で生産された研

究成果や広報資料を電子的に保存し、インターネットを通じて無償で広く世界へ発信

するシステムである（備付資料 54 「城西大学機関リポジトリ JURA」及び本学ウェブ

サイト https://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository）。 

 前述のように、「城西短期大学紀要」には専任教員がビジネス総合学科のディプロ

マ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づいた教育内容や教育方法に関する多

くの研究成果を発表しており、本学の教育研究の向上に成果をあげている。また、本

学の専任教員は「地域と大学 城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要」や

「城西大学教職課程センター紀要」等にも研究成果を発表することができる。 

 すべての専任教員（教授、准教授、講師）に対して、13 号館に個室の研究室が整

備されている。各研究室には備品として机、椅子、電話、書架、打合せテーブルを配

し、教育研究活動が円滑に行われるスペースがある。また各研究室にはインターネッ

ト環境（有線 LAN および Wi-Fi）が整備され、情報科学研究センターが提供する各種

情報サービスを利用している。 

 専任教員に対しては、毎年「出講希望日調査」が実施され、週 1 日（月曜日から木

曜日までの 1 日）の研究日が確保されている。金曜日の午後は、教授会（原則第 3 金

曜日）や各種委員会、全学 FD 研修会、全学の各種委員会等の時間に割り当てられて

おり、専任教員は授業を担当していない。このように専任教員の研究および研修等を

行う時間は確保されている。 

専任教員の国際会議等のための海外渡航に関する規程については、「城西大学 教育

職員の１か月未満の海外研究渡航に関する取り扱い要領」（提出資料-規程集 12）が

整備されている。また、専任教員の海外派遣については、「城西大学・城西短期大学 

海外派遣に関する規程」（提出資料-規程集 13）が整備されている。 

FD 活動に関する規程として、「城西大学・城西短期大学 FD 委員会規程」（提出資

https://libir.josai.ac.jp/il/meta_pub/G0000284repository
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料-規程集 14）が整備され、本学は定期的に FD 活動を実施している。また、2021 年

度には「城西短期大学の FD ポリシー」が整備された（備付資料 37 2021 年度教授会

資料）。本学の専任教員は、城西大学と合同の全学の FD 研修会と短期大学単独の FD

研修会に出席している。2021 年度は、表ⅢA2-1 で示すように全学 FD 研修会（Zoom

利用）が 3 回、全学特別 FD 研修会か 3 回実施された。専任教員は Zoom で参加してい

る。やむおえない事情で当日欠席する場合は、録画された動画を後日視聴している。

本学単独の FD 研修会も定期的に実施している。2021 年度には FD 研修会「2021 年度

自己点検評価報告書作成について」（備付資料 55 2021 年度第 1 回 FD 研修会資料）

が実施された。以上のように、本学教職員は各種の FD 研修会等を通して、授業・教

育方法の改善を行っている。 

 

表 ⅢA2-1  2021 年度 全学 FD 研修会 

4 月 30 日(金) 第 1 回特別 FD 研修会「学生を目覚めさせるリベラルアーツ教育」  

5 月 28 日(金) 第 2 回特別 FD 研修会「本学のおかれた危機的状況と今後の対応」  

6 月 25 日(金) 第 1 回全学 FD 研修会「城西大学に求められる教育のあり方」  

9 月 24 日(金) 第 2 回全学 FD 研修会「プロの仕事とそのための意識改革」  

11 月 26 日(金) 
第 3 回全学 FD 研修会「社会の変化と学校に求められる公益性 

～組織変革のプロセス～」  

12 月 24 日(金) 
第 3 回特別 FD 研修会「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイ

ドラインの改正に伴う本学の体制整備について  

 

 専任教員は基礎ゼミナール及びゼミナールを担当しており、学生の学習支援および

進路相談では情報科学研究センターが管理するポータルシステム JUnavi の学生カル

テを活用している。JUnavi によって、教務に関する掲示、履修・成績、シラバス、

出席管理、学生支援などに関する情報を適宜確認することができる。その他に

WebClass、学内メール、Teams などを利用して学生の学習支援を行っている。これら

情報システムの利用ついては、情報科学研究センターと連携して学生支援を行ってい

る。 

また、就職志望の学生に対しては、就職委員会を介してキャリアサポートセンター

と連携して、学生に必要とされる就職支援情報を共有しながら学生支援を行っている。 

障がいのある学生がいる場合には、城西大学保健センターおよび障がい学生支援委

員会と連携して、丁寧な学生支援（保護者との面談を含む）を行っている。 

 また、ゼミナール活動の中で水田美術館や水田記念図書館と連携して、利用に関す

るガイダンスを実施したり、ラーニングコモンズ等を積極的に利用している。以上の

ように、本学では学習成果の獲得が向上するよう学内の各部署と連携している。 
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［区分 基準Ⅲ -A-3 学生の学習成果の獲得が向上するよう事務組織を整備してい

る。］ 

※［当該区分に係る自己点検・評価のための観点］  

（1） 短期大学の教育研究活動等に係る事務組織の責任体制が明確である。  

（2） 事務職員は、事務をつかさどる専門的な職能を有している。  

（3） 事務職員の能力や適性を十分に発揮できる環境を整えている。  

（4） 事務関係諸規程を整備している。  

（5） 事務部署に事務室、情報機器、備品等を整備している。  

（6） SD 活動に関する規程を整備し、適切に実施している。  

（7） 日常的に業務の見直しや事務処理の点検・評価を行い、改善している。  

（8） 事務職員は、学生の学習成果の獲得が向上するよう教員や関係部署と連携して

いる。 

 

＜区分 基準Ⅲ-A-3 の現状＞ 

 

本学の教育研究活動等に係る事務組織の責任体制については、｢城西大学業務規則｣

第 13 章 事務組織及び第 16 章 職務分掌等により明確に定められており、各担当者が

責任をもって対応している。事務局には事務局長を置き、事務局長は事務局を統括し

ている。また、総務課、人事課、経理課、調達課、管財課、営繕課、学長室学務課、

教務課、入試課、キャリアサポートセンター、学生サービス課、図書館、情報科学研

究センター等の事務組織は組織図（備付資料 56 城西大学事務部門の組織図）に示さ

れた形で構成され、城西大学との共通組織となっている。また、城西大学の学部ごと

の事務室及び短期大学事務室が設置されている。各課長及び各学部・短期大学事務長

がそれぞれの部局を統括している。 

事務職員はそれぞれの部局において専門的な知識・技能を身に付けることにより専

門的な職能を習得している。 

毎年度、事務局長は人事課長とともに職員の配置の見直しを行っている。職員の人

事配置においては、各職員のキャリア、年齢、適性等、各職員の能力が発揮できるよ

う考慮するとともに、組織間のバランス等にも配慮し、業務が円滑に進められるよう

職員を配置している。 

専任事務職員においては、能力・勤務実績に基づく人事管理と職員の意欲の向上及

び組織活性化を目的として、「職員評価実施規程」（提出資料-規程集 15）を整備して

人事評価制度を設けている。毎年、組織目標、個人目標を設定し、それを踏まえて業

務を行っている。目標の達成状況に関しては評価者との面談、本人の自己申告等によ

って評価を行い期末手当に反映している。 

事務関係諸規程については、「城西大学業務規則」（提出資料-規程集 5）、「事務分

掌規程」（提出資料-規程集 16）、「文書取扱規程」（提出資料-規程集 17）、「文書保存

規程」（提出資料-規程集 2）、「公印規程」（提出資料-規程集 18）、「教育・体育・文化

施設運用規程」（提出資料-規程集 19）、「教育研究施設の管理基準」（提出資料-規程

集 20）、「防災管理規程」（提出資料-規程集 21）等が規程集の中で編纂され、これら

を根拠に業務を行っている。 

短期大学事務室のある 13 号館には、教員の研究室・会議室等が配置されおり、短
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期大学事務室においては、事務職員全員にネットワークに接続された PC が配置され、

プリンター、コピー機、印刷機等の業務を遂行する際に必要な情報機器、備品が整備

されている。 

事務職員の SD 活動については「城西大学・城西短期大学 SD 委員会規程」（提出資

料-規程集 22）を定め、事務職員に必要とされる知識、技能、新しい情報の収集等の

向上に向け、城西大学の職員と合同で行っている。学外の有識者を招くなど、全教職

員を対象とした SD 研修会を毎年開催している。2021 年度は 8 月 27 日（金）に「メ

ンタルヘルスメント」というテーマで SD 研修会を開催した。事務職員は複数回開催

される FD 研修会及び SD 研修会に参加し、能力向上を図る研修を行っている。新入職

員に対しては、毎年新人研修を行っている。 

事務職員は教授会及び各種委員会等に参加しており、教員と密接に連携・調整を行

いながら、日々の業務処理の改善等にあたっている。従前は全ての会議が対面で実施

されていたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響でオンライン化が進み 2021 年

度は教授会以外の会議や研修会の多くは Teams や Zoom 等を活用して実施され、効率

化が図られている。 

事務職員は事務局の関係部署、特に総務課、学長室学務課、教務課、入試課、キャ

リアサポートセンター、国際教育センター、情報科学研究センター等と密接に連携し

て、学生及び教学に関係する情報を共有している。これにより、学生の学習成果の獲

得が向上するよう円滑な業務処理を行っている。 

 

 

［区分 基準Ⅲ-A-4 労働基準法等の労働関係法令を遵守し、人事・労務管理を適切

に行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 教職員の就業に関する諸規程を整備している。  

（2） 教職員の就業に関する諸規程を教職員に周知している。  

（3） 教職員の就業を諸規程に基づいて適正に管理している。  

 

＜区分 基準Ⅲ-A-4 の現状＞ 

 

教職員の就業に関する諸規程については、「城西大学業務規則」、「給与規程」（提出

資料-規程集 23）、「衛生管理規程」（提出資料-規程集 24）、「介護休業規程」（提出資

料-規程集 25）、「育児休業規程」（提出資料-規程集 26）、「ハラスメント防止等に関す

る規程」（提出資料-規程集 27）、「ハラスメント防止委員会運営細則」（提出資料-規

程集 28）、「個人情報の保護に関する規程」（提出資料-規程集 29）、「内部監査規程」

（提出資料-規程集 30）等が整備されている。 

就業に関する諸規程については、規程集として編纂している。年度末等で改正があ

った規程については最新版に更新している。 

教職員は、Teams 上の「教職員のページ」または本学ウェブサイトのトップページ

からリンクが貼られている「本学教職員の方へ」にアクセスすることで、最新版の規
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程集を学内で閲覧できる。「教職員のページ」は規程集の閲覧以外に、教職員への掲

示板としての役割もあり、教職員への各種のお知らせが掲示されている。また、教員

が個人研究費等で物品を購入する際も「教職員のページ」内の「Web 財務」で購入申

請しており、教職員が日常的に利用している。従って、教職員の就業に関する諸規程

は教職員に周知されている。 

教職員の就業に係る事項については、関係規程に基づき適時、適切に管理・対応を

図って運用されている。従前まではタイムカードで事務職員の出退勤を管理していた

ものを、IC カードを利用して勤務時間の管理（残業申請、有休申請等）を円滑に行

えるように「勤怠管理システム」を導入した。教員の勤怠管理については、短期大学

事務室に出勤簿を設置しており、教員が出勤の際に押印している。紀尾井町キャンパ

スでは 1 号棟 4 階にある教員控室に出勤簿を設置しており、教員が出勤の際に押印し

ている。 

 

＜テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源の課題＞  

 

留学生の対応については、国際教育センターとの連携で現在はできているが、今後

は短期大学事務室内においても、様々な言語に対応できる人材の確保が必要とされる。 

本学では、増加傾向にある障がいのある学生の対応について、基本的な専門知識が

必要となるのではないかと思われ、今後検討していく必要がある。  

学生サービスを良くしていくことは当然のことではあると思われるが、教職員にお

いては教育・研究以外に、学校訪問、委員会活動等によって負担が大きくなってきて

いる。教員は研究活動が制限され、事務職員においては、学生サービスの低下があげ

られる。それに伴って人員の増員をすれば財政的に負担が大きくなることも課題と思

われる。 

 

＜テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源の特記事項＞  

 

 特になし 
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［テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1   学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/l

earning_info/binran.html/ 

提出資料-規程集 

31 「体育・文化施設運用規程」 

32 「水田記念図書館管理細則」 

33 「城西大学水田記念図書館運営委員会に関する細則」 

34 「学校法人城西大学経理規程」 

35 「学校法人城西大学固定資産及び物品管理規程」 

36 「教育研究施設の管理基準」 

37 「城西大学清光会館建物管理規程」 

38 「城西大学清光会館建物管理細則」 

39 「防災管理規程」 

40 「城西大学安全及び衛生規程」 

41 「衛生管理規程」 

42 「城西大学情報科学研究センター規程」 

43 「城西大学学内ネットワークの管理及び利用細則」 

備付資料 

57  校地、校舎に関する図面 

58  共有学習スペース -オンライン授業受講可能-https://www.josai.ac.jp/gakun

ai/index.html 

 

 

［区分 基準Ⅲ-B-1 教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、校舎、施設設備、

その他の物的資源を整備、活用している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 校地の面積は短期大学設置基準の規定を充足している。  

（2） 適切な面積の運動場を有している。  

（3） 校舎の面積は短期大学設置基準の規定を充足している。  

（4） 校地と校舎は障がい者に対応している。  

（5） 教育課程編成・実施の方針に基づいて授業を行う講義室、演習室、実験・

実習室を用意している。 

（6） 通信による教育を行う学科・専攻課程を開設している場合には、添削等に

よる指導、印刷教材等の保管・発送のための施設が整備されている。  

（7） 教育課程編成・実施の方針に基づいて授業を行うための機器・備品を整備

している。  

（8） 適切な面積の図書館又は学習資源センター等を有している。  

（9） 図書館又は学習資源センター等の蔵書数、学術雑誌数、AV 資料数及び座

席数等が適切である。  

 ① 購入図書選定システムや廃棄システムが確立している。  

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/gakunai/index.html
https://www.josai.ac.jp/gakunai/index.html
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 ② 図書館又は学習資源センター等に参考図書、関連図書を整備してい

る。 

（10） 適切な面積の体育館を有している。  

（11） 多様なメディアを高度に利用して教室等以外の場所で授業を行う場合、適

切な場所を整備している。  

 

 

＜区分 基準Ⅲ-B-1 の現状＞ 

 

本学の校地は、埼玉県坂戸市内にある坂戸キャンパスと東京都千代田区内にある東

京紀尾井町キャンパス（以下、紀尾井町キャンパス）で構成されている。坂戸キャン

パスの配置図を図ⅢB1-1 で示した（備付資料 57  校地、校舎に関する図面）。 

 

図 ⅢB1-1  坂戸キャンパスの配置図 

 

 坂戸キャンパスの校地面積は、279,350.28 ㎡である。城西大学と共用している校

地 面 積 は 276,505.28 ㎡ で 、 内 訳 は 、 校 舎 敷 地 81,587.40 ㎡ 、 運 動 場 用 地

168,761.11 ㎡、その他敷地 26,156.77 ㎡である。紀尾井町キャンパスの校地面積は

5,495.73 ㎡であり、城西大学・城西国際大学と共用している。校地は、両キャンパ

スにおいて共用しているものの、本学の収容定員は 240 名であり、短期大学設置基準

第 30 条に基づく校地の基準面積の 2,400 ㎡を大きく上回っており、校地の面積は同

基準の規定を充足している。 

運動場は坂戸キャンパスにあり、城西大学と共用している。運動場の面積は

168,761.11 ㎡であり、短期大学設置基準第 27 条の 2 に基づく適切な面積の運動場を

有している。運動場は、「体育・文化施設運用規程」（提出資料-規程集 31）に基づき
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運用されている。運動場は、総合グラウンド、河川敷グラウンド、西大久保グラウン

ド、アーチェリー場、バスケットコート、バレーコート、テニスコート、ゴルフ練習

場等で構成される。総合グラウンドには、サッカー場 2、ソフトボール場 1 面、人工

芝を敷き詰めた約 1 km の周回ランニング走路が備わっており、2020 年 9 月に JOSAI 

SPORTS FIELD として整備された。河川敷グラウンドには、準硬式野球場、ラグビー、

ソフトボール場がある。西大久保グラウンドには、ナイター設備（照明 4 基）を完備

した公式戦でも使用される硬式野球場がある。これらの運動施設はいずれもスポーツ

技術の向上と共に、スポーツを通した健全な人材の育成、さらには他大学生等との交

流に寄与している。 

 本学の校舎は、坂戸及び東京紀尾井町の両キャンパス内にある。校舎面積は両キャ

ンパスを合わせると 13 万㎡以上あり、城西大学或いは城西国際大学と共用している。

坂戸キャンパス内にある校舎は 1 号館から 22 号館まである。本学が主として使用し

ている校舎は 13 号館であり、城西大学現代政策学部及び留学生別科と共用している。

13 号館の校舎面積のうち、本学が専用する面積は 2,685 ㎡であり、共用する面積は

16,351 ㎡である。従って、校舎の面積は短期大学設置基準（学科の種類が経済学関

係、収容定員 250 人までの場合の面積 2,100 ㎡）を充足している。なお、2022 年度

には、新たにアクティブ・ラーニングやプレゼンテーション、カフェ、ワークショッ

プ、グループ学習など備えた 23 号館（JOSAI HUB）がオープンする予定となってお

り、これにより校舎面積は 2 万㎡以上増加する。 

紀尾井町キャンパス内にある校舎は、1 号棟から 5 号棟まであるが、本学は主に 1

号棟を使用している。1 号棟の面積は 6,978.77 ㎡であり、城西大学及び城西国際大

学と共用している。 

 本学の校地と校舎は、障がい者に対応している。坂戸キャンパスの正門から 13 号

館に続く校地は平たんである。基準Ⅱ-B-3 で述べたように、13 号館の玄関には車い

す用にスロープが設置され、入口は自動扉となっている。1 階には障がい者用トイレ

があり、建物内にはエレベーターが設置されている。なお、基準Ⅱ-B-3 で坂戸キャ

ンパスのバリアフリーマップを示している。 

紀尾井町キャンパスの校舎もバリアフリー化され、障がい者に対応した施設となっ

ている。障がい者用トイレも完備されている。基準Ⅱ-B-3 で述べたように、同キャ

ンパスでは、過去に車いす利用の学生を 1 名受け入れた実績がある。 

 本学はビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーに基づいて、以下に述べるよう

に、授業を行う講義室、演習室、PC 演習室、語学学習教室等を用意しており、短期

大学設置基準第 28 条（「教育研究施設の管理基準」）に基づく規定を充足している。 

坂戸キャンパス 13 号館には、講義室（11 室）、ゼミナール用教室（8 室）、実習室

（1 室）、PC 演習室（3 室）、映像制作用 PC 演習室（1 室）、LL 教室（1 室）、和室（1

室）がある（提出資料 1 学生便覧 2021、及び本学ウェブサイト 学生便覧 https:/

/www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/）。さらに、1 階には語学教育セン

ターの学習室である Language Lounge が設置されている。語学学習に役立つ教材を

多数配架し、語学担当教員、留学生、留学経験者や他学部生等との国際的な交流や語

学力向上に向けた学習に利用されており、本学の学生も自由に利用できる。また、専

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
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任教員の研究室（14 室）、会議室（1 室）、事務室（1 室）を備えている。短期大学の

授業の多くは 13 号館で実施されているが、語学系の授業科目など城西大学の学生と

一緒に受講する授業の多くは 13 号館以外の校舎で行われている。それらの共用の校

舎については省略する。 

紀尾井町キャンパス 1 号棟 1 階には、エントランスホールに隣接した守衛室があり、

学生の安全に配慮した施設となっている。その他、1 階には多目的プレゼンテーショ

ンルーム、教学事務室、国際教育センター等がある。2 階には、水田記念図書館分室、

ラーニングコモンズや、健康管理のための医務室がある。3 階、4 階には、講義や演

習を行う教室、セミナー室、PC 演習室、教員用研究室、自習室等がある。5 階には、

セミナー室、多目的教室、大学院研究室、自習室があり、さらに、学生相談室、就職

事務室、情報事務室、情報科学研究センター・メディアラボ、キャリアセンターを配

置している。地下 1 階にはホール（160 人収容）を有している。学生の休息・交流の

場として、地下 1 階に食堂（80 席）やホワイエ、1 階奥ロビーには、中庭やギャラリ

ーがあり、3 階・4 階・5 階にはラウンジがある（提出資料 1 学生便覧 2021、及び

本学ウェブサイト 学生便覧 https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.ht

ml/）。 

本学には、通信による教育を行う学科・専攻課程を開設していないため、添削等に

よる指導、印刷教材等の保管・発送のための施設は整備していない。 

本学はビジネス総合学科のカリキュラム・ポリシーに基づいて、さまざまな授業を

行うための機器や備品を以下のように整備している。 

情報機器としては、全研究室及び全教室に情報コンセントと Wi-Fi のアクセスポイ

ントが設置されている。また、講義室には PC を接続できるプロジェクターとスクリ

ーンを設置しており、書画カメラの画像や教員の持ち込み PC を使った授業に対応し

ている。本学では、この設備を使ってコロナ禍において、実際の講義室で受講してい

る学生とオンライン上で受講している学生の両方を対象に、同時に双方向の授業を実

施するハイブリッド型授業を行った。また、13 号館には、さまざまな授業に対応で

きるよう設備が整っている。情報ユニットやメディアデザインユニット関連の授業に

おいて、グラフィックデザインや映像制作等にも対応できる PC 設備が整っている。

その他、ビジネスマナー等、実際のオフィスを想定した演習ができる教室があり、ソ

ファや会議用のデスク、椅子を備えている。 

紀尾井町キャンパスにおいても、全研究室及び全教室に情報コンセントが設置され

ており、Wi-Fi のアクセスポイントも 1 号棟内の多くの場所に設置されている。また、

講義室には PC を接続できるプロジェクターとスクリーンを設置しており、書画カメ

ラの画像や教員の持ち込み PC を使った授業に対応している。 

坂戸キャンパスには城西大学と共用の水田記念図書館（以下、図書館とする）があ

り、学習支援センターとしての役割を果たしている。図書館の面積は 7,151.77 ㎡で

あり、適切な面積を有している。 

図書館の蔵書数は、紀尾井町キャンパスにある紀尾井町分室を含め 479,348 冊であ

る。この他に、学術雑誌 43,694 冊、視聴覚(AV)資料 4,665 点を有している。表 Ⅲ

B1-1 に「区分別蔵書冊数統計」を示した。また、図書館の座席数は、閲覧席、AV 室

https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
https://www.josai.ac.jp/learning_info/binran.html/
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席、視聴覚室席、グループ学習室席、ラーニングコモンズ席等を合わせて 956 席であ

る。図書館及び紀尾井町分室のフロアごとの詳細については、後述する。以上のよう

に、図書館は蔵書数、学術雑誌数、AV 資料数及び座席数等が適切に整備されている。 

図書館は、購入図書選定システムや廃棄システムが確立している。「水田記念図書

館管理細則」（提出資料-規程集 32）において、同図書館における資料の収集及び除

去、その他管理に関する事項を定めている。図書の良好な管理と効率的な利用を図る

ことを目的とし、図書の受入れ・除去等を実施している。 

購入図書選定は、「城西大学水田記念図書館運営委員会に関する細則」（提出資料-

規程集 33）第 2 条第 3 項に基づいて図書館収書の方針を決め、本学及び城西大学の

各学部から選出された選書委員によって総合的・計画的に行われている。資料の廃棄

については、「城西大学水田記念図書館図書管理細則」に基づき、毎年除去処理を行

っている。 

 

表 ⅢB1-1 区分別蔵書冊数統計 

 

図書館では、図ⅢB1-1 に示すようにシラバスルームを設けて、シラバスに掲載さ

れた教科書・参考図書・資料等も含めて配架し、学生の学習に役立てるようシステム

を確立している。図書館では、シラバスに掲載された教科書や参考図書、資料等に加

え、学生からの要請のある参考図書・関連図書もできる限り購入する方針であり、学

生の利用を推進するための取り組みを行っている（図 ⅢB1-1 フロアガイドの 3F を

参照）。図書館は、城西大学と城西短期大学に所属するすべての利用者の学習、教育

研究に必要な資料、情報を扱っているため、人文・社会系から自然系までの幅広い分

野の蔵書構成が特徴である。冊子体の図書、雑誌のほかマイクロフィルム、CD-ROM、

視聴覚資料の DVD、ビデオ等も収集している。1 階から 3 階の開架には、よく利用さ

れる和書を、積層式書庫には洋書、製本雑誌等を収容し、すべての資料が自由に閲覧

できるようになっている。3 階シラバスルームにはシラバス掲載の参考文献やテキス
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トを配架している。2012 年度後期からは、1 階、3 階、7 階に上級学生と大学院生が

学習相談に応じる「図書館学生アドバイザー」が常駐し、レポート作成や文献の探し

方など、自らの経験を生かしたアドバイスを行っている。さらに 2014 年度からは、

地域アドバイザー制度を設け、地域の先輩諸氏と学生の交流の場も設けている。 

以下では、図書館のフロアごとの詳細について述べる。 

坂戸キャンパスの図書館図のフロアガイドを図ⅢB1-1 に示した。1～4 階は開架と

閲覧室、5 階に閲覧室、6 階はグループ学習室、7･8 階にはラーニングコモンズ、9 階

には閲覧室がある。個人閲覧室は、3 階に 2 室、グループ学習室は、3 階と 6 階にあ

り、6 階のグループ学習室は、A～D 室に分かれている。2 階に 57 席を有する視聴覚

室があり、PC1 台、各種 AV 機器、プロジェクター、ホワイトボードを備えている。

また、コピー機は、1 階と 3 階に各 1 台設置されており、著作権法の範囲内で当館所

蔵資料のみをコピーできる。館内 PC 席は、1 階 18 席、2 階 16 席、3 階 43 席、6 階 4

席、8 階 32 席、館内貸出用ノート PC は、1 階貸出でノート型 10 台、iPad8 台、7 階

貸出でノート型 30 台が用意されている（下図「フロアガイド」を参照）。グループ学

習室は、ゼミやサークル等のグループ単位で利用可能であり、大型スクリーンが設置

された視聴覚室は授業や講習会等に幅広く利用されている。2018 年には 7 階、8 階に

ラーニングコモンズが開設され、学習相談や様々なアクティブ・ラーニングに使用さ

れている。 

図 ⅢB1-1 坂戸キャンパス図書館フロアガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 紀尾井町キャンパスは、城西国際大学を含む 3 大学で共用している水田記念図書館

紀尾井町分室（以下、図書室）を有している。図 ⅢB1-2 に、図書室のフロアマップ

を示した。図書内の OPAC 専用の PC を利用して図書室にある資料や城西大学坂戸キャ

ンパス、城西国際大学東金キャンパスの資料も調べることができ、それらを予約する
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こともできるようになっている。また、メディアブースでは、図書室にある AV 資料

やビデオ・ DVD 等を鑑賞できるようになっている。 

坂戸キャンパスには城西大学と共用の屋内の総合体育館があり、面積は 13,081.90

㎡である。運動場と共に、スポーツと学生の健康に資する関連の施設として、バスケ

ットコート 2 面分のアリーナ、格技室、室内温水プール、科学的トレーニングに対応

したトレーニング室、弓道場、ホワイエ（卓球）、多目的室、学生ホール、ステージ

等を備えており、適切な面積を確保している。2018 年にはシースルー型のエレベー

ターが増設された。また、体育館は、電動可動式の観客席約 900 席を含めた観客席を

設置可能で、入学式・卒業式等にも使用されている。「体育・文化施設運用規程」（提

出資料-規程集 31）に基づき運用されており、スポーツ技術の向上と共に、スポーツ

を通して他大学生との交流に寄与する施設になっている。 

 

図 ⅢB1-2 紀尾井町キャンパス図書室フロアマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の各研究室および非常勤講師室には、有線 LAN および Wi-Fi が整備されている

ため、教員は研究室や非常勤講師室からオンライン授業を実施することが可能であり、

メディアを利用した授業が適切に実施できる環境が整備されている。 

また、学生が学内でオンライン授業を受講等のための共有学習スペースとして、坂

戸キャンパスの 2 号館、3 号館、4 号館、13 号館、17 号館、22 号館、第一食堂 2 階

のスペースを開放している（備付資料 58 共有学習スペース -オンライン授業受講可

能-https://www.josai.ac.jp/gakunai/index.html）。これらのスペースは、学生

がオンライン授業を受講する際に個別学習やグループ学習ができるよう電源や無線 L

AN 等が整備されており、学生は自由に使用することができる。図書館においても前

https://www.josai.ac.jp/gakunai/index.html
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述したように 7、8 階にラーニングコモンズが開設されており、貸し出しノート PC や

有線・無線 LAN 整備により対面での授業だけでなくオンライン授業等での利用ができ

るようになっている。 

 以上のように本学では、教室等以外の場所においても多様なメディアを高度に利用

して授業を行うことができる適切な環境を整備している。 

 

 

［区分 基準Ⅲ-B-2 施設設備の維持管理を適切に行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 固定資産管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程等を、財務諸規程に含め整備

している。  

（2） 諸規程に従い施設設備、物品（消耗品、貯蔵品等）を維持管理している。  

（3） 火災・地震対策、防犯対策のための諸規則を整備している。  

（4） 火災・地震対策、防犯対策のための定期的な点検・訓練を行っている。  

（5） コンピュータシステムのセキュリティ対策を行っている。  

（6） 省エネルギー・省資源対策、その他地球環境保全の配慮がなされている。  

 

＜区分 基準Ⅲ-B-2 の現状＞ 

 

本学は、城西大学と共用の施設を多く有しており、種々の規程を城西大学と共有し

ている。施設設備の維持管理については「学校法人城西大学経理規程」（提出資料-規

程集 34）及び「学校法人城西大学固定資産及び物品管理規程」（提出資料-規程集 35）

を整備している。 

「学校法人城西大学経理規程」は、経理に関する諸事項を定め、経理業務を正確か

つ迅速に処理し、もって本学の財政状態及び運営成績に関し報告を行うとともに、適

切な管理と向上に資することを目的としている。総則、帳簿及び勘定科目、金銭会計、

資金会計、物品会計、固定資産会計、予算、実算、監査、雑則について各章で規定し

ている。 

「学校法人城西大学固定資産及び物品管理規程」は、「学校法人城西大学経理規程」

第 6 条を受けて、学校法人城西大学の固定資産及び物品の管理に関する基準を定めて、

その適正を期し、もって本学の運営に寄与することを目的としている。管理組織、物

品等の分類、管理担当者の日常管理、使用者の管理、物品等の取得、移管、返納、廃

棄等について規定している。物品等を耐用年数と金額により、固定資産・用品・消耗

品等に分類し、台帳を備え日常の管理運営を行っている。 

教育研究等関連施設（体育施設を除く）については、有効適切に管理することを目

的とした「教育研究施設の管理基準」（提出資料-規程集 36）に基づき管理を行って

いる。教育研究施設には、個人研究室、実験・実習室、教室及びゼミナール室、学部

の学部長室、事務室、会議室、非常勤講師室及びその他共用室、各種センターの事務

室、その他の教育研究施設が含まれる。 

大学が保有する総合体育館、運動場、その他の体育施設の運用については、「体

育・文化施設運用規程」（提出資料-規程集 31）を備え、これに基づき施設を運用し
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ている。 

事務棟の城西大学清光会館の管理については、「城西大学清光会館建物管理規程」

及び「城西大学清光会館建物管理細則」により、清光会館の管理（建物の維持保全、

防災、防犯、風紀、衛生、安全等）運営及び使用に関する事項を規定し維持管理を行

っている。 

火災・地震対策、防犯対策のための諸規則については、前述の「城西大学清光会館

建物管理規程」（提出資料-規程集 37）、「城西大学清光会館建物管理細則」（提出資料

-規程集 38）に加え、「防災管理規程」（提出資料-規程集 39）を備えている。「防災管

理規程」は、城西大学における地震、火災等の災害に対する対応策の管理の徹底を期

し、これらの災害による人的、物的被害を予防又は最小限にとどめることを目的とし、

総則、防災管理機構、災害予防、災害防禦、教育訓練、消防機関との連絡、雑則につ

いて規定している。防災管理機構では、防災管理についての最高機関として、防災管

理委員会を設置するものとし、委員会の構成や任務について規定している。 

上記規程に基づき、火災・地震対策として定期的な点検・訓練を行っている。各建

物には、緊急時避難経路図、非常口、避難誘導灯、消火器を設置し、定期的に点検し、

常時不測の事態に対応できるよう努めている。また、防災管理の完璧を期すため、職

員は防災に関する教育を受け、教育訓練の一環として年 1 回の防災訓練を行っている。

2019 年度は 10 月 17 日に行われ、これまでの限定した訓練を改善し、その日のキャ

ンパスにいる全員規模で行うことで防災意識の向上と実際の問題点の洗い出しを行っ

た。2020 年度は 10 月 14 日に、2021 年度は 10 月 20 日にそれぞれ実施される計画で

あったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、3 密回避の観点から中止された。入

学試験時における対応については、地震等防災対策に関する方針・要領に関する規程

資料を各教職員に配布し、内容を事前に各自周知徹底する方法で対応している。 

「城西大学安全及び衛生規程」（提出資料-規程集 40）及び「衛生管理規程」（提出

資料-規程集 41）には、城西大学の安全及び衛生に関する事項を定めている。教職員

の心得や安全順守を踏まえた非常災害の処置や衛生管理等について規定されている。 

防犯対策については、警備員を配置、さらに学内のエレベーター及び PC 演習室に

防犯カメラを設置し対策に努めている。守衛が 24 時間体制で鍵の管理や正門出入り

口の管理、構内巡回等の警備にあたっている。休業時には、防犯対策として、各教室

及び建物出入口の施錠をするとともに、守衛による警備強化を行っている。 

コンピュータシステムのセキュリティ対策については、情報科学研究センターが中

心となって取り組んでいる。「城西大学情報科学研究センター規程」（提出資料-規程

集 42）により、情報科学研究センターの事業及び組織の大綱を定めている。本学に

おける情報科学の教育と研究並びにコンピュータの運用及び管理を行うことを目的と

しており、同センターがコンピュータ及び学内ネットワークの運用及び管理を担って

いる。本学ウェブサイト（http://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.

html）で情報セキュリティに関する情報を掲載し、また、講演会を行う等、情報シス

テムのセキュリティ意識向上のための取り組み等を行っている。 

教育系システムの利用については、学内のすべての PC に運用支援ソフトを導入し、

利用者が PC の設定を変更し、万が一ウイルスに感染しても、再起動時には元の環境

http://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
http://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
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に戻るような仕組みを導入している。また、コンピュータ関連授業において、マナー

やネチケット（ネットワーク上でのエチケット）についても学習させている。なお、

教育・研究でのインターネットの利用が普及するに伴い、「城西大学学内ネットワー

クの管理及び利用細則」（提出資料-規程集 43）により、ネットワークシステム利用

上の情報倫理規程の策定を行い、セキュリティ対策に対応している。事務系システム

では、パスワード管理とウイルス対策ソフトを導入することにより、外部からの侵入

等を阻止している。 

省エネルギー・省資源対策、その他地球環境保全の配慮については、本学は城西大

学と共に取り組んでいる。2006 年度より、城西大学は省エネルギー法に定める「第 I

種エネルギー管理指定工場」に指定された。学校法人城西大学（C 事業所）と城西大

学硬式野球場（A 事業所）は、2009 年に埼玉県が策定した埼玉県温暖化対策実行計画

における温室効果ガス排出の削減目標に係る、埼玉県地球温暖化対策推進条例に基づ

いた地球温暖化対策計画等作成事業者・事業所であり、埼玉県環境部温暖化対策課に

地球温暖化対策計画・実施状況報告の作成・提出を義務付けられている。これに従い、

事業所の温室効果ガス排出量の削減目標等について、事業所の地球温暖化対策計画・

実施状況報告書を作成し、埼玉県環境部温暖化対策課に提出しており、埼玉県のウェ

ブサイトで公表されている。 

本学及び城西大学の学内においての具体的な省エネルギー対策としては、教室や図

書館等を含む校舎等において、冷暖房の運転期間及び設定温度を定め、学生及び教職

員の意識の統一を図り対策に取り組んでいる。また、ゴミの分別によるリサイクルを

通した省資源対策を実施している。日常に使用される天井の電気について蛍光灯から

LED への切り替えを行っている。さらに、学内の省エネ対策委員会が詳細な資料を作

成し、その資料をもとに省エネルギーに向けた管理を行っている。省エネ対策委員会

は、大学におけるエネルギー資源の状況と目指すべき目標値等について、各校舎の廊

下等掲示板へ掲示することで省エネルギー対策への協力を教職員等に呼びかけている。 

2021 年度には、再生可能エネルギー導入プロジェクトとして、大学敷地内に、新

たに太陽光パネルを設置(8,600 ㎡、パネル 1,980 枚)した。大学年間供給量の 10％

(想定 876,000kWh/年)を再生可能エネルギーで補うことにより、年間約 400ｔの Co2

削減が可能となる。また、本部棟である清光会館屋上にも太陽光パネルを設置したこ

とにより、停電時には自立運転機能により清光会館の一部の電灯コンセントに電力を

供給することができるようになった。 

 

＜テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の課題＞  

 

本学は、城西大学女子短期大学部として開設された後、2023 年に創立 40 年目を、

また、校地・校舎等を多く共用している城西大学は、その後まもなく創立 60 年目を

迎える。これまで城西大学 50 周年記念事業の一環でさまざまな施設等整備を計画し、

着実に新築や改装工事等を進めてきたが、その後も、施設の改善・整備は続けられ、

13 号館においては、一部のトイレ等の改修が行われた。今後も改善・整備が継続し

て進められていくことが課題である。 
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＜テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の特記事項＞  

 

特になし 

 

  



2022 年度自己点検・評価報告書（基準Ⅰ・基準Ⅱ・基準Ⅲ） 城西短期大学   

97 

 

［テーマ 基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源］ 

 

＜根拠資料＞ 

備付資料 

40  情報セキュリティ理解度チェック結果 

59  情報システム利用の手引き 

60  本学ウェブサイト 情報科学研究センター https://www.josai.ac.jp/support

/inforesearch/index.html 

61  2021 年度教授会資料 2021 年度セキュリティテスト実施状況 

62  固定式端末配置図 

63  出席管理システムマニュアル（教職員用） 

 

［区分 基準Ⅲ-C-1 短期大学は、教育課程編成・実施の方針に基づいて学習成果を

獲得させるために技術的資源を整備している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 教育課程編成・実施の方針に基づいて技術サービス、専門的な支援、施設設備

の向上・充実を図っている。 

（2） 情報技術の向上に関するトレーニングを学生及び教職員に提供している。 

（3） 技術的資源と設備の両面において計画的に維持、整備し、適切な状態を保持し

ている。 

（4） 技術的資源の分配を常に見直し、活用している。 

（5） 教職員が教育課程編成・実施の方針に基づいて授業や学校運営に活用できるよ

う、学内のコンピュータ整備を行っている。 

（6） 学生の学習支援のために必要な学内 LAN を整備している。 

（7） 教員は、新しい情報技術などを活用して、効果的な授業を行っている。 

（8） コンピュータ教室、マルチメディア教室、CALL 教室等の特別教室を整備して

いる。 

 

＜区分 基準Ⅲ-C-1 の現状＞ 

 

 本学では、教育課程編成・実施の方針に基づき、情報科学研究センターが中心とな

って SCNL（Seiko Computer Network Lab）という学内のコンピュータネットワー

クに関する包括的な情報教育環境を構築している。2021 年度は 2018 年度から始まっ

た SCNL2018 を運用しており、パソコン室、LAN 整備、全教職員および全学生の各種

教育・学習支援サービスにおける ID・パスワード、ファイル、メール、ウェブサイ

ト等を管理するサーバーを運営・保守している。なお、本学では、SCNL の一環とし

て全学生・教職員に対して Office365 のアカウントが割り当てられており、Outlook、

Word、Excel や OneDrive 等のソフトウェアが自由に使用できるようになっている。 

また、本学および城西大学各学部等からの要望を収集し、オンライン等で高度な情

報技術を用いた授業や会議等を実施するにあたり、それらが不得意な教職員に対する

専門的技術サポートやティーチング・アシスタント（情報科学研究センター学生補助

員）の配置等の支援、学内 LAN 環境等の施設設備の向上・充実を図っている。また、

https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
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学内の技術資源・設備の利用に関するマニュアルを学生および教員向けに「情報シス

テム利用の手引き」として配布している（備付資料 59 情報システム利用の手引き）。

また、これらのマニュアルは本学ウェブサイトの情報科学研究センターのページにも

掲載しており、学内外から情報サービスの利用方法の閲覧が可能である（備付資料 6

0 本学ウェブサイト 情報科学研究センター https://www.josai.ac.jp/support/i

nforesearch/index.html）。以上のように、本学では教育課程編成・実施の方針に基

づいて技術サービス、専門的な支援、施設設備の向上・充実を図っている。 

 本学では、情報技術および情報リテラシーの向上を目的として、毎年 1 回、学生を

対象として WebClass 上で情報セキュリティテストを実施している（備付資料 61 

2021 年度教授会資料 2021 年度セキュリティテスト実施状況）。教職員に対しても基

準Ⅱ-B-1 で述べたように情報セキュリティ理解度についてのテストが実施されてい

る（備付資料 40 情報セキュリティ理解度チェック結果）。2022 年度には日本ネット

ワークセキュリティ協会による情報セキュリティ理解度チェックが実施される予定で

ある。また、ビジネス総合学科では、情報ユニットとして、情報学等に対する理解の

深化を目的とした「初級プログラミング演習」、「中級プログラミング演習」、「情報処

理基礎」、「コンピュータ演習Ⅰ、Ⅱ」などといったコンピュータ技術に関する科目を

設置している。さらに、メディアデザインユニットでは、高度なメディア技術の向上

を目的として「デザインの基礎」、「デザイン演習」、「映像制作の基礎」、「映像制作演

習」といった科目を設置している。 

また、情報科学研究センターが主催する講習会の実施やオンライン授業に関するテ

ーマを扱った短期大学 FD 研修会（2020 年度）などがこれまで行われてきた。さらに、

図書館においても各種データベースや文献検索システムの利用講習会を随時開催し、

教員の教育研究のための IT 活用スキルの向上に努めている。この他、学外で催され

る情報技術の向上に資する研修会等について全教職員に向けて案内している。 

以上のように、本学は情報技術の向上に関するトレーニングを学生及び教職員に提

供している。 

 前述した SCNL は 5 年毎に大規模な更新が行われ、現行の SCNL2018 は、2023 年度

から SCNL2023 に切り替わる予定である。SCNL2023 の稼働にあたっては、PC 演習室

や演習室内の PC 台数および導入ソフトウェアの見直しや LAN 環境、データサーバー

や提供ネットワークサービスの保持・刷新、大学ホームページの管理システム等の再

構築などが実施される予定である。 

技術的資源の分配については、情報科学研究センターおよび情報科学委員会が中心

となって、前述の SCNL の計画立案・実施だけでなく、提供サービスの分配の見直し

等を常に行っており、学生や教職員から新たなソフトウェア導入の要望があった際に

は SCNL の更新を待たずして導入している。教職員がオンライン授業や会議等に使用

するための Zoom 等の有料アカウントの割り当てを適宜実施し、それらのソフトのマ

ニュアルもホームページ上で掲載するなど、学内からの要望に対して柔軟に応えるだ

けでなく、それらの技術的資源を学生や教職員が充分に活用できるよう促している。 

本学では、事務職員一名につき 1 台 PC が配置されており、教員においては、研究

費による 1 年間の PC 購入台数の制限が 2020 年度に撤廃される等、学内のコンピュー

https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
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タ整備・充実を図っている。さらに 2021 年度に新たな出席管理システムを導入した

ことで、教室内の固定式または可搬式の端末に学生証をかざすことで出席管理ができ

るようになった（備付資料 62 固定式端末配置図）。学生の出席データはクラウドで

共有され、教職員の学生管理が円滑に行えるようになった（備付資料 63 出席管理シ

ステムマニュアル（教職員用））。また、学生の PC 必携化に向けた取り組みとして入

学者に対してノート PC の購入費用の補助（5 万円）を行っている（備付資料 60 本

学ウェブサイト 情報科学研究センター https://www.josai.ac.jp/support/infor

esearch/index.html）。さらに、PC を所持していない学生にノート PC の貸出を実施

しており、情報科学研究センター、本学事務室、図書館に常備している。 

学内の有線 LAN は ICT 機器を利用し必要とする教育研究施設を中心に設置されてい

る。さらに、無線 LAN （Wi-Fi）は食堂を含む 20 施設に及び、教室や廊下だけでな

く、どこであっても Wi-Fi 接続ができるようアクセスポイントを充分に配置しており、

キャンパスでの幅広い利用を可能としている。また、このような LAN 環境を学生が充

分に活用できるよう、上述のように PC の購入費用補助や貸出を行っている。 

本学では、基準Ⅱ-B-1 で述べたように、特にコロナ禍以降、ほとんどの授業で

Teams や WebClass などの学習支援プラットフォームを用いて、資料の配布、課題・

レポートの提出、授業に関する相談受付等を行っている。これにより、教員・学生間

のコミュニケーションが活発化し、授業の進行に幅ができたため、アクティブ・ラー

ニング等の双方向型の授業の実施が容易になった。また、「映像制作の基礎」、「映像

制作演習」では、ビデオカメラや映像編集ソフト（Adobe Premiere Pro）等を使用

して映像作品を制作し、最新のメディア技術に対する理解を深める授業も行っている。 

 本学の学生が主に使用する坂戸キャンパス 13 号館には、PC 演習室が 3 室あり、語

学学習(LL)教室が 1 室、マルチメディア室 1 室がある。PC 演習室およびマルチメデ

ィア室の PC 台数については表ⅢC1-1 のとおりである。 

 

表ⅢC1-1 坂戸キャンパス 13 号館演習室 PC 台数 

教室 PC 台数 主なソフトウェア 主目的 

401 40 台 MS Office2016、 Visual Basic PC 演習室（授業用） 

403 40 台 MS Office2016、 Visual Basic PC 演習室（授業用） 

412 20 台 MS Office2016、 Visual Basic PC 演習室（自習用） 

409 6 台 Adobe Premiere、Photoshop マルチメディア室（授業用） 

 

 また、紀尾井町キャンパスにおいては、1 号棟 4 階に PC 演習室があり、30 台の PC

が設置されている。 

 

＜テーマ 基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源の課題＞  

 

特になし 

 

 

https://www.josai.ac.jp/support/inforesearch/index.html
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＜テーマ 基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源の特記事項＞  

 

特になし 
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［テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源］ 

 

＜根拠資料＞ 

提出資料-規程集 

34 「学校法人城西大学経理規程」 

44 「学校法人城西大学資産運用規程」 

45 「学校法人城西大学調達規程」 

備付資料 

64  資金収支計算書・資金収支内訳表（令和元（2019）年度） 

65  資金収支計算書・資金収支内訳表（令和 2（2020）年度） 

66  資金収支計算書・資金収支内訳表（令和 3（2021）年度） 

67  活動区分資金収支計算書（令和元（2019）年度） 

68  活動区分資金収支計算書（令和 2（2020）年度） 

69  活動区分資金収支計算書（令和 3（2021）年度） 

70  事業活動収支計算書・事業活動収支内訳表（令和元（2019）年度） 

71  事業活動収支計算書・事業活動収支内訳表（令和 2（2020）年度） 

72  事業活動収支計算書・事業活動収支内訳表（令和 3（2021）年度） 

73  貸借対照表（令和元（2019）年度） 

74  貸借対照表（令和 2（2020）年度） 

75  貸借対照表（令和 3（2021）年度） 

76  本学ウェブサイト 学校法人城西大学中期計画 https://www.josai.ac.jp/abou

t/information/index.html 

77  本学ウェブサイト 財務情報 https://www.josai.ac.jp/about/information/b

asic_data.html 

 

［区分 基準Ⅲ-D-1 財的資源を適切に管理している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 計算書類等に基づき、財的資源を把握し、分析している。  

 ① 資金収支及び事業活動収支は、過去 3 年間にわたり均衡している。 

 ② 事業活動収支の収入超過又は支出超過の状況について、その理由を把握して

いる。 

 ③ 貸借対照表の状況が健全に推移している。  

 ④ 短期大学の財政と学校法人全体の財政の関係を把握している。  

 ⑤ 短期大学の存続を可能とする財政を維持している。  

 ⑥ 退職給与引当金等を目的どおりに引き当てている。  

 ⑦ 資産運用規程を整備するなど、資産運用が適切である。  

 ⑧ 教育研究経費は経常収入の 20％程度を超えている。  

 ⑨ 教育研究用の施設設備及び学習資源（図書等）についての資金配分が適切で

ある。 

 ⑩ 公認会計士の監査意見への対応は適切である。  

 ⑪ 寄付金の募集及び学校債の発行は適正である。 

 ⑫ 入学定員充足率、収容定員充足率が妥当な水準である。 

 ⑬ 収容定員充足率に相応した財務体質を維持している。  

（2） 財的資源を毎年度適切に管理している。  

https://www.josai.ac.jp/about/information/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/basic_data.html
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 ① 学校法人及び短期大学は、中・長期計画に基づいた毎年度の事業計画と予算

を、関係部門の意向を集約し、適切な時期に決定している。  

 ② 決定した事業計画と予算を速やかに関係部門に指示している。 

 ③ 年度予算を適正に執行している。 

 ④ 日常的な出納業務を円滑に実施し、経理責任者を経て理事長に報告してい

る。 

 ⑤ 資産及び資金（有価証券を含む）の管理と運用は、資産等の管理台帳、資金

出納簿等に適切な会計処理に基づいて記録し、安全かつ適正に管理してい

る。 

 ⑤  月次試算表を毎月適時に作成し、経理責任者を経て理事長に報告してい

る。 

 

＜区分 基準Ⅲ-D-1 の現状＞ 

 

本学では、以下に示すように、計算書類等に基づき財的資源を把握し分析している。 

法人全体の 2021 年度資金収支計算書における収入合計は、20,481,658 千円である。

内訳は、学生納付金収入 17,053,750 千円、手数料収入 260,947 千円、寄付金収入

293,244 千円、補助金収入 1,857,230 千円、その他 1,016,486 千円である。また、

過去 3 年間の資金収入合計は、2019 年度 21,210,320 千円、2020 年度 20,193,257

千円、2021 年度 20,481,658 千円である（備付資料 64～66 資金収支計算書・資金

収支内訳表、及び備付資料 67～69 活動区分資金収支計算書）。 

法人全体の 2021 年度資金収支決算書における支出合計は、23,483,580 千円である。

内訳は、人件費 9,033,949 千円、教育研究経費 5,658,106 千円、管理経費

1,298,453 千円、施設・設備関係支出 7,493,072 千円である。また、過去 3 年間の

資金支出合計は、2019 年度 20,251,935 千円、2020 年度 21,108,868 千円、2021 年

度 23,483,580 千円である。 

以上のように、法人全体の資金収支は 2020 年度及び 2021 年度支出超過となって

いる。その理由は、23 号館等の建設工事等の増加によるものでる。施設設備関係支

出を除けば、法人全体の資金収支は過去 3 年間均衡している。 

また、法人全体の過去 3 年間の事業活動収入は、2019 年度 20,984,256 千円、

2020 年 度 20,234,358 千円、2021 年度 20,509,611 千円である。また、過去 3 年

間の事業活動支出は、2019 年度 20,664,796 千円、2020 年度 19,887,333 千円、

2021 年度 19,292,506 千円である（備付資料 70～72 事業活動収支計算書）。事業活

動収支差額は、2019 年度 319,460 千円、 2020 年度 347,025 千円、 2021 年度

1,217,105 千円とやや収入超過となっている。その理由は、管理経費等の経費削減・

節約に努めているほか、コロナの影響により国内外の出張など一部事業の中止による

ものである。 

以上のように、法人全体の事業活動収支は過去 3 年間均衡しているとともに、その

理由を把握している。 

次に、短期大学の 2021 年度資金収支計算書における収入金額は、327,704 千円で

ある。内訳は、学生納付金収入 215,177 千円、手数料収入 3,823 千円、寄付金収入

4,763 千円、補助金収入 42,210 千円、その他 61,730 千円である。また、短期大学
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の過去 3 年間の資金収入は、2019 年度 324,049 千円、2020 年度 343,658 千円、

2021 年度 327,704 千円で安定的に一定額を確保しているものの、個々の収入をみる

と補助金収入は授業料等減免費交付金により増加しているが、学生納付金収入は

2019 年度 281,042 千円から 2021 年度は 215,177 千円と入学者数の減により減少し

ている。 

短期大学の 2021 年度資金収支計算書における支出合計は、342,556 千円である。

内訳は、人件費 213,778 千円、教育研究経費 79,885 千円、管理経費 28,493 千円、

施設・設備関係支出 20,400 千円である。管理経費は法人全体として節約に努めてお

り、短期大学においても年々減少している。短期大学の過去 3 年間の資金支出は、

2019 年度 340,033 千円、2020 年度 364,670 千円、2021 年度 342,556 千円であり、

総額としては一定額で推移しているものの、個別にみると管理経費が減少する一方で

人件費が増加しているが、これは退職金の増加によるもので一過的なものである。 

以上のように、短期大学の資金収支は過去 3 年間やや支出超過となっており、その

理由を把握している。 

また、短期大学の過去 3 年間の事業活動収入は、2019 年度 316,643 千円、2020

年度 343,880 千円、2021 年度 328,117 千円である。過去 3 年間の事業活動支出は、

2019 年度 374,639 千円、2020 年度 364,194 千円、2021 年度 322,528 千円である。

事業活動収支差額は、2019 年度△57,995 千円、2020 年度△20,314 千円、2021 年度

5,589 千円と収支は均衡しつつある。これは、学生納付金収入が減少する中で管理経

費等の経費削減・節約に努めているところではあるが、主要因は退職者の増加による

退職財団交付金収入による一過的なものであるので、引き続き経費の節約に努める必

要がある。以上のように、短期大学の事業活動収支は過去 3 年間均衡しつつあり、そ

の理由を把握している。 

貸借対照表の状況については、2021 年度の貸借対照表関係比率は、基本金比率

99.6％、流動比率 260.5％、総負債比率 6.2％、負債率 4.2％、退職給与引当預金率

100％であり、健全な状況にある（備付資料 73～75 貸借対照表）。 

 法人全体としての資金収支は 2021 年度までは均衡しており、事業活動収支におい

ては大きくプラスとなっている。また、金融機関等からの借入金は全くなく、貸借対

照表の状況及び財務比率の状況から財務体質については健全な状態にある。従って、

短期大学の存続を可能とする財政を維持している。 

退職給与引当金については、期末要支給額の 100%を引き当てており、目的どおり

に引き当てている。 

資産運用については、「学校法人城西大学資産運用規程」（提出資料-規程集 44）を

整備し、同規程に基づき適正に運用を行っている。 

教育研究経費比率については、法人全体は、過去 3 年間（2019～2021 年度）の平

均教育研究経費比率は 41.3％であり、2020 年度大学法人全国平均（医師系法人を除

く。）35.2％を上回っている。短期大学は、過去 3 年間教育研究経費比率は、2019 年

度 39.0％、2020 年度 40.5％、2021 年度 34.3％で、3 年間の平均教育研究経費比率

は 37.9％であり、2020 年度短期大学部門全国平均 37.6％をやや上回っており適切な

比率で支出されている。 
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教育研究用の施設設備及び学習資源等の資金配分については、経理課が各課及び各

学部、短期大学から提出された予算要求を検討し、部門ごとにとりまとめ、理事会・

評議員会の審議を経て適切に実行している。 

公認会計士監査については、監査の都度、公認会計士と経理担当者が意見交換を行

い、監査意見についても適切に対応している。  

短期大学の過去 3 年間の寄付金収入は、2019 年度 4,118 千円、2020 年度 6,100 千

円、2021 年度 4,964 千円であり、2020 年度は緊急コロナ奨学金が 2,362 千円あった

ことから増加したものの例年 400 万円代で推移しており、大半は父母後援会と同窓会

によるものである。 

短期大学の入学者数は 2018 年度から 2020 年度までは定員 120 名を確保してきた

が、2021 年度は 93 名、2022 年度は 90 名と定員割れとなった。これはコロナの影響

により外国人留学生が減少したことが主要因である。これに伴い、収容定員充足率が

2018 年度 111%、2019 年度 126%、2020 年度 124%、2021 年度 96%、2022 年度 76%と

推移した。2018 年度～2021 年度は短期大学の財務状況が改善されてきたが、2022 年

度は収容定員未充足による収入減少のため、財務体質の悪化が予想される。 

本学では、以下のように財的資源を毎年度適切に管理している。 

予算編成については、年度予算編成方針を具現化すべく、城西大学・城西短期大学

事業計画の重点事項を踏まえ、「学校法人城西大学経理規程」（提出資料-規程集 34）

に定める年度予算業務フロー及び予算編成要領に基づき、城西大学・城西短期大学の

予算申請要領及び予算編成業務予定表を作成して、7 月に文書及び連絡会等において

指示をしている。 

予算申請については、10 月以降、法人本部に提出した申請書に基づきヒアリング

を行い予算調整している。その後、取りまとめた予算案について、11 月下旬に事務

局長及び学長に指導を受けて 11 月末に法人本部へ提出している。 

その後、法人本部において 1 次予算案、2 次予算案を経て 3 月に最終の予算案を作

成し、3 月の理事会・評議員会で審議のうえ承認されている。 

 予算については、3 月の理事会・評議員会での承認を受け、査定予算として経理課

より関係部門に指示をするとともに、財務システムにおいて年度予算を執行できるよ

う設定している。 

予算執行については、「学校法人城西大学経理規程」及び「学校法人城西大学調達

規程」（提出資料-規程集 45）並びに学内の経理業務マニュアル及び調達業務マニュ

アルに基づき執行し、財務システムにより予算部署の各事業の予算を管理し、勘定科

目コード別に予算額・執行額・残高を随時把握するとともに、システムにおいて各業

務の予算を超えた執行ができないように設定している。また、1 件の調達予定の金額

に応じて調達の承認者を所属長・事務局長・学長・理事長に区分して事前承認を得て

おり、伝票処理については、所属長の承認・調達課の審査を経て経理課で承認し、書

類とシステム上の両方で承認の手続きを実施している。 

予算執行においては、監事と公認会計士による部外からの監査、及び内部監査室に

よる内部監査の 3 つの部内外の監査により多角的な観点から予算執行の手続きの妥当

性、事務処理の合規適切性及び予算執行における費用対効果等の検証を受けることに
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より透明性の確保を図っている。 

出納業務については、「学校法人城西大学経理規程」に基づき行っており、金銭の

出納はすべて所定の手続きを完了した会計伝票に基づいて、出納責任者である経理課

長の責任において行っている。また、会計伝票は正当な証拠書類に基づいて起票し、

経理責任者である事務局長の承認を得ており、経理責任者の管理下で金銭の出納及び

保管を日々適切に行っている。 

 資産及び資金の管理は「学校法人城西大学経理規程」に基づき行っており、財務シ

ステムにおいて現預金出納帳を作成し管理するとともに、月次管理として仕訳帳、資

金収支元帳及び総勘定元帳を備え、出納責任者である経理課長が管理を行うとともに、

経理責任者である事務局長が資金の管理を統括している。 

 資産及び資金の運用は、「学校法人城西大学資産運用規程」に基づき資産運用責任

者である法人本部事務局長が統括し、理事長の事前承認を得て行っている。 

学内においては予算部署内における統制、経理部署における統制、事務局長・学長

による統制を経て、法人本部及び理事会の統制を受けている。 

予算執行の総括として法人計画により中間決算と年度決算が行われており、常務理

事会において理事長に報告され、理事会において審議のうえ承認を得ている。 

中間決算は、10 月から 11 月の間で行われ、常務理事会を経て理事会において報告

され、年度決算は 5 月に常務理事会での調整を経て評議委員会の諮問を受け理事会で

承認の手続きが行われている。 

 

 

［区分 基準Ⅲ-D-2 日本私立学校振興・共済事業団の経営判断指標等に基づき実態

を把握し、財政上の安定を確保するよう計画を策定し、管理している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点  

（1） 短期大学の将来像が明確になっている。  

（2） 短期大学の強み・弱みなどの客観的な環境分析を行っている。  

（3） 経営実態、財政状況に基づいて、経営（改善）計画を策定している。  

 ① 学生募集対策と学納金計画が明確である。  

 ② 人事計画が適切である。  

 ③ 施設設備の将来計画が明瞭である。  

 ④ 外部資金の獲得、遊休資産の処分等の計画を持っている。  

（4） 短期大学全体及び学科・専攻課程ごとに適切な定員管理とそれに見合う経費

（人件費、施設設備費）のバランスがとれている。  

（5） 学内に対する経営情報の公開と危機意識の共有ができている。  

 

［注意］ 

基準Ⅲ-D-2 について  

（a）日本私立学校振興・共済事業団の「定量的な経営判断指標に基づく経営状態の

区分（法人全体）平成 27 年度～」の B1～D3 に該当する学校法人は、経営改善

計画を策定し、自己点検・評価報告書に計画の概要を記載する。経営改善計画は

提出資料ではなく備付資料とする。  

（b）文部科学省高等教育局私学部参事官の指導を受けている場合は、その経過の概

要を記述する。  
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＜区分 基準Ⅲ-D-2 の現状＞ 

 

本学は、城西短期大学という正式名称以外に、別称を城西ベースカレッジとしてお

り、これを意匠登録している。ベースカレッジという名称は、本学が「2 年間に社会

で活躍するための基礎（ベース）を学ぶカレッジ」であるとともに、「就職や進学な

どの多様な進路選択のための出発点（ベースキャンプ）としてのカレッジ」を目指し

ていることに由来する。以上のように、本学の目指す高等教育機関としての将来像は

明確である。本法人は、これを実践するため、学校法人城西大学中期計画を策定し、

城西短期大学の運営指針及び学校法人の経営指針を明確化している。 

短期大学の強みとしては、幾つかある。一つ目は、埼玉県の坂戸キャンパスと都内

にある紀尾井町キャンパスの 2 つから学生が通いたいキャンパスを選ぶことができる

ことである。坂戸キャンパスは、城西大学と同じ自然豊かで広大なキャンパスの中で、

最新の施設・設備が整った学生生活に理想的な環境で学ぶことができることである。

施設設備だけでなく、豊富なクラブ・サークル等がり、城西大学の学生と活動するこ

とができる。また、紀尾井町キャンパスは、通学に便利な都心型少人数制キャンパス

で、城西国際大学経営情報学部や城西大学理学部数学科の学生と一緒に学ぶことがで

きる。二つ目は両キャンパスとも 4 年制大学と同一キャンパスにあり、それぞれの大

学への編入学が可能である。さらに、ビジネス総合学科では、学生一人ひとりの進路

に合わせた多彩な科目を用意しており職業や資格取得など目的に合ったユニットを選

択し、組み合わせて授業を履修することにより、学生一人一人の将来にふさわしい学

習内容となっていることである。 

一方、弱みについては 18 歳人口の減少とともに、高等学校生の 4 年制大学への進

学志向が高く、短期大学全体に対する進学者数が減少していることである。そのため、

国内における募集環境の悪化から定員を充足するためには、外国人留学生の募集に依

存せざるを得ない状況にある。2021 年度はコロナ禍で外国人留学生の入国が大幅に

制限されたため、外国人留学生の入学者数が 9 人に減少し、2021 年度は定員割れと

なっている。 

法人全体の私学事業団による「定量的な経営判断指標に基づく経営状態の区分（法

人全体）」は、2019 年度から 2021 年度においては A3 を保っており正常状態にある。 

2022 年度の学生募集対策としては、オープンキャンパス及び高等学校訪問の強化

を行う。また、日本に入国している外国人留学生の募集を強化するため、東京・埼玉

県内の日本人学校を訪問するとともに、本学に在籍した実績のある日本語学校を指定

校としている。また、総合型選抜をこれまでの 2 段階方式から 1 回で合否が確定する

1 段階方式に変更するなど、受験生にとって負担の少ない受験方法に変更している。

これにより、受験者数の増加と、それによる学納金の増加が期待されている。 

人事計画について、短期大学の収容定員は 120 名であり、短期大学設置基準が定め

る専任教員数（最低教員数）は 10 人である。2021 年度は 10 名の専任教員が在籍し

ている。うち、1 名の教員が 2021 年度末で退職予定であった。2022 年度に 1 名の教

員を採用している。2023 年度以降についても、教員の退職等に合わせて短期大学設

置基準を充足するよう人事計画を適切に立案・実行していく予定である。 
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施設設備の将来計画については、中期計画（2020 年～2024 年）を策定しており

（備付資料 76 本学ウェブサイト 学校法人城西大学中期計画 https://www.josai.

ac.jp/about/information/index.html）、毎年度の事業計画（同上のウェブサイト

を参照）に従って整備している。2021 年度は経済学部と理学部が使用する文系・理

系融合型の施設（23 号館）が計画され、2022 年度に一部が使用でき 2023 年度に完

成する計画である。 

外部資金の獲得については、短期大学の過去 3 年間の補助金収入は、2019 年度 

18,024 千円、2020 年度 32,685 千円、2021 年度 42,210 千円と増加しており、2020

年度からの増加うち授業料等減免費交付金が 11,500 千円程度あるが、2021 年度は学

生数の適正化による経常費補助金の増加が大きい。2022 年度は、文部科学省が実施

する「私立大学等改革総合支援事業」のタイプ 3 「地域社会の発展への貢献」プラ

ットフォーム型の採択を目指して学内の整備を行っている。 

短期大学全体の定員管理については、基準Ⅲ-D-1 で述べたように、短期大学の収

容定員充足率が 2018 年度 111%、2019 年度 126%、2020 年度 124%、2021 年度 96%、

2022 年度 76%と推移した。2018 年度～2021 年度は短期大学の財務状況が改善されて

きた。しかしながら、2022 年度は収容定員未充足による学生納付金収入及び補助金

収入が減少する見込みである。2022 年度以降については、外部資金の獲得強化とと

もに、経費の継続的な削減努力による支出の抑制が必要である。 

法人全体及び短期大学の財務情報については、本学ウェブサイトに公表されている

（備付資料 77 本学ウェブサイト 財務情報 https://www.josai.ac.jp/about/info

rmation/basic_data.html）。前述のように、法人全体としては私学事業団による

「定量的な経営判断指標に基づく経営状態の区分（法人全体）」は、2019 年度から 20

21 年度においては A3 を保っており正常状態にある。しかしながら、18 歳人口の減少

に伴い、学生納付金収入が減少することが予想されている。また、短期大学の資金収

支は過去 3 年間やや支出超過となっており、2022 年度以降も財務体質が悪化するこ

とが予想されている。短期大学の教職員は以上の状況を理解し、教授会等でも情報及

び危機意識が共有されており、教職員全員が一体となって改善に取り組むことを確認

している。 

 

＜テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源の課題＞  

 

入学定員及び収容定員の充足のためには外国人留学生の募集が不可欠となっている。

2020 年度までは募集強化の成果により入学定員及び充足定員を確保し、2021 年度の

事業活動収支差額はプラスに転じたところである。 

しかしながら、コロナの影響により 2021 年度及び 2022 年度は定員割れとなってお

り、コロナの終息も依然として見通せない状況において定員確保が可能かという課題

がある。2022 年度は学生納付金収入及び補助金収入は減少する見込みであり、外部

資金の獲得も難しいことから支出の更なる削減努力が必要である。また、坂戸キャン

パスにおける城西大学・城西短期大学の共通経費が増加傾向にあることから短期大学

への按分額も増加しており、収支の改善は難しい状況にある。 

https://www.josai.ac.jp/about/information/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/index.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/basic_data.html
https://www.josai.ac.jp/about/information/basic_data.html
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＜テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源の特記事項＞  

 

 特になし 

 

＜基準Ⅲ 教育資源と財的資源の改善状況・改善計画＞  

 

(a) 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した行動計画の

実施状況 

 

同一ユニット内の授業科目に対する教員同士の連携や教育方法改善のための共同研

究等の実施が課題であった。2021 年度は、基礎ゼミナールを担当する複数の教員が

連携して「社会人基礎力」を測定するための「web 版 社会人基礎力テスト（日経Ｈ

Ｒ）高学年向け」を実施した。2022 年度にはすべての基礎ゼミナールで実施する予

定である。 

学生への Wi-Fi 利用の周知及び利用促進及び Wi-Fi 環境を活用した効果的な授業

実施・授業改善が課題であった。学生の Wi-Fi 利用については、学内のほぼ全ての施

設内で利用可能となり、利用促進が図られた。Wi-Fi 環境を活用した授業実施につい

ては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、2020 年度、2021 年度にはオンライ

ン授業やハイブリッド授業（対面とオンラインを併用した授業）を実施した経験から

教員の ICT スキルが向上した。また、学生のパソコン所有率なども高まり、学生の

ICT スキルも向上した。さらに教員は学生との面談等をオンラインで実施するなど、

Wi-Fi 利用が促進された。 

本学は入学定員未充足の状況が続き、短期大学の財務が支出超過であることが課題

であった。これについては、収容定員充足率が 111%（2018 年度）、126%（2019 年

度）、124%（2020 年度）、96%（2021 年度）、76%（2022 年度）と推移し、短期大学の

財務状況の改善に繋がり、2021 年度の事業活動収支差額はプラスとなった。しかし

ながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、2021 年度、2022 年度においては

外国人留学生の入国が難しくなり留学生の入学者を確保することの影響が出てきてい

る。 

 

(b) 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

 

教職員の就業に関する諸規程は整備され、全教職員へ周知されているものの、制

定・改定された際の公示・周知等が遅れることがある。今後は、規程が制定・改定等

された場合には速やかに進めていく必要がある。また、教職員は Teams 上の「教職員

のページ」から「城西大学・城西短期大学規程集」を見ることができる。今後は、

Teams を通して諸規程の制定・改定に関する情報を発信して行く計画である。 

留学生の増加に伴い国際教育センターとの連携で現在は対応ができているが、今後

は短期大学事務室内においても、様々な言語に対応できる人材の確保が必要とされる。 
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本学では、増加傾向にある障がいのある学生の対応について、ある程度の知識が必

要となるのではないかと思われ、今後検討していく必要がある。 

学生の主体的な学び等を支援するため、現行 ICT システムの機能をより多く活用す

る方策を検討し。教職員へ周知・活用を促し。個々の授業での利用方法等についても 

具体的な事例を検討し、利用機会を広げて行きたい。 

 入学者数の確保については新型コロナウイルス感染症拡大の影響により外国人留学

生の募集が厳しくなり、2021年度及び2022年度は定員割れを生じている。感染者数の

減少に伴い、外国人留学生の増加が期待される。今後は、外国人留学生募集に向けた

各種の取り組みを強化してく計画である。 


